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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　ＣＯＮＴＥＮＴＳ








プロローグ『四月七日』

01『異世界の食堂』

02『極悪人とお人好し』

03『陽だまり亭の朝』

04『銀髪と赤髪』

05『最初の衝突』

06『大丈夫だから』

07『噓なんて吐いてない』

エピローグ『ジネットの笑顔』

あとがきという名の本編





異世界詐欺師のなんちゃって経営術　電子特別短編

Gullible系女子　～やはりジネットとエステラは騙されやすい～




















[image: プロローグ『四月七日』]




　誕生日を祝わなくなったのは、いつからだっただろうか──




　そんなことを思ったのは、足元に落ちた携けい帯たいのディスプレイに今日の日付が表示されていたからだろう。

　本日、四月七日は、俺、大おお羽ば矢や代しろの三十六歳の誕生日──そして、命日となりそうだ。

「お前がっ！　お前が全部悪いんだぁああぎゃひゃひゃひゃひゃひゃぁあああああっ！」

　人であることを放ほう棄きしたかのような形相で喚わめき散らす男がいる。……もはや獣けものだ。

　最低の人生だったが、終わり方まで最低とは……ほとほと神様ってヤツには嫌きらわれちまったらしい。ま、こっちも大っ嫌いだから、お互たがい様さまだ。

　今年、日本を騒さわがせたニュースは二つある。

　一つは、アジアや欧おう州しゆうにまで手を広げていた巨きよ大だい詐さ欺ぎグループの崩ほう壊かい。

　もう一つは、護送中に逃とう亡ぼうしたその詐欺グループのボスが、組織を崩壊へと追いやった一人の詐欺師を殺害した。……まぁ、こっちは今んとこ大ニュースになる『予定』だが。

　散々他人を食い物にしてきた詐欺師が詐欺にかかって破は滅めつして、落ちるとこまで落ちた挙句に、オモチャみたいなしょぼいナイフで復ふく讐しゆうを果たすとか……みっともなくて目も当てられねぇな。

　知ってっか？　世の中な──

『騙だまされるヤツがバカなんだ』

　ま……そんなこと、もうどうでもいい……

　思い残すことはもう何もない。もしあるとすれば、最後に一目くらい、噓うそでも幻まぼろしでもいいから、二人の……親方と女将おかみさんの顔が見たかったかな……

　けど、走そう馬ま燈とうとか、全然浮うかんでこねぇな……んだよ、噓なんじゃねぇか…………くっそ。死ぬ間ま際ぎわに騙されてたことに気付くとか……腹立つなあ………………







　そして、世界は暗転する──
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　最初に異変を感じたのは嗅きゆう覚かくだった。

　うつ伏ぶせで倒たおれているせいで、顔面が地面にべったりとくっついている。鼻の中に流れ込んでくる空気はどこか泥どろ臭くさく、埃ほこりっぽい。それから少し、動物の匂においも混ざっている。

「ん…………どうなってんだ？　死に損そこなったか……？」

　腹部に手をやるも、傷がない。痛みもない。衣服も全く破れてない。

　グッと力を込めて体を起こす。

　オットセイのような格好で視線を上げた先には……

「なんじゃこりゃっ!?」

　まるで映画の世界に放り込まれたのかと錯さつ覚かくしてしまうような、なんとも西洋風な景色が広がっていた。

　石いし畳だたみの道。レンガの家。十二車線ほどもあろうかという広い道路には無数の馬車が行き交かっており、遠くには高くそびえる尖せん塔とうが見える。

　なんだアレ。王様でも住んでて、会いに行けば銅の剣つるぎでもくれたりする場所か？

　振ふり返ると、背後にはとんでもなく高い壁かべがそびえ立っていた。20メートル……じゃ、足りないか。ざっと30メートルはあるであろう巨きよ大だいな壁が、左右にずっと延びている。

　壁の途と中ちゆうにはこれまた物々しいまでの重じゆう厚こうな門があった。筋肉自じ慢まんが束になってようやく動かすことが出来そうな巨大な門だ。

　どうやら俺は、そんな巨大な門の前に倒れていたらしい。

　雰ふん囲い気きから察するに、ここは巨大な街の中で、この街に入ってきた者が最初に目にする広場なのだろう。

　広場の隅すみに、この街の全体図らしい地図が掲けい示じされている。

　時刻は十八時前後ってところか。太陽は沈しずみ、空の色が深い紫むらさきへと染まっていく。

　日が落ちるのに従って、街の中には明かりが灯ともり始める。だが、電気じゃない。松たい明まつだ。呆あきれるくらいにだだっ広い道路の両側に並ぶ建物に炎ほのおが掲かかげられ夜の闇やみを照らし出す。

　ゆらゆら揺ゆれる炎の光が、この西洋風な世界をより幻げん想そう的な世界へと塗ぬり替かえていく。

　目を凝こらせば、北ほく欧おうの民族衣装のような衣服をまとった女や、重厚な鎧よろい姿の大男たち、蠱こ惑わく的な衣装の踊おどり子こなんかが散見される。

　なんなんだ、ここは？

　俺は確か、隠かくれ家がにしていた廃はいビルで刺さされて……

　改めて腹を見るが……傷なんてどこにもない。ただ、地べたに寝ね転ころがっていたせいでブレザーが汚よごれているだけだ。………………ブレザー？

　よく見ると、俺は真新しいブレザーを着ていた。入学式の日に一度着ただけで、二度と袖そでを通すことはなかった高校の制服だ。……なんで高校の制服なんか着てんだ、俺？

　日付を確かく認にんしようとポケットに手を入れるが……スマホがない。マジか…………ん？

　ポケットをまさぐる自分の腕うでに、見覚えのある物を発見した。

「……プロミスリング」

　俺の左ひだり腕うでにはプロミスリングと呼ばれるアクセサリーが結びつけられていた。

　こいつは二十年前の今日、切れたはずのそれに間ま違ちがいない。このプロミスリングだけは、見間違えるはずがない。……ってことは、俺は高校生に戻もどったってことか？

　肌はだは心なしか張りがあるように見えるし、アゴ周りもつるつるだ。ヒゲがない。

　鏡があればもっとはっきり分かるのだろうが、どうも俺の体は十六歳の頃ころに戻っているようだ。二十歳も一気に若返った──そう考えて間違いないだろう。

　……なんだそれ？　なんだってんだよ、一体…………

「十六歳……か」

　俺の人生の分ぶん岐き点。俺が、詐欺師の道を歩み始めた年ねん齢れいだ。

　それから二十年間、俺は詐欺師として生きて、そして殺された。

　その二十年をなかったことにされたのか……やり直せとでも言う気か？

「あぁ……そういや、プロミスリングが切れた時に、必死に願ったっけなぁ……」




『俺の間違いを…………やり直させてくれ……』




　泣なき叫さけび、喚き散らして……最後の最後に零こぼれ落ちていった言葉。それが、二十年も遅おくれて今いま更さら叶かなったとでもいうのか？

「……バカバカしい」

　しょうもない思考を振り払はらい引き続きポケットを探さぐってみると、十代の頃に使っていた二つ折りの財さい布ふが出てきた。中を見てみると、万札が一枚に千円札が二枚。あと小こ銭ぜにがジャラジャラ。締しめて、一万二千五百六十四円。

　十代にしては持っている方だが、三十六歳の意識を持つ俺からすりゃしょっぱい金額だ。カードも入ってねぇし、どう見てもガキの財布だ。……マジで十六歳に戻っちまったみたいだな。

　まぁ、一万二千円もありゃ、宿くらいどうとでもなるか。とにかくどこか宿を探して、落ち着いて状じよう況きようを整理しよう。

　広場の掲けい示じ板ばんまで歩き、そこに掲示されている地図を見上げる。

　地図によれば、この街は全部で四十二の区に仕切られており、中央区を中心に二区三区と、放射線状に区分けされているようだ。外に行くほど数字は大きくなっていく。

　この場所は三十区になるらしい。の、だが……

「…………なんの冗じよう談だんだよ、こりゃあ」

　目の前に延びているだだっ広い石畳の道と、地図に描かかれたこの道の幅はばを見比べてザッと縮尺を計る。それをもとにザックリと計算してみると……この街は東京二十三区くらいの広さがあるらしい。

　それだけの広い街を、高さ30メートルに及およぶ壁でぐるりと取り囲んでいるというのだ。

　……あり得ねぇだろ。どんだけ労力と金を使ったんだよ。

　そもそも、こんなバカげた規模の城じよう郭かく都市なんか、日本はもちろん、世界を探したってそうそうあるもんじゃない。こいつが映画のセットか何かじゃないとすれば…………いや、でも、そんなことがあるわけ……

「おい、少年」

　不意に、背後から声をかけられて、俺は振り返る。

「先ほどから挙動が不ふ審しんだが……貴様、密入国者ではないだろうな？」

　俺に声をかけてきたのは、高価そうなプレートアーマーを身に纏まとった、──鳥だった。

「鳥っ!?」

「失敬な！　鳥ではない、私はオウム人族だ」

　オウム人族？

　なんだそれ？　いくらオウムだからって流りゆう暢ちようにしゃべり過ぎだろう……お前の骨格どうなってんだよ？

「なんでしゃべれんだよ……つか、二足歩行!?　ぅえっ!?　手が『手』じゃねぇか!?」

　目の前に突とつ如じよ現れた謎なぞの生物によって、俺の中に湧わき上がっていたにわかには信じがたい……出来れば信じたくない……あり得ない仮説が真実であると裏付けられてしまった。

　ここは、所謂いわゆる一つの……『異世界』ってやつか？

「…………あり得ねぇだろ、色々と」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつだ。だってしょうがねぇだろ？

　目の前に鎧を着た鳥が現れて、ペラペラと日本語しゃべったんだぞ？

　おまけに、二本の足で直立してるし、手が『手』なのだ！　羽じゃなくて、人間の『手』なのだ。五指があり、長い槍やりをしっかりと握にぎりしめている。

　門のそばに同じ鎧を着た兵士が数人いることから、こいつは門番なのだろう。

　働いてんのかよ、鳥……

　そばで見る鎧は、コスプレ用の鎧とは明らかに出来が違ちがい、見み栄ばえよりも実用性重視の作りだった。一目で重厚と分かる、本物の鎧だ。当然、この槍も。

　この鳥顔の兵士……オウム人族とやらは、マジもんの異世界人ってわけだ。獣じゆう人じん族、とでも言えばいいのか？　人魚とかケンタウロスとか、そういうのの仲間か？

　嫌いやな具合に、心臓が軋きしみを上げる。警けい戒かい心しんが湧き上がり、胸を締めつける。

　あんまり友好そうに見えないんだよなぁ……目とか、口調とか。何より、油断なく俺を睨にらみつけている視線が鋭するどい……完全に不審者扱あつかいだ。どっちが不審者だよ、鳥。

「少年よ。貴様は何をしにこのオールブルームに来た？」

　オールブルーム？

　ちらりと地図を見ると、地図上部に『オールブルーム』と書かれている。おそらく、この街の名前なのだろう。

「見たところ商人でもなさそうだが……なんの目的でここまで来たのだ？」

　そんなもん、こっちが聞きてぇよ。

　なんで俺がこんな訳の分からん街に来たのか。どうやってここまで来たのか。まったく分からないのだ。

　俺が答えに窮きゆうしていると、オウム人族の目がすっと細められる。そして、腕を差し出された。

「黙もく秘ひは認めんぞ。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』の提示を求める」

「……かんばせーしょん・れこーど？」

　聞いたこともない名前に小首を傾かしげると、突とつ然ぜん、鼻先に槍を突つきつけられた。

　刃は先さきが軽く触ふれただけで、鼻頭の皮が薄うすく裂さけた。

　──マジもんだっ!?　これ、シャレになんないヤツだ！

「貴様……やはり不法侵しん入にゆうか？」

「ち、違ちがうっ！　んなことしてねぇよ！」

「正直に答えなければ、『カエル』にするぞ！」

　──カエル？　なに言ってんだこいつ？　自分は鳥のくせに。

　危険な刃やいばを向けられた状態で噓うそなど吐つけない。何より、訳の分からん状況に放り込まれた挙句にいきなりこの危機的状況で、心の準備がまるで出来ていない。

　上手うまい言いい逃のがれも、相手を煙けむに巻まく口八丁も、一いつ切さい合切出てこない。

　ここは素す直なおに、無実を訴うつたえるまでだ！

「正直にもなにも、気が付いたらここにいて、俺にも何がなんだか分かんねぇんだよ！　とにかく、不法侵入なんか、断じてしてない！」

　俺がそう言った直後、オウム人族の目が、槍の刃先よりも鋭くなった。一いつ瞬しゆんで総毛立つ。得体の知れない恐きよう怖ふに全身が支配される。体が、硬こう直ちよくする。

　身動きが取れない俺に向かって、オウム人族は真まっ直すぐに腕を伸のばし人差し指を突きつけた。

　そして──




「『精せい霊れいの審しん判ぱん』っ！」




　──そう唱える。

　瞬間、俺の全身が淡あわい光に包まれる。いや、俺の体が発光している。

　なんだ、これ!?　なんなんだよ、これはっ!?

　薄うす暗ぐらくなった広場の片かた隅すみで、俺だけがバカみたいに眩まばゆく輝かがやいている。自分が光っているのに目がくらみそうだ。

　遠巻きにこちらを見ている連中が何人もいる。

　薄暗さと、俺の体から発せられる光が邪じや魔まするのとで、野や次じ馬うまどもの顔は見えないが……はっきりと分かる。ヤツらは俺のこの状態を見て嘲ちよう笑しようしていやがる。罪人を見るような、優ゆう越えつに浸ひたっていやがる空気がひしひしと伝わってくる。

　なんだよ？

　俺は、『まだ』何もやってねぇだろうが！

「……ふむ、どうやら噓ではないようだな」

　オウム人族のそんな言葉が聞こえたのは、体の光が光度を落とし始めた時だった。そして、俺の体から発せられていた謎の光は、その後まもなく消しよう滅めつした。

　……なんだったんだよ、一体。

「噓ではない」って、こいつは言ったか？　今ので、俺の発言の真しん偽ぎが分かったってのか？

　俺が噓を吐いていなかったから、俺は助かった…………のか？

　もし俺が噓を吐いていたら…………どうなったってんだよ？

「──っ!?」

　言葉にならない気持ち悪さが体内から湧き上がってくる。

　寒気と吐き気が腹の底から脳天に向かって駆かけ抜ぬけていった。




　──ここには、いたくない。




　本能がそう叫んでいた。

　何より、あの得体の知れない『精霊の審判』ってやつが堪たまらなく恐おそろしい。

「しかし、貴様が不審であることに変わりはない。身分を確かく認にんさせてもらうぞ」

　オウム人族の兵士は、さも当然という顔をして俺の懐ふところに手を入れ、そして財布を抜き取りやがった。

「あ、おいっ!?」

　言いようのない気持ち悪さに放心していたせいで、抵てい抗こうするのが遅れた。

　雑な手つきで俺の財布を調べ、中身をばらまくオウム人族。紙し幣へいをゴミのように地面へ捨てていく。

　ふざけんじゃねぇぞ！

　地面に落ちた紙幣を慌あわてて拾う。俺の全財産なんだっつうの！

「んん？　これは……ここだけ頑がん丈じように封ふうが為なされているな。怪あやしい」

　オウム人族は、唯ゆい一いつボタンで留められている小こ銭ぜに入いれを見て眉まゆを顰ひそめる。そして、ボタンを開けると、中から五百円玉を取り出した。

「いい加減にしろよ！」

　怒ど鳴なりながら、俺は乱暴に財さい布ふを取り返す。金を粗そ雑ざつに扱うような『罰ばち当あたり』が、俺は大だい嫌きらいだ。故ゆえに、少し頭に血が上ってしまった。

　──それが、マズかった。

「その怒いかりよう、慌てぶり……なるほど……おい！　ちょっと来てくれ！」

　オウム人族は、俺が取り返し損そこねた五百円玉を手に、別の兵士を呼びつけた。そいつは、首から上がネコ──具体的にはアビシニアンだった。

　ネコ顔の兵士が五百円玉に鼻を近付けて匂においを嗅かぐ。

「これは純銀ではありません。銅と、亜あ鉛えん……あとはニッケルが少々……これは間ま違ちがいなく、偽ぎ造ぞう硬こう貨かです！」

「はぁっ!?」

　いや、確かに五百円玉はそれらで作られているが……匂いで分かるのか。

　俺が面めん食くらっていると、オウム人族が「やはり」と頷うなずき、俺を睨みつける。

「分かっているな。偽造硬貨の製造、使用、及び単純所持はそれだけで極きよつ刑けいだぞ」

　オウム人族の瞳ひとみが俺を捉とらえる。……こいつ、マジだ。

　極刑？　ふざけんじゃねぇぞ。

「ちょっと待てよ！　それは俺の国の硬貨だ、偽造硬貨じゃない！」

「なんという国だ？」

　日本──と、言って通じるのか？　明らかに俺のいた世界とは別のこの場所で……

「……言えぬのか？　やはり……噓か」

　オウム人族が腕うでを真っ直ぐ伸ばして俺を指さす。

　また『精霊の審判』か!?　冗じよう談だんじゃねぇぞ！　あんな気味の悪いもん、二度もくらって堪るかっ！

　俺はオウム人族に背を向け走り出す。

「あっ!?　待て、貴様っ！　皆みなの者っ！　罪人だ！　罪人が逃にげたぞっ！」

　オウム人族が首に下げた笛を高らかに吹ふき鳴ならした。すると、門の脇わきにある建物から鎧よろいを着た兵士がわらわらと姿を現した。ネコやイヌ……どいつもこいつもオウム人族みたいに獣の顔に人間の体をしている。

　獣人族の群れ……冗談じゃねぇぞ！

　サッと辺りを見み渡わたすと、大通りや西側に延びる道とは対照的に、東の方角にはほとんど人がいなかった。遠くに森のような木々が見える。逃げるなら、東だな。

「くそっ！　こんな訳の分かんねぇ街で、訳の分かんねぇ連中に捕つかまって堪るかっ！」

　俺は全速力で駆け出した。

　肉体が若返っていてくれたことに、今は感謝したい気分だ。思ったよりも体が動く。

「待て、貴様ぁ！」

　オウム人族の声が遠い。鎧分のアドバンテージがこちらにはあるのだ。このまま引ひき離はなして……と、振ふり返かえって後こう悔かいした。

「「「待ぁてぇぇえっ！」」」

　兵士がめっちゃ増えてるっ!?　総力戦かよ!?

　俺は、持てる力のすべてを脚きやく力りよくに注ぎ込み、懸けん命めいに謎なぞの街を駆け抜けた。

　通り過ぎる景色は西洋風な、それも少し古めかしい雰ふん囲い気きの建物ばかりで、俺にとって馴な染じみのある街の風景とは大きくかけ離れていた。

　何より電灯をはじめ、電化製品が一切ない薄暗い街並みは、俺の心を刻一刻と摩ま耗もうさせ心細くさせていった。

　すれ違う人が驚おどろいて振り返る。その顔が山羊やぎだったり狐きつねだったりして……。たまに普ふ通つうの、人間っぽい顔をした美少女がいたと思ったら、頭頂部ににょきっと獣の耳が生えていたりした。

　もう、「あり得ない」なんて言っていられない。目を背そむけることは不可能。

　間違いなく、疑う余地もなく、ここは異世界なのだ。それも、俺の知っている常識が根底から覆くつがえされるような、物理法則がねじ曲がってこんがらがって、逆にバランスが保たれているような、そんな世界なのだ。

　そんな世界に放り込まれた俺は、身しん体たい能力が飛ひ躍やく的に上じよう昇しようすることもなく、神の奇き跡せきみたいな特とく殊しゆ能力を得ることもなく、ただただ一いつ般ぱん高校生並みの体力で懸命に逃げ回った。

　そして気が付けば、足元の地面は石いし畳だたみから剝むき出しの土へと変わっていた。

　建物もなくなり、木々が増え、眼前に森が迫せまる。しめた。あの中に逃げ込めば……

　俺は、迫りくる兵士どもを撒まくために、森の中へと突とつ入にゆうする。

「これで、逃げきれ………………っ!?」

　それ以上、言葉を発することは出来なかった。

　足元から、地面の感かん触しよくが消失した。

「…………噓だろ？」

　森に入って数百メートル進んだ先は、崖がけになっていた。それも、ロッククライマーが大喜びして飛びつきそうな絶ぜつ壁ぺき。絶ぜつ崖がい。垂直と言っても過言ではない、切り立ち過ぎた崖。

　そこへ、俺は飛び込んでしまったのだ。──故に、落ちる。

「……マジでかぁぁぁぁあああああああああっ!?」

　暮れていく空へ、俺の絶ぜつ叫きようが尾おを引いて消えていった。







　一度助けておいて、すぐに殺しにかかるとか……『神様』ってのはお茶ちや目めなのか？　それとも、とことん底意地が悪いのか？

　落ちながら感じた感覚を信じるならば、その崖は20メートル超ちようというとんでもないものだった。

　そんなことを、今現在悠ゆう長ちように考えていられるのは、落下した場所が水深の深い沼ぬまだったからだ。ヌルヌルの泥どろがクッションの代わりになってくれたようで、大事には至らなかった。幸いにも怪け我がもないようだ。ただ…………めっちゃ怖こわかったけどねっ！

　もっとも、服はドロドロになっちまったがな。

「…………怖、かった……」

　こんな生なま臭ぐさい沼なんか、さっさと出ていきたいのだが、足が震ふるえて立ち上がれないのだ。

　仕方ないので、背泳ぎの要領でしばしの間沼で浮ふ遊ゆう感かんを味わっている。

　いくら屈くつ強きような兵士といえど、さすがにこの切り立った崖を降りてはこられないだろう。……なんとか撒いたようだ。結果オーライ……か？

「あぁ……確実に明後日あさつて筋肉痛だな…………あ、若いから明日あした来るのかも……」

『見た目は若人わこうど、中身はオッサン』を地で行く存在になっちまったんだよな、俺は。だからって、十六歳の体じゃ、女湯に入れるわけでもないし、何かにつけてちやほやされる年ねん齢れいでもない。実に微び妙みようだ。

　天を仰あおいでも、空は見えなかった。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々の枝葉が空を覆おおい隠かくしている。まるで、外界から隔かく離りするように。ここにいる者をこの場所に閉じ込めるように。

　……いかん。体が若返ったせいか、妙みようにセンチメンタルになっている。孤こ独どくには慣れているし、一人でなんだって出来るはずだ。不安に思うことなど何もない。ここがどんな世界であれ、俺なら上手うまく立ち回れる。

　言葉さえ通じれば、どうにだってなる。いや、『どうにでも出来る』──詐さ欺ぎ師しはどこまでも図太いもんだ。

　とはいえ。

「『精せい霊れいの審しん判ぱん』……か」

　思い出しただけで背筋が震えた。

　もし噓うそを吐ついていたら…………カエルになる？

　とにかく謎が多過ぎるな、この街は。少し情報を集める必要がありそうだ。

　噓を吐くとカエルにされる──噓が吐けない街、か。

　なんとも詐欺師泣かせな街だ。もっとも、そんなことくらいで怯ひるむ俺じゃねぇけどな。

「よっし！」

　気合いを入れて体を起こす。

　とにかく飯だ。腹が減っていると考えがまとまらない。どこかで何かを食って、それから後のことを考えよう。

　当面の目的を見つけたことで、俺の体に力が戻もどる。時は金なり。金こそ正義。

　やることが決まったなら、時間を無む駄だにする理由はない。

　油断するとどんどんとのみ込まれていく沼を、しっかりとした足取りで進む。

　やたらと湿しつ気けの多いこの場所は湿地帯のようで、沼を出ても地面はぬかるんでいた。空気の悪い場所だ。ここにいるだけで気分が滅め入いってくる。

　崖を背にして真まっ直すぐ歩を進める。そのうちこの湿地帯を抜ぬけるだろう。人がいるところに出られれば、飯くらいなんとかなるかもしれん。

　この際、どんなヤツでも文句は言わない。そいつの顔がたとえ鳥であろうがトカゲであろうが、俺に飯を提供してくれるなら誰だれでもいい。飯のためになら、どんな奇き妙みようなヤツとでも円えん滑かつなコミュニケーションをとってやるさ。

　……出来れば、巨きよ乳にゆう美少女とかだと嬉うれしいんだけどな。

　なんてことを考えていると──ぬちゃり……と、背後で音がした。

　…………何かいる。

　ゆっくりと振り返ると──一いつ匹ぴきのカエルが立っていた。沼の中から、俺をジッと見つめている。

　体長は80センチくらいと小こ柄がらで、顔だけでなく、全身が完全にカエルだ。

　しかし、ぼろきれみたいな服を身に着けており、二本の足で直立している。

　カエル人族……か？

　先に湿地帯を抜けたかったのだが……文句を言っていられる場合じゃないか。

　よくよく考えたら朝から何も食っていないのだ。

　空腹のまま、刺さされて、若返って、訳の分からん世界に放り込まれて、追いかけ回されて、崖からダイブ…………ろくでもない一日だな。厄やく日びか？

　そんなわけで腹ペコだ。空腹を自覚した途と端たん一層腹が減ってきた。

　もうこいつでいい。こいつに何か食いものをもらう。くれなきゃ奪うばう。もう決めたのだ。男に二言はない。

　最初は、まぁ、軽く挨あい拶さつでも交かわして警けい戒かい心しんを解いてやらないとな。

「や、やぁ。はじめまして……はは、あははは」

　笑え顔がおを心がけるも、どうしても引ひき攣つってしまう。

　するとカエルは、俺に向かって繊せん細さいさに欠ける大おお雑ざつ把ぱな動きで大きな口を開いた。

「ケロケロ！」

「しゃべれねぇのかよ!?」

　なにこの街!?　オウムはしゃべるのに、カエルはしゃべらないの？　その線引きが分からん。

　まぁいい。カエルの生態になど興味はない。言葉が通じないなら、話すだけ無駄だ。

　無駄と浪ろう費ひが何よりも嫌きらいな俺は、無益なコミュニケーションをさっさと放ほう棄きしてこの湿地帯を抜けることにした。

　その間も、カエルはジッと俺を見つめていた。……なんなんだよ、気持ち悪わりぃな。

　無視を決め込み、進行方向へと振り返って…………俺は硬こう直ちよくした。

　カエルが……大量にいる。

　遠巻きに、俺を取り囲むように数百匹のカエルが立っており、そいつらが全員、こちらをジッと見つめていたのだ。

「ぎ、…………ぎゃぁぁあああっ！」

　俺は絶叫しながら、我が武む者しや羅らに湿地帯を駆かけ抜けた。

　立ち止まればカエルに追いつかれる。そんな気がして、脇わき目めも振らずに足を動かし続けた。

　空を覆う木々に切れ間が見え始め、視界が徐じよ々じよに開けていく。湿地帯が終わる。

　湿地帯を抜けると、空はもうとっぷり暮れていた。真っ暗だ。三十区にあったような松たい明まつすら見当たらない。星も出ておらず、光がどこにもない。

　目の前に広がるのは闇やみ。ただ、おぼろげながら輪りん郭かくが見える。道、岩、木……それらの薄うすぼんやりとした輪郭を頼たよりに、暗がりの中をひたすら走る。

　湿地帯を抜けてもなお、カエルどもの視線が俺を見つめているようで鳥とり肌はだが治まらない。

『飯のためになら、どんな奇妙なヤツとでも円滑なコミュニケーションをとってやる』？

『男に二言はない』？

　うっさい！　知るかボケ！

　あんな気持ちの悪い連中は論外だ！

　全速力で逃にげる途と中ちゆう、幅はばの広い川に行き当たった。流れは穏おだやかそうだが、如何いかんせん暗い。水深も分からん。

　だが、迂う回かいするような時間はない、つか、心にゆとりがない。

　カエルが、今にも追ってきそうなのだ。

「えぇい、構うか！　飛び込め！　汚よごれた服も綺き麗れいになって一石二鳥だ！」

　闇とカエルの恐きよう怖ふから、俺は迷わず川へ飛び込み、懸けん命めいに泳いだ。川底は思っていたよりも割と深く、何度か溺おぼれそうになった。それでももがき、あがいて、なんとか川から這はい出した。そして、休む暇ひまもなく再び走り出す。

　それからひたすら、俺は走りに走って、ふと、空腹であることを思い出した。

　そこで俺の体力は尽つきた。

　舗ほ装そうもされていない、土が剝き出しの道に倒たおれ込む。

　もうダメだ。もう一歩も動けない。

　見上げた空には、九割近くが欠けた頼りない月が浮うかんでいた。

　月にすら見捨てられた気分だ。……あぁ、最悪。なんだよ、この世界。

　美人はいないし、巨乳もいない。騙だましやすそうなお人ひと好よしすら見当たらない。

　人を騙すことでしか糊こ口こうを凌しのげない俺みたいな男が、唯ゆい一いつの武器である噓を封ふうじられたら……人生終しゆう了りようのお知らせだな。

「…………ん？」

　疲つかれ果てて、もうピクリとも動けないと思っていたのだが、思わず体を起こしていた。そしてアゴを持ち上げて鼻を鳴らす。微かすかにだが、どこからかいい匂においが漂ただよってくる。

　これは…………なんだか懐なつかしい香かおりだ。

　子供の頃ころ、暗くなるまで遊び回って家に帰ると、台所の窓から玄げん関かんの外にまで漂ってきていた夕飯の匂い。

　そんなものを思い出させるような、優やさしくて温かい匂いだ。闇に怯おびえ孤独に磨すり減らされた心が、じんわりするような……堪たまらない気持ちになってくる。

　俺は最後の力を振ふり絞しぼって立ち上がり、匂いのする方向へ足を動かした。







　たどり着いたのは、一いつ軒けんのボロい建物だった。

　ドアは閉まっているが、建て付けが悪いのか隙すき間まが空いており、中から光が漏もれている。

　木製のドアの横、頭より少し高い位置にブリキの看板がぶら下がっている。その鉄板の中央には、ナイフとフォークの形にくり貫ぬきがされてあった。

　ここは……食堂か？

　ぐぅと、腹が鳴る。店内から堪らん香りが漂ってくるのだから仕方がないだろう。胃い袋ぶくろが刺し激げきされて、今にも暴れ出しそうだ。食わずにはいられないよな、こんな匂いを嗅かがされたら…………しかし、金がない。

　俺の持っているのは日本円だけだ。この街で使える金は持っていない。

　だからといって諦あきらめられる状じよう況きようではない。

　なら、どうする？

　ふと、俺の脳のう裏りに天使と悪あく魔まが浮かび上がり、そいつらが各おの々おの俺に向かって囁ささやきかける。




「「これはもう、食い逃げするしかないよな」」




　……まさか、ユニゾンとは。良い性格をしているぜ。さすが俺の分身だ。

　しかしながら、満まん場じよう一いつ致ちなら仕方ない。

　俺は多数決という模も範はん的な民主主義に従って、食堂のドアを押し開けた。

「…………誰もいないな」

　店内は、異様なまでに薄うす暗ぐらかった。油代をケチっているのか、店内の明かりは数本のろうそくだけだ。

　店内へ足を踏ふみ入れると、ギシッと床ゆかが悲鳴を上げる。……なんだここは？　ちょっとボロ過ぎるだろう。お化け屋や敷しきの中でご飯が食べられる的な店か？

　机は穴だらけ、椅い子すはガタガタ。床は当然のように軋きしむし、おまけにべたべたしている。

　入り口を入って右手にカウンターがあり、奥に部屋が続いているようだ。おそらく厨ちゆう房ぼうがあるのだろう。

「誰かいないのか？」

　店の奥へ向かって声をかけると、奥から一人の少女が顔を出したのだが──

「あっ！　すみませんでした。お待たせしてしまいましたか？」

　──それは、息をのむような美少女だった。

　くりっとした大きな瞳ひとみに、果実のように瑞みず々みずしい桜色の唇くちびる。ゆるく弧こを描えがく頰ほおは真綿のように白く柔やわらかそうで、肩かた口ぐちで一つにまとめられた髪かみの毛けはふわっとしていて、触さわり心ごこ地ちのよさそうな印象を与あたえる。

　少しやせ過ぎている感はあるが、小柄な体の割に手足はすらっと長く均整がとれている。

　しかし、それらの好要素をすべて瑣さ末まつなことと思わせるような最強のウェポンがその胸むな元もとに備わっていた。




　パイオツ、カイデー！




　なにこの巨きよ乳にゆう!?　体の栄養全部そこに行っちゃったんじゃないの!?

　フリルのあしらわれた、全体的にひらひらふわふわした可愛らしい衣服を纏まとう店員は、そのおっとりした表情も相まって、人畜無害を全身でアピールしているようだ。だがしかし、ただ一点、小柄な体たい軀くとは不ふ釣つり合あいな大きな膨ふくらみが自し然ぜんの摂せつ理りへ謀む反ほんを起こすかの如ごとくこれでもかと衣服を押し上げ『我、ここにありっ！』と凄すさまじい自己主張をしている。

「パイオツ、カイデー」

　思わず声に出してしまった俺を、誰だれが責められようか。

　思えば、復ふく讐しゆうのために生きた二十年。……おまけにそれまでの十六年もだが……女っ気のない人生だった。こんな巨乳見たことないし、こんな巨乳と話したこともない。挟はさまったこともなければ押し当てられたこともない！

　何を隠かくそう……これは誰にも言っていないし、普ふ段だんは悟さとられないように気を付けていることなのだが……俺は巨乳が大好きなのだっ！
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　なんだよ、いるじゃん！　美人で巨乳で騙しやすそうなお人好し天然系！

　俺の求めていたものをすべて集約したような美少女がそこにいた。

　異世界って、すげぇなぁ。これぞ異世界。ザ・異世界！

「あの、お客さん。その、『ぱいおつかいでー』ってなんですか？」

「うっ!?」

　思わず漏らした心の声に、巨乳店員が食いついてしまった。

　迂う闊かつなことをした。

　本人に向かって、『君のおっぱい大きいねってことさ』なんて言えるはずがない！　いくら爽さわやかに言ったところで変態だ。いや、爽やかに言えば尚なお更さら変態だ。

　なんとか誤ご魔ま化かさなければ……

「えぇっと…それはその、あ、あれだ、『笑え顔がおが素す敵てき』ってことだよ、うん！」

「わぁ、そうなんですか」

　店員は手を合わせ口元に添そえると、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ふふん。思った通り、この店員は単純ちゃんだ。実に騙しやす、い…………って、しまった!?　思わず噓うそを吐ついてしまった！

『噓吐きはカエルになる』──そんな言葉が脳裏によみがえる。

　カエル……あの、湿しつ地ち帯で見たアイツらか…………巨乳に巨乳と言えなかったばかりに、俺は裁きを受けるのか!?　イヤだ！　あんな姿になりたくないっ！

「くっ…………………………………………………………………………ん？」

　しかし、噓を吐いてから数分が経過しても、俺の体にはなんの変化も現れなかった。

　……あれ？　なんでだ？

　窺うかがうように、店員へと視線を向ける。

「どうかされましたか？」

「あ……いや」

『今、俺は噓を吐いたのになぜカエルにならないんだ？』とは、聞けないよな。

　だが、ようやく会えたまともな人間だ。ここは、少しでも情報を引き出しておきたいところだな。……よし。

「この街に来てから、初めて人間の顔をしたヤツと会話をするもんでな。ここに来るまではオウムとかネコとか、そういう獣じゆう人じん族ばっかりだったんだ」

「そうなんですか。『獣人族』という名めい称しようは初めて聞きましたが……確かに、ここ四十二区にはたくさんいらっしゃいますね」

　いや、ここに限ったことじゃなく、三十区にもいっぱいいたんだが……つか、ここは四十二区なのか。

　地図を思い出してみると……数字の小さい区が中央に集まり、外周は三十区から始まっていた。時計回りに三十一区、三十二区とどんどん数字が大きくなっていき、最後が四十二区だ。その位置は、ぐるっと一周回って三十区の東側に位置していた。

　この四十二区は、三十区の東側にある崖がけの下に位置しているのだ。

　なんとも陰いん気きな立地だな。

「しかし、獣人族に言葉が通じるってのには驚おどろいたよ。獣の顔で器用にしゃべりやがる」

「外からおいでになったのでしたら、そうかもしれませんね」

　店員は納なつ得とくした様子を見せた後、祈いのるように胸の前で手を組んだ。

「このオールブルームは、精せい霊れい神しん様のご加護によって発展したと言われています」

「精霊神？」

「はい。精霊教会が崇あがめる唯ゆい一いつ無二の女め神がみ・アルヴィ様です」

　その精霊神とやらと、獣人族に言葉が通じることと、何か関係があるのだろうか。

　まさか、神の奇き跡せきによって言葉が通じる……なんて言わねぇよな？

「精霊神様のお力によって、この街ではすべての人種間で会話や意思の疎そ通つうが可能なんです」

　言っちゃったよ……

　そんな魔ま法ほうみたいなもんが……

「『強制翻ほん訳やく魔法』という魔法が、この街にはかけられているんです」

　…………魔法、だと？

　『強制翻訳魔法』……字じ面づらだけで、なんとなく意味が分かりそうな名前だが……マジで魔法なんてものが存在するのか………………あ。そうか。

　俺の背筋は粟あわ立だち、嫌いやな記き憶おくが呼び起こされる。

　『精霊の審しん判ぱん』。アレが魔法の一種だってんなら、納得してしまうかもしれん。

　魔法……魔法か。いよいよファンタジーだな、この世界は。

「精霊神様の魔法は、『強制翻訳魔法』の他ほかに、『精霊の審判』そして『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』があります」

　『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』!?　そいつは聞き覚えのある名前だった。

　オウム人族が提示しろと言ったものだ。それが一体どんなものなのかを知っておけば、今後役に立つかもしれん。

「『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』には、これまで行ってきたすべての会話が自動で記録されていきます。そして、それらの会話を参照することも可能なんです」

「どうやって見るんだ？」

「『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』と、唱えればご覧になれますよ」

　唱える？　……って、こうか？

「『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』」

　手を前に突つき出だして唱えると、突とつ然ぜん、目の前に半はん透とう明めいのパネルが出現した。

　何もないところに、テレビが点つくような感じで画像が浮うかび上がる。指を近付けると触ることが出来た。タッチパネルみたいな感かん触しよくだ。あ、スクロール出来る。

　出現した半透明のパネルは、どういう原理かは分からんが俺の目の前に浮かんで静止している。……これも、精霊神アルヴィ様とやらの御お力ちからによるものか？

　適当にスクロールしていくと、最初の方に俺とオウム人族が交かわした会話が文字となって記録されていた。いつの間にこんなものが……

「『強制翻訳魔法』と『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』は、この街にいる間、ずっと有効になります」

　ということは、この街に来る以前の、日本での会話は記録されていないということか。

「改ざんや誤魔化しは出来ません。これらの魔法によって、この街では噓が吐けなくなっています。精霊神様は、何よりも『噓』がお嫌きらいなんです」

　いや。噓うそ吐ついたけどな。ついさっき。

　ここまでの話を総合し、そして俺の推論を交えて考察するに……

　この街の中ではすべての言葉が相手に伝わるように翻訳され、そしてそれらはすべて記録される。噓や誤魔化しが出来ないように。または、噓を吐いたところで、すぐに真実が明らかになるように。

　そしておそらく、噓が発覚した際に『精霊の審判』を使うのだ。

　そうすれば、相手はカエルに…………

「それ以外にも、色々と便利な機能がついているんですよ」

「例えば？」

「…………えっと、ですね…………え～っと……」

　さては、こいつ。使いこなせてないな？　電化製品とか、弱いタイプだろ？

「あ、そうです！　異国の通貨との価値が比べられるそうです。以前、そんな話を聞きました」

　なんとかひねり出した答えを口にして、ホッと安あん堵どの表情を見せる。

　……こいつから情報を引き出すのは、ちょっと難しいかもしれないな。こいつ、アホの娘こだから。情報の正確性に問題があるかもしれない。

「じゃあ、とりあえず。日本円とこの街の通貨のレートを教えてくれ」

　『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出した時のように、口に出して言ってみる。

　すると、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に表示されていた文字が変化した。

　パネルに映し出された文字を読んでみると──







オールブルームの通貨・Rb（ルーベン）

１００円＝10Rb

一いつ般ぱん市民が常食用としている小麦のパンが平均的な価格で20Rb










　──と、表示されている。

　なんだよ。日本円にもきちんと価値はあるんじゃねぇか。もっとも、交こう換かんしてくれるところがあるとは思えないし、使うことは出来そうもないが……でも、価値が無くなっていないと分かったのは嬉しいことだ。

　しかし、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』か……なんとも分かりやすくて便利な魔法だな。

「便利なもんだ」

「はい。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』は日々学習すると言います。不便を感じても、やがてその不便は解消されるんです」

　魔法が、学習……ねぇ。

　疑うわけではないが、つい視線は店員の目へと向いてしまう。噓を吐いているかどうかは、目を見れば分かるからな。……純じゆん粋すいな目をしやがって。

　この世の中のすべてを、わたしは信じています。──みたいな目だな、あれは。

　俺と目が合うと、店員はぺこりと頭を下げる。

　そして、顔を上げるとにこっと笑みを作って、嬉しそうにこんなことを言った。

「パイオツッ！」

「ぶふっ！」

　なに!?　なに言ってんの、この娘!?　しかもすっげぇ満面の笑みで!?

「このように、覚えた言葉は的確に使用出来るようになるんです」

　いや、全然的確に使えてないけどな。

「うふふ。どうでしょうか？　わたしのパイオツは、カイデーですか？」

「……いや、まぁ」

　思わず視線が下がる。

　確かにこいつのパイオツはカイデーだ。あまりにもカイデーだ。ちょっと比ひ較かく対象が見つからないレベルでカイデーなのだが……

「わたしのパイオツを褒ほめてくださってありがとうございます！」

　…………お、おぅ。どう、いたしまして。

　さっき俺は、『パイオツカイデー』を『笑え顔がおが素す敵てき』と教えたわけだが……どうやらこいつは、『パイオツ』を『笑顔』、『カイデー』を『素敵』と解かい釈しやくしたらしい。

「これからも、パイオツカイデーで頑がん張ばります！」

「う、うん。あんまり、そういうことは言わない方がいいと思うぞ」

「あっ、そうですね。自分で言うことではないですよね。では、お客さんに『パイオツカイデーだね』と言われるように頑張ります！」

「うん、そういう客はあまり相手にしない方がいいかもしれないな」

「え？　でも、さっき言ってくださいましたよね？」

「うん、ごめん。ホントごめん」

　本当のことは、もう永遠に言えないだろう。

　この娘の人生に、大きな傷を付けてしまった気分だ。

　……とはいえ、『強制翻訳魔法』があるにもかかわらず、翻訳されない言葉があるってのは発見だな。共通の言葉がないものは翻訳されないのかもしれない。『パイオツ』が『おっぱい』と翻訳されないなら、『チョベリバ』や『おあいそ』みたいな特とく殊しゆな言葉も正しく翻訳されない可能性が高い。まぁ、現段階では判断が難しいけどな。

　……と、そんなことを考えていると、腹が「くぎゅぅ……」と鳴いた。

「あっ！　申し訳ありません。長話をしてしまいまして」

　慌あわてて頭を下げる店員だが、話を振ふったのは俺の方だ。謝る方が逆だろう。……ま、絶対謝らないけど。

「それよりも、まだ店はやっているのか？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶですよ。……あっ、そうでした！」

　こほんと咳せき払ばらいをした後で、店員はスカートを払い、襟えりを正して、背筋を真まっ直すぐに伸のばした。そして、ぺこりと可愛かわいらしく頭を下げる。

「いらっしゃいませ！　ようこそ、陽ひだまり亭ていへ！」

　そう言って、満面の笑みを浮かべる。

　挨あい拶さつのタイミング、遅っ!?

　しかも、『陽だまり亭』って…………名前負けもいいとこだな。

「こんな時間に、悪いな」

「いいえ。材料もたくさん余っていますし、問題ないですよ」

　材料、たくさん余ってるんだ…………だろうなぁ。この店じゃあな。

「それでは、さっそく準備をいたしますね。お好きなお席でお待ちください」

　そう言って店員は再びカウンターの奥へと入っていった。

　他の店員が見当たらないところを見ると、この広い店をあいつが一人で切り盛りしているようだ。抜ぬけてそうに見えて実はしっかり者なのかもしれないな。……いや、ないな。

「好きなお席、つってもなぁ……」

　見み渡わたす限かぎり、どの席もボロボロだ。俺は店内で一番脚あしがしっかりしていそうな椅い子すを選び、腰こしを掛かける。…………え～ん、グラグラするよぉ……一番まともなのでこれかよ。

　俺が椅子をガタガタさせていると、カウンターの奥から「ジャーッ！」という小気味よい音が聞こえてきた。やはり、あの奥が厨ちゆう房ぼうなのだろう。

　カンカンと、金属がぶつかる音が聞こえてくる。

　フライパンとお玉があるのだろうか。だとすれば、料理の技術は割と進んでいることになる。調理器具の進化は、食文化の進化に追従するものだからな。

　腰を落ち着け、もう一度店内を見渡す。

　古いながらも綺き麗れいに掃そう除じされている。床ゆかのべたつきは、もうこびりついてしまっているのだろう。壁かべのシミや天てん井じようの傷いたみが、この食堂の歴史を物語っている。

　長い間大切に使われてきたのだとよく分かる。

　……なんとなく、親方の工場を思い出した。

　まだ幼い頃ころに実の両親を事故で亡なくした俺を引き取ってくれた伯お父じ夫ふう婦ふ。俺にとっての『両親』とはこの二人のことを指す。小さな工場を経営していた伯父のことを、俺は『親方』と呼び、料理上手で面めん倒どう見みのいい伯母おばのことを『女将おかみさん』と呼んでいた。

　金なんかなくても幸せそうで、本当によく笑う人たちだった。倹けん約やく家とケチの境界線上にいるような夫婦で、とにかく物を大切にしていた。

　さっさと買い換かえればいいような物も、「体に馴な染じんでる物の方がいいんだよ」と、ぶっ壊こわれるまで使い続けたり、普ふ通つうは捨てるのであろう野菜のヘタや根っこや皮まで使って美味うまい料理を作り上げたり……………………いかん。なんだかセンチメンタルな気分になっている。この料理の匂においのせいかな。女将さんの作ってくれた夕食に似た、この匂いが昔の記き憶おくをくすぐっているのかもしれない。

　昔のことなんか思い出してもいいことなんかない。

　それよりも今は、今夜の寝ね床どこをどうするか……と、ここの支し払はらいをどうするかを考えなくては。……やっぱ、ここの支払いはアレしかないな。全力ダッシュ。

　まぁ、あの店員、ドンクサそうだったし、逃にげきれるだろう。

「お客さん」

「ぅおっ!?」

　食い逃げの算段を考えている時に声をかけられ、俺の心臓が少し跳はねた。

　顔を上げると、目の前に店員が立っていた。

「な、なんだ？」

　速まる心臓を気合いで鎮しずめ、平静を装って返事をする。

　すると、店員は満面の笑みでこんなことを聞いてきた。

「ご注文はお決まりですか？」

「…………は？」

「あちらにメニューがありますので、その中からお選びください」

「いや、お前……もう何か作り始めてるよな？」

「はい、うっかり。それで、もうすぐ完成というところで注文を聞いていないことを思い出しまして」

　あぁ……この娘、やっぱりアホの娘なんだ。

「…………じゃあ、その完成間近のものでいい。それにしてくれ」

「いいんですか？」

「かまわん。食いもんを無む駄だにするのは心苦しいしな」

　……親方と女将さんのことを思い出したせいだろう。そんなことをつい言ってしまった。

「お客さんは、とても優やさしい方なんですね」

　……はぁ？　これから食い逃げしようって俺が、優しい？

　ははっ、笑ってしまうな。まったく、世間知らずなヤツだ。

「それでは、もうしばらくお待ちください」

　ゆっくりと頭を下げ、店員は厨房へ戻もどっていった。壁に視線を向けると、店員が言った通り、メニューが貼はられていた。






『クズ野菜の炒いため物　…………20Rb』

『川の魚の焼き魚　…………25Rb』

『獣けものの肉の煮に込こみ　…………30Rb』

『川の魚の煮込み　…………30Rb』

『黒パン　…………25Rb』

『白パン　…………80Rb』








　ネーミングセンスが欠片かけらもないな。なぜいちいち『クズ野菜』などとバカ正直に書いているのか理解に悩なやむ。

　あと、パンが一番高いってどういうことだよ。おまけに白パンの文字は太い二本線で消されているし。大方、注文する者がいなくてメニューから外したのだろう。値段を見る限り高級品っぽいしな。こんな潰つぶれかけの食堂で買うくらいならパン屋で買うよな、普通。

　それにしても、この店は色々と酷ひどい。商売する気がないのかと疑いたくなる。

　客が来たことに気付かない店員もそうだが、無いメニューを二本線で消したまま表示していることもそうだ。残念な気持ちになるだろうが。たとえ食べるつもりがなかったとしても、「あ、これは食べられないんだ」という、ちょっと損した気分にさせられる。

　店員は可愛いんだけどなぁ。……ちょっとアホだけど。

　でもおっぱい大きいんだよなぁ。……かなりアホだけど。

　と、そんなことを考えていると、アホの店員が皿を持ってこちらにやって来た。

「お待たせしました。クズ野菜の炒め物です」

「なぁ。なんでいちいちクズ野菜なんて言うんだ？　普通に野菜炒めでいいだろう？」

「でも、クズ野菜は嫌いやだというお客さんもいますので予あらかじめ伝えておきませんと」

　バカ正直にもほどがある。

　少し感心してしまうレベルのお人ひと好よしだ。いや、訂てい正せい。『呆あきれるレベルの』だ。

「さぁ、召めし上あがってください。お口に合えばいいんですが」

　手を後ろで組み、気き恥はずかしそうに俺を見つめる店員。……食うとこ見られるのか、俺？

　特に気にしないようにして、クズ野菜の炒め物を口へと運ぶ。

「んっ!?　美味い！」

「本当ですか!?　よかったぁ」

　クズ野菜だから大きさはバラバラだが、そこが逆にいいアクセントになっている。

　人にん参じんのヘタや菜っ葉の切れっ端ぱしのようなものが混ざっているにもかかわらず、生焼けのものや火が通り過ぎたものもない。火の通りやすさを考こう慮りよして個別に炒めてある証しよう拠こだ。

　食材が悪い分、手て間ま暇ひまをかけて美味おいしく調理する。

　女将さんがよくやっていた、心のこもった調理法だ。

「それでは、ごゆっくりしていってくださいね」

　俺の反応に満足したのか、店員はぺこりと頭を下げるとカウンターの奥へと戻っていった。

　空腹も手伝って、飯を口へ運ぶ手は止まらなかった。

　懐なつかしい味に、また過去の思い出がよみがえる。

　俺が美味そうに飯を食う様を見つめる、女将さんの嬉うれしそうな顔が頭をよぎる。

　クソ真面目まじめでお人好し。そして、妥だ協きようをしない姿勢。

　あの店員は、俺の両親にそっくりだ。




　…………だからこそ、ムカついた。お人好しなところまでそっくりだ。




　あんなお人好しは、きっと誰だれかに騙だまされる。

　騙されたのに、それに怒おこることすらせずに、周りの人間に迷めい惑わくをかけまいと自分一人で奔ほん走そうするのだろう。あいつはそういうタイプに違ちがいない。

　第一、店に俺一人のこの状じよう況きようで、なぜ奥へ引っ込む？

　片付けなら後でも出来るだろう。なぜ俺が食い逃げをしないと思い込んでいるのか。

　これはちょっと、現実を思い知らせてやる必要があるだろう。取り返しがつかなくなる前に。度が過ぎたお人好しが、どういう目に遭あうか……

『騙されるヤツがバカなんだ』ってことを、身をもって思い知るがいい。

　……まぁ、どっちにせよ金がないから逃げる以外に選せん択たく肢しはないんだけどな。

　目の前の皿は空になっていた。菜っ葉の切れ端一枚残っていない。

　腹も膨ふくれたし、これなら十分走れるだろう。

　だが、それではダメだ。ただ走って逃げるだけじゃ、あの店員は気が付かないだろう。騙されることの愚おろかさに。

　だから、もっと分かりやすく、徹てつ底てい的に騙してやる。

　信じた上で裏切られる。その悔くやしさを味わうがいい。

　俺はカウンターまで歩いていき、肘ひじをかけて奥の厨房に向かって声をかけた。

「店員！」

「はぁ～い！」

　俺の呼びかけに、店員はパタパタと足音をさせて厨房から出てきた。

　のんきな顔をして。

「すまんが、手洗いはどこだ？」

「お手洗いは、店を出ていただいて、裏に回っていただくとございます」

「……店の、外にあるのか？」

「食堂の中にお手洗いは……」

　なるほど。失念していた。

　この世界では下水が整備されていないんだ。つまりは汲くみ取とり式だ。それも、相当原始的なものに違いない。

　確かに、食堂の中にそんなもんは置けないよな。うんうん……かえって都合がいいじゃねぇか。

「じゃあ、ちょっと借りるぞ」

「え、あの……でも」

「心配しなくても、財さい布ふを置いていく」

　そう言って、あらかじめ空にしておいた財布をカウンターへ載のせる。

　財布を置いたことで、俺が代金を支払わずに逃げることはないと思い込んだのだろう。店員がホッとした表情を見せる。空の財布だとは知らずに。

　勝手に人の財布を開けるヤツなんかいない。接客業なら尚なお更さらだ。これで逃げる時間はいくらでも稼かせげる。

　お前はそうやって俺を信用して……まんまと裏切られればいい。

「じゃ、行ってくる」

　──どこか、別の区までな。

　俺はそう言い残して店を出た。

　念のため裏に回り、一度トイレを見に行く。……汚きたない床ゆかに穴があいただけの、なんとも原始的なトイレだった。いや、これはトイレと呼ぶのもおこがましい。便所か厠かわやといったレベルだ。糞くそ捨て場でもいいくらいだ。

　悪あく臭しゆうを放つ便所を後にし、俺はそのまま食堂を離はなれた。足音をさせないように、出来るだけ急いで……

　食堂がすっかり見えなくなったところで、俺は一度振ふり返り、あのお人好しの店員に向けて一言だけ言ってやる。

「世の中にはな、悪人の方がずっと多いんだよ。勉強になったな」

　夜はすっかり深くなり、俺は野宿を決意する。

　川でひと泳ぎしたせいですげぇ寒い……

　どこか雨風が凌しのげそうな場所を探して、俺は四十二区の中をさまよい歩いた。
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　夜がこんなにも恐おそろしいものだと思ったのは、生まれて初めてだった。

　真っ暗！　暗黒と言っても過言じゃない。

　どっこも光ってない。ちょっとの明かりもありゃしない。唯ゆい一いつ光っていたのがネコの眼めだった。余計怖こわいわっ！

　もう、闇やみという闇に幽ゆう霊れいとかバケモノとかカエルとかが潜ひそみまくっている気がして……一いつ睡すいも出来なかった。

　太陽の光が見えた時、大おお袈げ裟さじゃなく歓かん喜きした。

　田舎いなかの年寄りが日の出に手を合わせる気持ちが理解出来た。太陽って、偉い大だいだ。

　闇の中で蹲うずくまり、身動きが取れなかった俺は、日の出とともに四十二区の中を歩き回った。というか……さまよい歩いた…………まぁ、平たく言えば迷子になった。

　しかし、歩き回ったおかげで分かったこともある。

　この街には、同系統の獣けものと獣人族が存在する。

　例えば昨夜ゆうべ、闇の中で目を光らせていたネコと、五百円玉を偽ぎ造ぞう硬こう貨かだと言ったネコ顔の兵士。とても似ているが、あれはまったくの別物なのだ。

　人間と猿さる、ってのとは違う気がするのだが、線引きはどうなっているのか、仲間意識はあるのか、言葉が分かったりするのか…………謎なぞだ。

　早朝、闇夜の心細さから『生き物の気配を感じたい病』を発はつ症しようしていた俺は、ニワトリの鳴き声に釣つられるように養よう鶏けい場にたどり着いた。そこにはニワトリ人族がいた。あの鳥顔の兵士はオウム人族とか言っていたから、きっとそいつもトリ人族ではなくニワトリ人族なのだろうと予想される。

　んで、そのニワトリ人族が、ニワトリの卵を拾っていた。

「食べるのか？」と問うと「もちろんよ」という答えが返ってきた。声から察するに女子っぽかったので、「お前も卵産むの？」と聞いたところ、凄すさまじいビンタが飛んできた。……ニワトリ人族相手にはセクハラになるらしい。気を付けよう。

　つまり何が言いたいのかというと、ニワトリ人族がニワトリの卵を食うということだ。共食いにもならないし、そもそも嫌けん悪お感かんすらないようだ。

　たぶん、食肉用の鶏とりも飼育しているのだろうし、そうであるなら仲間意識はないと見ていいだろう。

　……謎の多い街だ。

　しかし、つくづく思うが……なんて文化レベルの低い街だ。三十区はもうちょっと華はなやかだったのに。

「四十二区で唯一まともなのはここくらいか」

　俺の目の前にはひと際きわデカい館やかたが建っている。四十二区では最も大きな建物だろう。大きな鉄てつ柵さくの門とレンガの壁かべに囲まれた館。おそらくこの地域を治める領主のものなのだろう。この付近だけは、他ほかと比べてほんの少しだけ小こ綺ぎ麗れいなイメージがある。

　まぁ、あくまで『他と比べて』だけどな。

　これが領主の館なら、このレベルが四十二区の最高水準ってわけだ。……この程度か。

　カエルが住みつくような湿しつ地ち帯まであるってことを鑑かんがみても、きっとこの四十二区がこの街の最貧区なのだろう。

　さっさとこの区を出てやろうかと思ったのだが……領主の館の向こうにはろくに舗ほ装そうもされていない道が延々と延びている。おそらく、この道を行けば四十一区に着くはずなのだが……進むのが躊躇ためらわれる。

　領主の館付近が小綺麗なことも相まって、舗装されていないみすぼらしい道は、未開の地へ続いているような、そんな気がしてしまうのだ。どれくらいの長さかも分からんし、隣となりの区へ行けたとしても所しよ詮せん四十一区。劇的な変化はないだろう。精々『四十二区よりマシ』レベルに違いない。

　……そんなところでまた日が暮れたら…………もう二度とあの暗黒は御ご免めんだ。

　地理も分からないままむやみに歩き回るのは得策ではない。まずはこの街で足場を固めた方がいいだろう。──と、その前に飯と宿を確保しなければな。

　そんなわけで、俺は四十二区の大通りを目指した。

　朝からあちらこちらをさまよい続け、大通りへと足を踏ふみ入れた頃ころには太陽は真上に来ていた。正午過ぎってとこか。

　大通りは馬車が二台すれ違える程度の道みち幅はばで、道の両側に酒場や食堂が軒のきを連ねている。人出はそれなりで、適度な賑にぎわいを見せていた。

　そんな賑わいをかき分けるように、悲痛な叫さけび声が響ひびき渡わたる。

「ま、待ってくれ！」

　大通りの中ほど、通りの中で一番大きな酒場の前。そんな往来のど真ん中で、一人の男が土下座をしていた。

　男の前には、筋肉ムキムキの、いかにも悪役といった顔つきの男がふんぞり返って立っている。つるっと剃そり上がったスキンヘッドに顎あご鬚ひげをたくわえた、一目見て「関かかわり合いたくない」と思ってしまうタイプの顔だ。

「か、金の目め途どは立ってるんだ！　こ、こいつを売ればまとまった金が手に入る！　だから、も、もうちょっとだけ待ってくれ！　いや、待ってください！　お願いします！」

　真っ青な顔をして、土下座男は必死に叫ぶ。手には小さな布ぬの袋ぶくろを握にぎりしめている。借金の取り立てにでもあっているのだろう。どこにでもいるもんだなぁ、あぁいうヤツ。

「待てっつってもよぉ……俺ぁ、もう十分過ぎるほど待っただろうが？　な？」

　うわぁ……どこにでもいるんだなぁ、あぁいうのも。

「こ、こいつを手に入れるのに手間取っちまって……へへ……もう少し待ってくれたら、少し多めに返す……いや、二倍払はらう！　だから……っ！」

「だからよぉ……もう待てねぇっつってんだろっ！」

　スキンヘッドの強面こわもてが急にドスの利きいた声を上げ、土下座男はもちろん、周りにいた者全員がビクッと体を震ふるわせた。

「これを見ろ！」

　スキンヘッドの強面の前に、半はん透とう明めいのパネルが出現する。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』だ。

「期日までに返すと、テメェがその口で言ったんだろうが？　期日はいつだ？　二日前だ。こそこそ逃にげ回っていたようだが、もうおしまいだな？」

「ち、違ちがうんだ……逃げ回ってたんじゃなくて、こいつを買ってくれる商人を探して……」

「テメェみてぇなコソ泥どろの持ち込んだ物を買い取るヤツがいるかよ、バカが！　それもどうせ、外からの行商人から盗ぬすんだ物だろうが！」

　布袋を握りしめる土下座男の手が震える。強面の言うことは本当らしいな。

　ってことは、高価であるというあの布袋の中身は盗とう品ひんということになり、すべての罪は盗みを働いたあの土下座男にあるというわけで、なんらかの偶ぐう然ぜんが重なってあの布袋が俺の手元に舞まい込こんできたとしても、俺には一いつ切さいの罪もないってことになるわけだな。……欲しいなぁ、あれ。中身なんだろう？　あの量で価値があるってことは、金きん塊かいかな？

「だいたい、どこのギルドにも入ってねぇテメェが物を売るなんて出来るわけねぇだろ」

「じゃ、じゃあ、あんたが買ってくれよ！　そうだ！　こ、こいつで借金を返すっていうのは……っ!?」

　強面が腕うでを真まっ直すぐに伸のばし、人差し指を土下座男に向ける。あの格好は……

「どっちにせよ、期限切れだ。噓うそ吐つきは、カエルになってもらわねぇとな」

「イ、イヤだぁぁぁああっ！」

　土下座男が立ち上がり、背を向けて逃げ出す。だが──

「『精せい霊れいの審しん判ぱん』っ！」

　強面がそう唱えた途と端たん、土下座男の全身が淡あわい光に包まれる。その淡い光は徐じよ々じよに光度を増していき、やがて目もくらむような眩まばゆい光を放ち始める。

「ヤダァァァァァアアア！　カエルはっ、イヤ……………………」

　不意に、土下座男の声が途と切ぎれる。

　やがて光が徐々に弱まり、完全に搔かき消えると……そこには体長が80センチほどのデカいカエルがいた。

　ボロの布きれを身に纏まとい、呆ぼう然ぜんとした表情で口を開けている。先ほど土下座男が大切そうに握りしめていた布袋が、土下座男が身に着けていた衣類や装備品と共に地面へと散らばっていた。……まさか、あのカエルが、さっきの土下座男なのか？

　マジで、カエルに変えられちまうのかよ…………

「んじゃあ、こいつは俺がもらっておくぜ」

　そう言って、強面が布袋を拾い上げる。

　顔には、悪あく魔まのようなサディスティックな笑えみが浮うかんでいた。

「ケロッ！　ケロケロッ！」

　そんな強面に、巨きよ大だいガエルがすがりつき「ケロケロ」と必死な声で鳴き続けている。

「テメェ……触さわんじゃねぇよ！」

　激げき昂こうした強面がカエルを殴なぐり飛とばし、さらに起き上がったカエルの顔面を蹴けり飛ばした。

　綿ぼこりのようにカエルが宙を舞い、地面の上を二転三転と転がっていく。

「カエルは精霊神様より見捨てられた存在だ！　たった今、テメェは人としてのあらゆる権利を剝はく奪だつされたんだよ！　ここで俺がテメェをぶっ殺しても、誰だれも文句を言えねぇ！　それが分かったらさっさと俺の目の前から消きえ失うせろ！」

　ふらつく足でなんとか立ち上がったカエルはキョロキョロと辺りを見み渡わたし、助けを求めるような素そ振ぶりを見せる。だが、救いの手を差し伸べる者は誰一人としていなかった。

　それどころか……カエルに向けられる周囲の者たちの視線には、蔑さげすみの色が込められていた。たった今まで人間だったのに、一いつ瞬しゆんですべてが失われる……この街での『カエル』ってのは、そういう存在なのか……

　カエルはがくりと肩かたを落とし、ぎょろりと飛び出た目から涙なみだを零こぼしたかと思うと、大泣きしながら走り去ってしまった。

　カエルが向かったのは街の西側……湿地帯の方向だった。

　これが、この街のルール。精霊神とやらが決めたルールなのか。

　なんて、恐ろしい街だ。噓吐きは、人権すら失ってしまうってのかよ。

　嫌いやなものを見た。

　土下座男に同情するようなつもりは一切ないが……嬉き々きとして土下座男の荷物を拾い集める強面マッチョの姿には、嫌悪感を覚える。なんというか……バカを引っかけて大喜びをしている大バカを見ているような、侮ぶ蔑べつに満ち満ちた気分になった。

「おっほぉ！　こいつぁ、いい！　これだけありゃあ30万……いや、50万Rbは固いな！　はっはっはぁーっ！　儲もうけ儲け！」

　実に醜みにくい。声の音量調節が出来ないヤツは「自分はバカだ」と宣伝しているようなものだ。あぁいう手合いには関わらない方がいい。さっさとここを離はなれよう。

　大通りを進もうかとも思ったのだが、あの強面のそばを通るのは避さけたい。

　仕方なく、俺は手近にあった店へと足を踏み入れた。

　そこは酒場のようで、カウンターには折れ曲がったブルドッグみたいな耳を頭に生やしたオッサンがいた。……これはこれで怖こわいものがあるな。イヌ耳オッサン……需じゆ要ようがねぇ。

　オッサンを視界の外へ追い出すように、俺は店内へと目を向ける。四角い大きなテーブルが並び、複数の男たちが昼間から酒を飲んでいる。ボックス席ではなく、空いている席に適当に座るタイプのようだ。

　適当な席を見つけて腰こしを下ろす。と、すぐさま店員の若い女が近付いてきた。

「何飲むか決まってる？」

　ため口……？

　小麦色に焼けた肌はだをした少女の耳にはゴールデンレトリバーのような垂れ下がった耳がついていた。お尻しりには尻しつ尾ぽが生えている。

　ここはイヌ人族の経営する店なのか。

　尻尾を凝ぎよう視ししていると、イヌ耳店員は持っていたお盆ぼんでお尻を隠かくして、「エッチ！」と可愛かわいらしく俺を睨にらんだ。

　なんだ、こいつ。ちょっと可愛いじゃねぇか。

　よ～し、今日はちょっと奮発しちゃおうかなぁ～！　……あ、金ないんだった…………まぁ、また逃げればいいか。

「ソフトドリンクをくれ」

「グレープフルーツジュースでいい？　今日のは自信作なんだよね」

　ただ搾しぼるだけで自信が持てるとは、お手軽なもんだ。まぁ、なんでもいい。ここでの注文は情報を聞き出すための投資のようなものだ。

　この後全力疾しつ走そうするかもしれないから、酒はやめておく。

「じゃあ、そいつをくれ」

　注文をすると、イヌ耳店員は笑顔のまますっと手を差し出してきた。

「グレープフルーツジュースは、20Rbだよ！」

「え…………」

　先さき払ばらいっ!?

　そうか。こういう店では食い逃げも多いだろうから、当たり前の対策だ。盲もう点てんだった。まさか、先に金銭を要求されるとは…………

「アレ？　お客さん、もしかして…………食い逃げするつもりだった？」

　店員の笑顔が邪じや悪あくな色に染まっていく。今にも嚙かみつかれそうな迫はく力りよくだ。

「もしそうなら、ウチの父ちゃんが黙だまってないよ」

　割と可愛らしい快活なこの少女の父親が、カウンターにいたあの恰かつ幅ぷくのいいヒゲ面づらイヌ耳の変態オヤジなのか？　よかったな、父親に似なくて。

「お客さぁ～ん？　20・Rb・だ・よ？」

　イヌ耳店員の犬歯がきらりと光る。

　くそ……情報は諦あきらめて逃げるか…………と、その時。

「おうこら！　そこは俺の席だろうが！　どけ！」

　突とつ然ぜん、酒場の入り口から野太い怒ど声せいが聞こえた。

　振ふり向むくと、先ほどの強面がカウンターに座っている男に因いん縁ねんをつけていた。

　……あいつもこの店に来やがったか。最悪だ。

「また、ゴッフレードのヤツ……他ほかのお客さんに迷めい惑わくかけんなっ」

　イヌ耳店員が腹立たしげに呟つぶやく。決して、あの強面には聞こえない声量で。

　怖いものなしに見える爛らん漫まんな少女も、さすがにあの強面──ゴッフレードは怖いらしい。ってことは、あのゴッフレードってのは女子供にも容よう赦しやのないヤツだってことだ。

「知り合いなのか？」

「この街でゴッフレードを知らない人なんていないよ」

「もちろん、悪い意味で、だろ？」

「あいつのいい噂うわさなんか聞いたことないよ」

　腰に手を当て、鼻から長い息を漏もらすイヌ耳店員。……よし、先払いを求める手が引っ込んだ。

「ゴッフレードは四十二区を縄なわ張ばりにしてる取り立て屋なんだけど、あいつに睨まれると最後。何もかも持ってかれて、人生終わっちゃうってみんな言ってるよ」

「取り立てってことは、借金なんだろ？　返すのは当然だろう」

「そ・れ・が！」

　興に乗ってきたのか、イヌ耳店員は身み振ぶり手振りを交えて俺に熱弁を振るう。

「借りた以上にお金を請せい求きゆうされて、最終的には破は滅めつしちゃうの！　カエルにされちゃった人もたくさんいるし……」

　先ほどの光景を思い出し、腹の奥で嫌な気分が蠢うごめく。

　土下座男をカエルに変えた時のゴッフレードの顔……アレは、好んでそうしているヤツの顔だ。サディスティックで獰どう猛もう。他人を虐しいたげることに喜びを見み出いだすヤロウの面つらだ。

「絶対あり得ない金額を吹ふっかけられてるのに、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見るとゴッフレードの言い分は間ま違ちがってないんだよね……」

　それは基本的な詐さ欺ぎの手口だ。あえて違う解かい釈しやくに取れるような言葉を選んでそう思い込ませているだけだ。「実質ゼロ円」みたいにな。

「確かに、借金を返さないのは悪いことなんだけどさ……やっぱり、人をカエルに変えちゃうようなヤツは好きになれないよね」

　イヌ耳店員が泣きそうな顔で眉み間けんにしわを寄せる。これが、『精霊の審判』に対する一いつ般ぱん人じんの感覚なのだろう。

　法的に致いたし方かたなし。しかしすんなり容よう認にんはしがたく、それを好んで行うなどもってのほか……ってところか。『精霊の審判』は、人に向けて発はつ砲ぽうするようなものなのだろう。脅おどしに使う程度がちょうどいい塩あん梅ばいってところだ。

　店員とそんな話をしていると、俺の目の前の空いていた席に、ゴッフレードに因縁をつけられカウンター席を追われた男が避ひ難なんしてきた。

　顔見知りらしい男たちが数人寄ってきて、避難してきた男をからかい始める。

「何逃にげてきてんだよ、腰こし抜ぬけ」

「そうだよ。顔面を一発ぶっ飛ばして黙らせてやれよ」

「ウッセェ。お前らだってビビッてこんな遠い席に座ってたくせに」

　この店の常連なら、ゴッフレードの指定席を知っていた可能性は高い。それで、あらかじめ火の粉を被かぶらない席に座ると。ふむ。賢けん明めいだな。

「しかし気分悪わりぃなぁ。これだから四十二区には来たくなかったんだよ」

　逃げてきた男が愚ぐ痴ちを漏らす。こいつは他所よその区からやって来たのか。言われてみれば着ている服が少し上等に見える。

「異国の珍めずらしいナイフを領主様に売って一ひと儲もうけした後だってのに……台無しだぜ」

　一儲けした直後の貿易商か……ふむ、これは金の匂においがするな。

　誰かの不満や不便を解消してやれば金が発生する。それが商売ってもんだ。

「なぁ」

　声をかけると、男たちが一いつ斉せいに俺へ視線を向ける。……四人か。多少は稼かせげるかな。

「俺と賭かけをしないか？　前金でだ。どうだ？　面おも白しろい賭けになると思うぜ」

　男どもを見渡して、挑ちよう発はつするように言ってやる。

「賭けの内容は、俺がゴッフレードの顔面を一発殴れるかどうか、だ」

「「「無理な方に賭けるぜ！」」」

　からかっていた側の男たちが声を揃そろえて言いやがった。……いや、なんつぅか……そっちの方がありがたいんだが……ムカつくな、お前ら。

　気を取り直して、ただ一人返答をしなかった逃げてきた男に『商談』を持ちかける。

「腰抜けのあんたの代わりに一発殴ってやろうってんだ。ドーンと大きく賭けてみたらどうだ？」

「……上等だ」

　腰抜けと言われたのが気に障さわったのか、逃げてきた男は懐ふところから布ぬの袋ぶくろを取り出し、ドンとテーブルに置いた。

「無理な方に１万Rb賭けてやるよ」

　逃げてきた男の大おお盤ばん振ぶる舞まいに周りから「おぉー」という声が漏れる。それに触しよく発はつされたのか、他の男たちも次々に金を賭けていき、結局賭け金は１万３０００Rbにもなった。日本円で十三万円だ。これだけあればいいか。

「店員、お前も賭けろ」

「へっ!?　あ、あたしはヤだよ。ギャンブルなんて」

「俺が勝ったら、グレープフルーツジュースを奢おごれ」

「え？　う～ん…………まぁ、それくらいなら」

　よし。これで食い逃げ未み遂すいの件は有う耶や無む耶やに出来るだろう。

　賭けが成立したところで、俺は颯さつ爽そうとゴッフレードのもとへと歩いていく。背中に熱い視線を感じながら。

　カウンター席に座るゴッフレードの両りよう隣どなりは二席ずつ空いていた。怖がられてんなぁ。

「隣、いいか？」

「ぁん？」

　隣に腰こし掛かけると、物もの凄すごい顔で睨まれた。……だから、怖こえぇよ。

「見ねぇ顔だな。なんの用だ？　なんか文句でもあんのか？」

　お前に文句のないヤツなんかこの街には存在しねぇだろというまっとうな意見は心にしまって、俺は『儲け話』を持ちかける。もちろん、利益を得るのは俺だけどな。

「俺がお前の顔面を一発ぶん殴なぐって気絶させられるかどうか、賭けをしないか？」

「テメェが、俺を？」

　話を持ちかけると、ゴッフレードは怖こわい顔を崩くずして大笑いした。

「がっはっはっはっ！　そんなモヤシみてぇな腕うでで俺をＫＯするだぁ!?　冗じよう談だんも休み休み言え！　そんなもん、賭けにもなりゃしねぇよ！」

　摑つかみはいい感じだ。

　ここで俺は、前金で徴ちよう収しゆうした賭け金の内、１万Rbをドンとカウンターに置く。

「賭け金は１万Rb。自信がないなら、降りたっていいぜ」

「……ガキが…………上等じゃねぇか」

　カウンターに恨うらみでもあるのかというような強さで、ゴッフレードは俺の出した１万Rbの上に同額の金を叩たたきつけた。

　普ふ段だんならダッシュで逃げたくなる怖い顔で睨まれる。が、ここは踏ふん張ばる。

「その前にルール確認だ。俺が殴るのは顔面に一発だけ。お前の方は、避よけない、防ぼう御ぎよしない、反はん撃げきしないってのを守ってもらう。いいか？」

「それで構わねぇよ。思いっきりかかってこいや」

　顔、怖っ！　あまり長時間見ているとチビりそうなので、さっさと済ませよう。

　俺は右みぎ腕うでを大きく振りかぶり、渾こん身しんの右ストレートをゴッフレードの頰ほおに打ち込んだ。
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　──ぺち。




　音とも呼べない、軽ぅ～～～～～～～～～い衝しよう突とつ音が鳴る。

　…………いっっっっっったぁいっ！

　腕がっ！　指の付け根が骨折した！　したに違ちがいない！

　マジ痛い！　泣きたい！

　一方のゴッフレードはというと…………俺のパンチがあまりにもしょぼ過ぎたせいか、目を真ん丸に見開いて驚おどろいていた。

「…………ふっ、噂通り、なかなかやるな。勝負はあんたの勝ちだ」

　それだけ言って、俺は颯爽とカウンターを離はなれた。

　これ以上話すことは何もない。なら、さっさと離れてしまいたい。

　だって、あいつ顔が怖いんだもん。

　きっとゴッフレードには意味が分からないだろう。

　いきなり現れて１万Rbもの大金を賭けて、へなちょこパンチをして帰っていく俺の真意が。だが、それでいい。お前は知らなくていいのだ。

　俺が、無む償しようで３０００Rbもの金を手にしたことなどはな。

　他人の儲もうけた１万Rbなどどうでもいい。無くなったところで、もともと俺の金ではなかったと思えば心も痛まん。

「おい、どういうことだよ!?」

　意い気き揚よう々ようと元の席に戻もどると男たちが俺に詰つめ寄よってきた。

「ピンピンしてんじゃねぇか!?」

「俺は『顔面を殴る』と言って顔面を殴ったんだぞ。何もおかしくないだろう」

　気絶させるなんてのはお前たちとの賭けの対象にはしていない。

　顔面を殴れば賭けは俺の勝ちだ。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見ても、俺の正当性は証明されることだろう。

　コトリと、俺の目の前に陶とう器きのカップが置かれる。イヌ耳店員が持ってきたグレープフルーツジュースだ。

「確かに、お客さんは何一つ噓うそ吐ついてないよね……釈しやく然ぜんとしないけど」

「だろ？」

　不服顔のイヌ耳店員を眺ながめながらグレープフルーツジュースを一気飲みする。そして、「じゃあな」と短い挨あい拶さつを残し、俺はさっさと酒場を後にした。

　ようやく手に入れたこの街の金を懐にしまい、俺は宿屋を探し歩く。

　割と長い大通りを観光客よろしくキョロキョロと眺め歩く。どれくらい歩いただろうか……その声は突とつ然ぜん俺の耳に飛び込んできた。

「あっ！　見つけました！」

　聞き覚えのある声に、背筋が冷える。恐おそる恐る振ふり返かえると……

「探しましたよ、お客さん」

　陽ひだまり亭ていの巨きよ乳にゆう店員がそこにいた。笑え顔がおで手を振り、俺へと駆かけ寄ってくる。

　……マズい。俺はあいつに明確な噓を吐いている。

　あいつに『精せい霊れいの審しん判ぱん』を使われたら、俺はカエルに…………

「お客さん」

「──っ！」

　軽いパニック状態に陥おちいりまともな思考が出来ない。

　呼吸の仕方すら忘れて、ただ見開いた目で店員を見つめる……と、店員は柔やわらかい笑みを浮うかべて、何かを差し出した。

「忘れ物ですよ」

「……へ？」

　見ると、それは俺があえて置いていった空の財さい布ふだった。

「お客さん、これを忘れてどこかに行ってしまったので心配しました。一応、明け方までは待ってみたのですが、戻ってこられる雰ふん囲い気きもなかったので探しに来たんです」

　言葉が、見つからない。……こいつは、何を言ってるんだ？

「遅おそくなってしまってすみません。コレがなくて困ったりはしていませんでしたか？」

　困るも何も、俺が意図して置いていったんだ。

　謝られるようなことも、心配されるようなことも、何もない。

「でも、見つかってよかったです。もう、忘れちゃダメですよ。意外とおっちょこちょいさんなんですね」

　くすくすと楽しそうに笑い、それから、ぺこりと頭を下げる。

　そして、陽だまり亭の店員は俺に背を向けて歩き始めてしまった。……おいおい。料金を請せい求きゆうするの忘れてるぞ。お前は見た目通りおっちょこちょい過ぎるんじゃないか？

　なんなんだ、あいつは？

　食くい逃にげされたことに気が付いていないのか？

　戻らない俺を一晩中待っていた？

　明け方からずっと俺を探していた？

　忘れ物を届けるために？

　俺が困っているだろうからって心配して、見つけた途と端たんにあんな安心した表情を見せて……で、肝かん心じんの支し払はらいを受け取るのを忘れて…………バカなのか？

　遠ざかっていく後ろ姿に迷いはなく、胸を張って堂々と歩いている。

　バカだ……真性のバカがあそこにいる。

　商売に向いていないどころの話じゃない。あいつは、平へい穏おんな生活を送ることにすら向いていない。確実に泣きを見る。遠くない未来、必ずそうなる。

　手て酷ひどく騙だまされて、取り返しのつかないところまで追い込まれて、くだらないヤツに、くだらないことで人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされて、そして、……諦あきらめて死んじまうんだ。

「仕方ないよね」なんて言いながら、「迷めい惑わくかけてごめんね」なんて謝りながら……

　遠ざかる陽だまり亭の店員の背中に……不意に……親方と女将おかみさんの姿がダブって見えた。そして、……激しい怒いかりが腹の底から湧わき上がってきた。

　ふざけんなよ。俺に施ほどこしたつもりか？

　冗談じゃねぇぞ！

　俺はな、お前なんかよりもはるかに賢かしこく生きられるんだ！

　誰だれかに騙されることも、人生に行ゆき詰づまって泣き言を漏もらすこともない！

　お前が搾さく取しゆされる側の人間だとすれば、俺は搾取する側だ！

　人を疑えないのは優やさしさじゃない、愚おろかさだ！　騙されるヤツはバカなんだっ！

　そんなことにすら気付いていない甘ちゃんが、この俺に施しを与あたえたつもりか？

　舐なめんじゃねぇぞ！

　俺は、同情されるような弱い人間じゃない！

　誰かに助けてもらわなきゃ生きていけないような、未熟な人間じゃない！

　俺のために犠ぎ牲せいになるようなマネ、してんじゃねぇよ！

「…………待てよ、このっ！」

　出所が分からない怒りに突つき動かされ、俺は走り出した。

　何に怒おこっているのかは分からん。

　分からんが、この怒りをなかったことには出来ない！

　陽だまり亭の店員は、大通りの中ほどにある細い横道へ入っていった。陽だまり亭がある方向だ。店に戻るのだろう。

　だったら途と中ちゆうで捕つかまえて、飯代をその顔に叩きつけてやる！

「テメェの同情なんざいらねぇ」と。

「自分がクッソ貧びん乏ぼうなくせに他人に施してんじゃねぇ」と。

「自分の身を削けずってまで他人に優しく出来るほど、テメェは偉えらくも強くもねぇだろう」と！

　お前みたいなバカで愚かなお人ひと好よしがな……誰かを助けるなんて、十年早いんだよ！

　店員が曲がった角を全速力で曲がり、……慌あわてて引き返した。

「んんっ!?」

　曲がり角には大きな掲けい示じ板ばんが設けられており、四十二区の全体図や、ギルドの勧かん誘ゆうメモのようなものが貼はり出だされていた。

　その中に、とても見覚えのある顔があった。……俺だ。

　俺の似顔絵が描かかれた手配書が、掲示板のど真ん中に貼り出されていたのだ。







ＷＡＮＴＥＤ！

偽ぎ造ぞう硬こう貨か所持の疑い

捕とらえた者には懸けん賞しよう金　10万Rb　生死問わず

特とく徴ちよう：身長１７０センチ前後




黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ

高級な衣服を身に纏まとっている










「……なんだよ、これ」

　まさか、指名手配されていたとは……くっ、こんな危険なもんは破り捨てて……と、思ったのだが、掲示板には『精霊教会の名に基もとづき、掲示物を許可なく破ることを禁ずる』という一文が記されていた。……破ったらカエルにでもされるのか？　不確定要素が多過ぎて下手へたに手出しが出来ん……絶ぜつ妙みような文章書きやがって。

　しかも、生死問わずって……どこの西部劇だよ。

　酒場にいた時にこんな話は小耳にも挟はさまなかった。というか、こんなもんが出回っていたなら、誰かが俺に気付いてもおかしくない。……この手配書は張り出されて間もないってことか…………なんとかしないと……

　辺りを見み渡わたすと、タイミングのいいことに目の前が服屋だった。手配書にあるように、この街の人間にはこのブレザーが高級に見えるらしい。

　俺は、悪目立ちするブレザーを着き替がえるためにその服屋へと飛び込んだ。







　服を四十二区に合ったみすぼらしい物へと交こう換かんし、ついでに店で使っていた筆とインクを格安で譲ゆずってもらった。

「……これでよし、っと」

　掲示板に貼り出された手配書の似顔絵に髭ひげとシワを描き足し、どう見ても俺には見えないように細工を施した。『破るな』とは書いてあるが『落書きするな』とは書かれていない。これなら文句ないだろう。

　目の前の服屋は、ヒツジ人族の女店主が経営する店だった。当然というか、ウール以外の衣服も扱あつかっていた。

　で、そのヒツジ人族が言うには、掲示板は店の前にあるこれひとつだけらしい。

　言われてみれば、この世界にコピー機があるわけもなく、量産は出来ないのだろう。どう見ても手書きだしな、この手配書。……版画ってとこに気が付いていないのは不幸中の幸いだ。

　枚数が限られるが故ゆえに、こういう手配書は領主のところと、各区の掲示板に一枚貼られるだけなのだそうだ。

　つまり、この情報はまだほとんど見られていなかったというわけだ。……助かった。

　しかし、他ほかの区ではどうか分からない。ほとぼりが冷めるまでは四十二区に留とどまった方がよさそうだ。

「まったく……余計なことをしてくれるぜ」

　ナイスミドルに描き替かえられた自身の似顔絵を見つめ、俺はとりあえずの安あん堵どを得る。

「しかし……」

　神様ってヤツはお茶ちや目めなのかバカなのか単純なのか底意地が悪いのか…………

　先ほど手に入れた３０００Rbは、衣服一式とインクと筆の代金できれいさっぱりなくなっていた。図はかったかのようにちょうど３０００Rbだった。……ゲームのチュートリアルか。「さっき手に入れたアイテムを使ってみましょう！」みたいなノリか。……笑えねぇ。

　クオリティの割に値段がバカみたいに高い服の中からマシな物を選ぶのに時間がかかり過ぎたようで、見上げた空は真っ赤に染まっていた。

「急ぐか」

　服を着替え、手配書をどうにかしたところで、俺は当初の目的を遂すい行こうするために歩き始める。

　大通りを離はなれ細い路地を進んでいくと道が徐じよ々じよにデコボコになり、建っている家もどんどんみすぼらしくなっていく。喧けん騒そうは遠ざかり、人通りもなくなる。

　日が傾かたむき始め、穴ぼこだらけの道が薄うす暗ぐらさと不気味さを増す。

　……はは、今日もまともな飯を食ってない。グレープフルーツジュースを飲んだだけだ。歩く度に腹の虫がくぅくぅと鳴く。

　そして、空が茜あかね色いろを通り過ぎて群ぐん青じよう色をどんどん深くしていく中、俺は再びこの店の前にたどり着いた。

　陽だまり亭。

　ナイフとフォークの形にくり貫ぬかれた看板が目印の、おんぼろ食堂だ。

　店の中からは、またしてもいい匂においが漂ただよってきている。だが、今日もまた客の気配はなく、辺りは静まり返っていた。

　来てしまったが……さて、どうしたものか。

　手配書の一件でてんやわんやして、怒りなんてものはすっかり消え失うせていた。

　飯の代金を叩たたきつけてやろうにも、服を買ったせいで残金はゼロ。

　……俺、何しにここに来たんだろう？

「やっぱ……やめとくか」

　よく考えたら、俺が怒るなんてお門かど違ちがいなのだ。

　そもそも、俺は食い逃げをしたわけで、そのことを知ってか知らずか、ここの店員は口に出さなかった。それを、わざわざ蒸むし返すような真似まねをしなくてもいいんじゃないか？

　うん。そうだな。やっぱ俺、ちょっとどうかしてたわ。

　親方たちのことを思い出して、感傷的になってたのかもしれん。けど、それも一時の気の迷いだ。いいじゃねぇか、飯がタダになったんだし。『タダより尊いものはない』って、昔から言うもんな。

　よし！　引き返そう！

　折せつ角かくの厚こう意いだ、ありがたく受け取ることこそが親切というものだろう。──と、店先で回れ右をした俺が見たものは…………とっぷりと暮れた、薄暗い空だった。

「…………」

　遠くの空が、深い群青色に染まっている。

　大通りに続く細い道の先が暗くぼやけて、まるで冥めい界かいへの入り口のような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　油断すればのみ込まれてしまいそうな闇やみが……すぐそこにまで迫せまってきていた。

「…………ふっ」

　まぁ、俺もな、この街に来て丸一日以上過ごしたわけで、いつまでも世間知らずな子こ猫ねこちゃん状態ってわけじゃねぇんだわ。

　夜の闇だって、昨日一度経験済みさ。

　そんなわけで……

「いらっしゃいませ、ようこそ陽だまり亭へ！　……って、あれ？　お客さん？」

「……来ちゃった」

　強がりなんか投げ捨てて、甘えられるご厚意には甘え尽つくそうかと思います。

　お願い！　泊とめて！

　てか、この世界で俺が優位に立てそうなのって、お前しかいないんだわ。

　お前なら、どんなに油断しても、絶対寝ね首くびを搔かかれるようなことはないと確信してる！

「嬉うれしいです。また来てくださったんですね!?」

　無む邪じや気きな顔でそんなことを言い、ぴょんぴょんと飛とび跳はねる店員。

　ジャンプの度たびにぽいんぽいん揺ゆれている。何がかは、あえて言わない。まぁ、しいて言うなれば……夢とロマンが揺れているのだ。

　あぁ、いかんいかん。夢のような光景を見つめながら夢の世界へ旅立つところだった。

　きちんと話をつけなければ……もう、暗いところで夜明かしするのとか、無理。

　とにかく、交こう渉しようだ。

「まず、最初に。昨日の飯代はきっちりと払はらう！　だが、俺は今金がない」

　現状をきっぱりと告白する。

　店員は驚おどろいた表情を見せ、次いで心配そうな表情を浮うかべた。

「それで、あの高価な服を売っちゃったんですか？」

　ん？　……あぁ、そうか。今の俺はみすぼらしい服を着ているんだった。

　なるほどな。金がなくて服を売り払ったように見えるのか。まぁ、あえて訂てい正せいしないでおこう。

「それで、どうすれば飯の代金を払えるかを考えていたんだが……」

「いつでもいいですよ。わたし、お客さんのこと信用しますから」

　いやいや、俺みたいなヤツは一番信用しちゃダメだろうが。何を自信たっぷりに言ってるんだか。

「だって、お客さんはご自分のことを話してくれましたから。誠実な方なのだと、わたしは思います」

　うわぁ……この娘こ、ちょろ～い……カモがネギどころじゃなくて、カモ鍋なべの素もとと、他の野菜まで背負ってやって来ちゃった状態じゃん。

　まぁ、今はそっちの方が助かるけどな。

「金はないが、代金はきちんと支払いたい。そこで相談なんだが……俺をここで働かせてくれないか？」

「え……？」

「もちろん、給料なんてほんのわずかでいい。なくても……よくはないけど……まぁ、いい！　その代わり……」

　俺は深々と頭を下げ、大声で言う。

「部屋と飯を提供してほしい！　この通りだ！」

　俺には行き場がない。

　宿に泊まろうにも金がない。

　飯だって、結局全然食えてない。

　俺流の稼かせぎ方で金を生み出すことは、おそらく可能だろう。

　だが、そのためにはこの街のことをよく知らなければいけない。

　なんの情報もないままに、ここで『商売』をするのはリスクが高過ぎる。

　もう少し、この街のことを知る必要がある。

　そのためには、騙だまされやすくて、お人ひと好よしで、扱いやすい人間のそばに置いてもらうのがベストだ。

　すなわち、ここで住み込みとして働くのが、今の俺にとっては最良なのだ。

　もっとも、見ず知らずの男をそうやすやすと家に上げるとは思えないが……。でもせめて今晩だけでも、最悪軒のき先さきでもいいから貸してくれれば…………

「嬉しいです！」

「……は？」

　顔を上げると、店員は握にぎり拳こぶしを二つ揃そろえてアゴに添そえ、身み悶もだえるように体を揺すっていた。目がキラキラと輝かがやいて、頰ほおが上気している。

　…………え？

「わたし、ずっと一人でこのお店をやってきたんですが、どうにもお客さんの入りが悪くて……誰だれか力を貸してくれる方はいないでしょうかと思おもい悩なやんでいたところなんです！」

「は、はぁ……」

　店員は、両手で俺の手を摑つかみ、鼻息荒あらく急接近してくる。

「これって、運命かもしれませんね！」

「いや、それは、ちょっと大おお袈げ裟さなんじゃ……」

「いいえ！　精せい霊れい神しんアルヴィ様のお導きに違ちがいありません！　あぁ、毎日ご奉ほう仕ししていてよかった……やっぱり、アルヴィ様はわたしたちを見ていてくださったのですね！」

　いや～……たぶんだけどな、神様ってそこまで暇ひまじゃないと思うぞ。

「こちらこそ、是ぜ非ひお願いします！　部屋はいくつか空いていますので、お好きなところを使ってください。掃そう除じはまめに行っていますので、すぐにでも使えるはずです」

　そんな説明をしながら、俺の手荷物──服屋で一式買ったらサービスとしてくれた布ぬの袋ぶくろで、今は俺のブレザーが入っている──を手に取り、奥へと歩いていく。

「何か必要なものがあれば言ってください。お金がないので手に入れられないものがほとんどですが、自作出来るものでしたら用意しますので」

　しゃべりながら、ずんずんと奥へ進んでいく。……俺を置いて。

「あれ？　どうされましたか？」

　俺がカウンター前から動いていないことに気付き、店員は駆かけ足あしで戻もどってくる。

「いや、いいのか？　そんなに簡単に俺を雇やとうって決めて」

「はい。ただ……、お給料は、本当に期待しないでいただきたいのですが……でも、お食事は三食きちんとご提供いたしますので！」

「……お前、一人でここに住んでるんじゃないのか？」

「はい。……数年前までは、お祖父じいさんと二人で暮らしていたのですが…………」

　おぉっと、ストップだ。そんな暗い話は聞きたくないんだ。

　要するに、一人暮らしで間違いないんだな？

「……いいのか？　男を、そんなほいほい家に上げたりして」

「え？　………………………………いけませんか？」

　こいつマジか!?　マジで危機感がないのか!?

「あのな……俺は、大きなおっぱいが大好きだ！」

「ふぇえっ!?」

　真しん剣けんな顔をして……………………俺は何を言っているんだ？

　いや、違うんだ。

　こいつがあまりに無防備過ぎるので……多少なりとも緊きん張ちよう感かんを持っておいてもらわないと、俺の理性が……いや、いい距きよ離り感かんを保つことこそが共同生活を円えん滑かつに運ぶ上で最も重要なことだと、俺は思うわけだ、うん。……あんまり無防備過ぎると、イケナイことをしてしまいかねない……そうなると、後々厄やつ介かいなことになるからな。

「え、えっと……わた、わたしは、その……食堂経営者ではありますが、精霊神様の教えに深く感かん銘めいを受けておりまして、心は精霊神様と共にあり……で、ですので、その、異性の方と、そ、そういった行こう為いは固く禁じられており……それ故ゆえに……」

「あぁ、待ってくれ！」

　盛大に慌あわて出した店員を見て、俺は少しだけ安あん堵どした。

　こいつにも、一応危機感というものは存在しているようだ。ただ、物もの凄すごく希き薄はくなだけで。

「別にお前をどうこうしようというつもりはない。そこは信じてくれ」

「はい。信じます」

　だから早いんだよ、信用するのがっ！

　一回くらい揉もんだ方がいいか、その巨きよ乳にゆう!?　そうしないと気付かないってんなら揉むよ、いくらでも!?　いつでも言ってね！

「……とにかく、そういうことを踏ふまえた上で、もう一度尋たずねるぞ」

　俺は、真剣な表情で店員に尋ねた。

「俺を雇ってくれるのか？」

「はい。歓かん迎げいいたします」

　こいつは…………正しよう真しん正しよう銘めいのバカだ。

　いやぁ、バカがいてくれて助かった。

　これで、この世界での地じ盤ばん固めがやりやすくなるってもんだ。

　…………その間、こいつには、ちょっとだけ世間の厳しさを教えてやらなきゃな。

「分かった。お前の信用を裏切らないように努めるよ」

「はい。よろしくお願いします」

　俺が手を差し出すと、店員はなんの躊躇ためらいもなくその手を握った。しかも両手で、包み込むように。……やめてよ、ドキドキするじゃない。

　とにかく、俺たちは握あく手しゆを交かわした。握手とはすなわち、契けい約やくの証あかしだ。
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「俺はオオバ・ヤシロ。オオバが苗みよう字じでヤシロが名前だ」

「分かりました。では、『ヤシロさん』とお呼びしますね」

　いきなり名前呼び!?　『オオバさん』と呼んでもらおうと思ってオオバが苗字だと言ったのだが……こいつ、合コンで人気出る系女子なんじゃないのか？　……あぁ、こういう娘と合コンしたかったなぁ……

　そんな俺の悲ひ哀あいには気付く素そ振ぶりも見せず、店員は俺の手をにぎにぎしながら笑えみを向けてくる。

　おぉう！　にぎにぎ！　なんかにぎにぎしてる!?

「あ、ごめんなさい」

　俺が手を見つめていたからだろうか、店員はにぎにぎをやめて手を放した。

「なんだか、ヤシロさんの手が大きくて……つい」

　これが噂うわさに聞いた、「わぁ、ヤシロ君って手大きいねぇ」からのにぎにぎコンボかっ!?　こいつ、合コンで人気出る系女子だな!?　天然っぽいし、確実にそうだ！

「あ、あのっ、すみませんでした。なんだか、お祖父さんの手に似ていたもので……」

「誰の手がシワシワか!?」

「い、いえ！　そういうことではなくてですね……とにかく。不快な思いをさせてしまって、ごめんなさい」

　不快だなんてとんでもない！

「この娘こ、手のひらやわらか～い」ってちょっとテンション上がっちゃっただけだ。

　ホント、こんな娘と合コンを……具体的には、王様ゲームとかしたかったな……

「王様ゲームって知ってるか？」

「え？　王様ですか？」

「あぁ、いや。なんでもない」

　あの反応……やっぱりこっちの世界にはないのか……

「あ、あらためまして」

　こほんと咳せき払ばらいをし、店員は姿勢を正した後で深々とお辞じ儀ぎをした。

「わたしはジネット・ティナールです。ジネットとお呼びください」

　名前呼びを強要された。まぁ、こいつの距離感なら、それが普ふ通つうなんだろうな。

　警けい戒かい心しんの欠片かけらもない。……やっぱ、ちょっとアホの娘なんだろうな。

　そんなことを考えている俺に、ジネットは変わらず太陽のような眩まぶしい笑顔を向けてくる。

　歓迎されているのはよく分かった。だが、あまりに無防備過ぎて少し心配になってきた。

　これはあれか？　保護欲よくってやつか？　………………まさかな。ないない。

　とにかく、これで当面の拠きよ点てんを手に入れたわけだ。この街のことを調べ、金かね儲もうけの種を探す拠点を。

　なんなら、この店を乗っ取ってやるのもいいかもしれん。この能天気なジネットは、それくらいキツイお灸きゆうを据すえてやらなければ己おのれの愚おろかさに気が付かないだろう。授業料としてこの店を手に入れるのも、まぁ悪くないかもしれんな。

　視線を向けると、ジネットと目が合った。

　その瞬しゆん間かん、ジネットは小さくガッツポーズを作って、嬉うれしそうにこんなことを言った。

「パイオツカイデーで頑がん張ばりましょうね！」

「ぶふぅーっ!?」

「にゃっ!?　ヤシロさんっ!?　どうしたんですか!?　ヤシロさん!?」

　蹲うずくまる俺の背中を、ジネットがそっと撫なでてくれる…………

　いかん、こいつと一いつ緒しよにいるのは相当危険かもしれない…………主に、俺の精神がもたない可能性がある。

　笑顔で何言ってんの、こいつ？

　いや、まぁ……、１００％俺のせいなんだけどな…………

　こうして、俺は四十二区のおんぼろ食堂『陽だまり亭』にて、住み込みの従業員となった。

　仕事内容は主に……アホな店主へのツッコミ、だな。
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　異世界へやって来て三日目の朝。

　俺は四十二区のおんぼろ食堂『陽ひだまり亭てい』の二階にある一室で目覚めた。

　四よ畳じよう半はんくらいのこの狭せまい個室には、ベッドと机が備え付けられており、机の前に置かれている長持──蓋ふたのついた長方形の大きな木箱だ──が荷物入れ兼けん椅い子すの役割を果たしている。

　そしてベッドだが…………俺は最初『ワラ入れ』かと思ったよ。

　それは、大きな木箱にワラを「これでもか！」と詰つめ込んだだけのもので、体を起こすと頰ほおについたワラがパラパラと落ちていった。

　虫が湧わかないように煙けむりで燻いぶし、天日によく干したワラを使用しているらしいが……アルプスの少女になった気分だよ、まったく。

　気分的にはもうひと眠ねむりしたいところなのだが、それはちょっと無理そうだ。

「……あぁ、めっちゃいい匂においがする」

　階下から、空すきっ腹ぱらには堪たまらん匂いが漂ただよってきているのだ。

　今は何時くらいなのだろうか？

　窓には木の板が嵌はめ込まれているため、光は一いつ切さい入ってこない。日中は木板を外側へ押し上げるように開き、つっかい棒で固定しておくのだ。

　窓ガラスはないらしい。いや、なくはないな。三十区でチラッと見た記き憶おくがある。単にこの家が貧びん乏ぼうで手に入れられないだけなのだろう。まぁ、そこは贅ぜい沢たくを言うまい。屋根と壁かべがあるだけでも幸せなのだ。……闇やみが怖こわい、カエルが怖い、幽ゆう霊れいなど信用していないがいそうで怖い。野宿とか、もう無理…………ベッドのこと悪く言ってごめんなさい。アルプスの少女最高です。仔こヤギとかいたら、一緒にくるくる回っちゃいたいくらいです。

　神様。俺、普ふ段だんあんたのこと嫌きらいだけど、今回だけはこの巡めぐり合あわせに感謝してんだ。マジで。おおきに、おおきに、ありがとちゃん。……な？

　なんにせよ、せっかく手に入れた寝ね床どこだ。やすやすと手放して堪るか。こっちでの生活基き盤ばんが整うまでは存分に利用させてもらおう。

　そんなわけで、家主が活動を始めたのなら俺も起きて手伝いをしなければいけないのだ。

　信用とは、そうやって勝ち取っていくものなのだから……そして、信用の先にあるのは莫ばく大だいな利益だ。それはおそらくどの世界でも共通のことだろう。

　いまだ重い瞼まぶたをシャッキリさせるために、俺は窓の木板を押し上げる。

　太陽の光でも浴びれば目も覚めるだろう…………って！　外、暗っ!?　まだ夜じゃねぇか。……そして、寒っ！

　春とはいえ、朝夕はまだまだ寒い。こんな早くから活動してるのか、ジネットは。

　俺は木板を閉め、真っ暗な中、部屋を出る。

　廊ろう下かに出ると、似たような扉とびらが並んでいる。部屋数は、寝しん室しつが四つに物置部屋が一つの計五つ。階段を上って右──北側にジネットの部屋があり、左手に延びた廊下に面して横一列に三部屋ある。廊下の突つき当あたりには今はほとんど使われていない物置があり、その真下が食堂の客席に当たる。

　田舎いなかだから土地が安いんだろうな。こんな貧乏ボロ家のくせに部屋が余ってやがる。

　中世は部屋なんて概がい念ねんは希き薄はくで、大部屋で家族が共に寝ね起おきしていたらしいが……俺の知っている中世とは似て非なる世界ってわけか。文明レベルを思い込みで決めつけると痛い目を見そうだ。気を付けよう。

　この建物は玄げん関かんこそ側面についているが、縦に細長く、ウナギの寝床と呼ばれるような構造をしている。この街ではこういうのが一いつ般ぱん的な建物のようなのだが、陽だまり亭の周りには民家はおろか建物と呼べるものは何もなく、スペースは嫌いやというほど空いている。もっと広い家にすりゃいいのに。まぁ、広過ぎても持て余すか。

　二階の廊下を進むと階段があり、それを下りると中庭に出る。

　階段は建物の外に作られている。まぁ、外というか、吹ふき抜ぬけなのだが。

　陽だまり亭の構造は、一階の前半分が陽だまり亭の客席。奥に厨ちゆう房ぼうがあり、さらに奥には中庭と食料庫がある。中庭ではニワトリが放し飼いにされており、ちょっとした畑も設けられている。この中庭が吹き抜けになっているのだ。

　居住スペースはすべて二階にあり、リビングはないようだ。客席がそれに当たるのかもしれんが。

　そんなわけで、トイレへ行く時は自室を出て廊下を進み、階段を降りて中庭へ出てから厨房へ入り、カウンターを越こえて食堂の出入り口を通って外に出て、ぐるっと建物の裏まで回らなければたどり着けない。……非常に面めん倒どうくさい動線だ。

　しかも、そこまでの苦労をしてたどり着いたトイレは床ゆかに穴をあけただけのトイレとも呼べない代しろ物もので、当然明かりなどなく、おまけに臭くさい……最悪だ。

　昨晩はすげぇトイレに行きたいのを無む理り矢や理り我が慢まんして眠りに就ついた。日が昇のぼってから行こうと思って！　なので今、超ちよう我慢してる！　……おぉう、朝の冷気が膀ぼう胱こうを刺し激げきする。

　階段を下りきったところで、俺は中庭の異変に気が付いた。

　中庭が狭い。その原因は、まるで庭を間仕切るように張られた大きな布だ。

　大きな布が中庭の一角に張られていたのだ。寝ねる前にはあんなものはなかった。つまり、ジネットが起きてからわざわざこの布を張ったということだ。……一体、この布になんの意味があるんだ？

「よし、入ろう！」

　気になるので、布を捲まくって中に入ってみる。……すると。

「…………おぉっ!?」

　そこは、ひらひらふわふわした空間だった。

　やや丸まった三角形の布地が、洗せん濯たくロープにぶら下げられて風にはためいていた。そう、これは男子共通のトレジャー。その名も、『パンツ』！

　それも一つや二つではない。見み渡わたす限かぎり、一面だ。

　目の前にトレジャーがあれば、じっくり鑑かん賞しようするのが男子たるものの嗜たしなみというもの。

　俺は、目め利ききの鑑かん定てい士しが名画を観察するかの如ごとき鋭するどい視線で、風と戯たわむれるパンツをじっくりと眺ながめた。

　最初に目に飛び込んできたのは、眩まばゆい純白の清純派パンツ。フリルがあしらわれており、清純さの中に可愛かわいらしさが演出されている。

　そして隣となりに視線をずらすと……、なんとレース編みだ！　腰こしに触ふれるサイドの部分がレースでしつらえられており、ちょっぴりシースルーになっている。

　さらに、男心を鷲わし摑づかみにする白とブルーのストライプ！

「……ここは、天国か？」

　なぜこんなトレジャーがこんなところに……神の御ご加か護ごというヤツか……はっ！　まさか、異世界のパンツはこうやって収しゆう穫かくされているのか!?

　無いとは言い切れない。なにせ、ここは異世界なのだからっ！

　そういえば女将おかみさんが、「もぎたての果実は美味おいしい」って言ってたっけな。よし、ならばちょっともいでみるか……しかし、禁断の果実を手にしたアダムはその後痛い目を見ている……迂う闊かつに手を出すのは危険だ……

「……ん？」

　ふと、足元を見ると、暗い闇の中に白く輝かがやく小さな布が落ちているのを発見した……

　おぉ、ゴッド！　これがあなたの慈じ悲ひというヤツか……

　禁断の果実に手を触れることは禁じても、地面に落ちた果実は見み逃のがしてくれるというわけだな。

　ならば拾おう、神の御み心こころのままに！

「…………ふむ。フリルか」

　全体を覆おおうようにフリルが取り付けられており、肌はだに直接触れる布地を覆い隠かくしている。

　だが、隠されている部分が多いからこそ、顔を覗のぞかせている先せん端たんの小さな三角形が一層魅み力りよく的に見える。

　ひらひらとしたフォルムが全体的に可愛さを演出しながらも、その中に隠されたエロスがピリリと利いている。──素す晴ばらしい。

「いい仕事してますね」

　思わず呟つぶやいてしまった。

　称しよう賛さんに値あたいする。

「ん…………待てよ。まさか、こいつ…………手作りか？」

　俺はパンツを広げ、引っ張り、裏返し、びよんびよんさせてじっくりと観察する。

　よぉ～く見ると、使われている生き地じにバラツキがある。縫ぬい目めも、ごくわずかにぶれている箇か所しよがある。とはいえ、店で売っているものと遜そん色しよくないクオリティだ。もしこれがジネットのお手製なのだとしたら、わざわざ衣類を買う必要はなくなるかもしれない。

　俺も職しよく業ぎよう柄がら裁さい縫ほうは得意だし、二人でやれば大たい抵ていのものは作れるかもしれん。

　そんなわけで……

「参考資料ってことで……」

　俺は手に入れたフリルのパンツを懐ふところにしまった。

　落ちているものを拾うことは罪ではない。

　そして、桃ももやリンゴやオレンジでもそうなのだが……落下してしまったものにはもう商品価値はないのだ。

　日本にいた頃ころ、懇こん意いにしていた農家のおじちゃんが、「落ちたヤツならいくらでも持ってきな。どうせ捨てちまうんだ」といって、大量にくれたことがある。

　これはまさにその状じよう況きようだ。

　ただそれが、桃かパンツか、それだけの違ちがいなのだ。

　いうなればここは桃とう源げん郷きようだ。

　そこは誰だれもが憧あこがれる理想の地で、辺り一面にかぐわしい香かおりを放つ桃が生なっている。ほらみろ、ここと同じではないか。

　ただ生っているものが、桃かパンツか、それだけの違いなのだ。

　俺がこの理想郷にたどり着けたのも神のお導きによるものだろう。

　神様。この巡り合わせに感謝します。

　いや、実は俺、前からあなたはやれば出来る子だと思ってたんスよ。

　うんうん、こういうの。こういうの待ってた。

「さて、神様へのお祈いのりも済んだし、そろそろ行くか」

　すっかり堪たん能のうし、空腹と尿によう意いが限界に差さし迫せまってきた俺は、いそいそと理想郷を離はなれ、中庭から厨房へ続くドアをくぐった。







「おはようございます、ヤシロさん。随ずい分ぶん早いですね」

　俺が厨房へ顔を出すと、ジネットは元気いっぱいな笑えみをこちらに向けてきた。

　朝からフルパワーだな。

「お前の方が早いだろう。ちゃんと寝てるのか？」

「はい。わたし、寝るのが早いもので」

　確かに。ジネットは昨晩、早々に眠ってしまったようだ。おかけで付つき添そいが頼たのめなくてトイレに行けなかったんだぞ、俺は。まったく、どうしてくれるんだ。

　今から行くか……いや、日が昇ってからでいいや。まだ暗い、まだ暗い。

「仕込みか？」

「はい。数が多いので大変ですが、これを怠おこたるわけにはいきませんから」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせて言う。それだけで、こいつが料理好きなのだと分かる。

　まな板の上に並ぶ食材はどれも丁てい寧ねいに下処理がされていて、包丁の使い方も文句なしだ。……え、包丁？

「包丁まであるのか？」

　こういう世界では、ナイフで調理するものだと思っていたが……厨房を見渡すと、出で刃ば包丁や柳やなぎ刃ば包丁まであった。

「刺さし身みとか、食うのか？」

「はい。海のお魚で、新しん鮮せんなものが手に入った時は、たまに」

　柳刃包丁を手に取り、刃の状態を見てみる。

　鋼の包丁で、手入れが難しい物だ。にもかかわらず、丁寧に研とがれている。

「うん。大事に使われているようだな」

「分かるんですか？」

「あぁ。こういう、道具に関してはちょっとな」

　こだわり満まん載さいの町工場を経営していた親方に色々教わったのだ。もっとも、そのほとんどが仕事と関係ない趣しゆ味みの領域だったが。妙みようなことをいくつも教わったっけな。

「少し驚おどろきました。包丁って、一般の方はあまりご存じないもので」

　まぁ、一般人なら、ナイフがありゃ事足りそうだもんな。

「お祖父じいさん以外で、柳刃包丁を見てお刺身を思い浮うかべる方に、初めてお会いしました」

「少し知識があるだけだ」

「そうなんですか。でも、凄すごいです」

　知識を持つことは凄いことではない。それを上手うまく使えるヤツが凄いのだ。

「この街は、近くに海があるのか？」

「はい。外がい壁へきの外に行けば。ですが、門を通るのにはお金がかかりますから、気軽にはいけませんけど」

　なるほど。こういう壁かべに囲まれた街なら門の通行に税が課せられるのは当然か……ってことは、海魚はその分割高になると……。だからメニューにあるのは川魚なのか。

「わたしのお友達で、たまにお裾すそ分わけをしてくださる方がいるんですが、それ以外ではほとんどお店に出せませんね」

「じゃあ、そのお裾分けをしているヤツに『もっと寄よ越こせ』と言えばいい」

「そんなことは……、いただけるだけでもありがたいですのに」

　ジネットは恐おそれ多いとばかりに両手を振ふる。

　まったく。分かってないヤツだ。

「厚こう意いってのは、もらってやることも親切なんだぞ」

「そう、なんですか？」

「例えばだ、お前が俺に飯をご馳ち走そうしてくれたとする」

「はい。三食は責任を持ってご用意させていただきます」

「その飯を、俺が『こんなもんいらん！』と言ったら、どうだ？」

「う…………申し訳ない、です」

　そこで「申し訳ない」って言葉が出てくるところがなぁ……まぁ、いいや。

「じゃあ、『やった！　これ大好物なんだ！　ありがとう』って美味しそうに食べたら？」

「嬉うれしいです！」

「そういうことだ」

　言いながら、ジネットの顔を見る。驚いたような、目からうろこが落ちたと言わんばかりの表情をしている。

　こいつは、誰かに甘えることを知らずに今まで生きてきたのかもしれんな。

「厚意はもらってやった方が相手も喜ぶ。自分も利益が出る。いいこと尽ずくめだろう？　逆に遠えん慮りよすれば、相手にも不ふ愉ゆ快かいな思いをさせるし、自分の手元には何も残らない。誰も得をしないんだ」

「…………なるほど、です」

『相手も喜ぶ』と聞き、ジネットは嬉しそうな笑みを浮かべた。

　頼たよられることが嬉しい。そんな感情は、きっとこいつも持っているはずだ。そこに、今気が付いたのだろう。

「だから、その知り合いとやらに『毎日大量に海魚を献けん上じようしやがれ』って言ってやれ。きっと大喜びして踊おどり出すぞ」

「はい！　分かりまし………………喜びますかね？」

　はは、一いつ瞬しゆん信じてやんの。

　頼られると嬉しい、なんてヤツは詐さ欺ぎ師しのいいカモだ。精々気を付けるんだな。

　とはいえ。これから先、しばらくの間俺の拠きよ点てんとなるこの場所がなくなるのは困る。だからこそ、この場所の責任者であるジネットには、色々教えてやらなければいけないことがある。ったく、世話の焼けるヤツだ……

「いいかジネット。他人の厚意に甘えるのは悪いことじゃない」

「はい。それは、分かってはいるのですが……なんとなく、申し訳なくて」

「いい物をもらった時に、気持ちのいい礼を返してやりゃあ、大抵の相手は喜ぶさ。変な遠慮はかえって失礼だろ」

「それは、……そうかもしれませんね。以後、気を付けます」

　そうはいっても、こいつは遠慮をするのだろう。そして、自分に不利益になるようなことを自ら進んで選せん択たくするのだ。

　しょうがねぇなぁ。自分に置おき換かえれば理解も深まるか。

「ジネット。これを見ろ」

　俺は、ジネットの教育のために、懐にしまい込んだ大切なものを見せてやる。

　ひらひらのついた、くしゃっと丸まる柔やわらかい布。

　パンツだ。

「これは、さっき中庭で拾ったんだが……」

「にゃぁー!?　なにしてるんですか!?」

　俺の手に収まっているトレジャーを見て、ジネットが悲鳴を上げる。

　だが、心から感謝の意を伝えてやれば……

「ジネット。いい物を、ありがとう」

「あげませんよっ!?　返してくださいっ！」

　なぜだっ!?　なぜ、心がほっこりとしない!?

　ジネットは首から上を真っ赤に染め上げて腕うでを振り回す。そして、俺の手からトレジャーを強ごう奪だつしやがった。

「それは俺のトレジャーだぞ！　返せ！」

「わたしの下着ですっ！　あげませんっ！」

　なんてヤツだ……人が親切に教育を施ほどこしてやっているというのに……

「ちっ……しょうがない。じゃあ、あのスッケスケのレースのヤツにする」

「それもダメで…………そ、そんなに透すけてませんもん！　ふ、普ふ通つうですもん！」

　否定の矛ほこ先さきが変わった。何か、譲ゆずれない名めい誉よのようなものがあるらしい。

　いやぁ……アレは結構なもんだったぞ。

「勝負パンツか？」

「もうっ！　懺ざん悔げしてくださいっ！」

　真っ赤な顔で、半泣きになりながらジネットが俺から奪うばったトレジャー（フリルのパンツ）を懐にしまう。……くそ。折せつ角かくの参考資料が。

「も、もう、ヤシロさん。エッチなのはダメですよっ」

　怒おこった口調ながらも、その顔は照れと焦あせりに占しめられている。こういう話は苦手なのか、見ているととても面おも白しろい反応をする。……こりゃあ、イジメたくなってくるな。

「わた、わたしは、寄付の下ごしらえをしますので、ヤシロさんはゆっくりお茶でも飲んでいてください」

「そうか。手伝えることがあったら言ってく…………寄付？」

　なんだ、そのなんの利益も生み出さない忌いまわしき言葉は？

「はい。陽だまり亭では、毎朝、教会へ朝食の寄付を行っているんです」

　改めて厨ちゆう房ぼうを見み渡わたしてみると、そこには三十人前くらいはありそうな食材が山と積まれていた。

「……まさか、これ、全部か？」

「はい。陽だまり亭用の下ごしらえは寄付の後、戻もどってからやります」

　おぉぅ…………ゴッド。なぜお前は信じる者を地じ獄ごくに突つき落おとすのか……

「寄付と詐さ欺ぎは紙かみ一ひと重えだ」

「そんなことないですよっ!?　みなさん喜んでくださいますし」

　そんなもん、詐欺だって見事に引っかかってくれれば大喜びするだろうよ、詐欺師がな。

　そもそも、寄付なんかしてなんになるんだ？　ポイント制で、何ポイントか集めると神様が幸運と引き換えてくれるわけでもないだろう。

　心の平へい穏おんなんぞ、自分でコントロールすれば済む話なのだ。

　目に見える利益がないものに金品を注ぎ込むなど愚ぐの骨こつ頂ちよう！　俺は認めない！

　神様を信じた者がすべて幸せになるわけではない。じゃあなんだ？　寄付に寄付を重ねたヤツの中からほんの一ひと握にぎりの者にだけ幸運が訪おとずれるのか？　ギャンブルじゃねぇか。

　信じたって救われねぇなら、信じる必要などない！　……まぁ、信じなさ過ぎて散々酷ひどい目に遭あわされている俺みたいなケースもあるっちゃあるが……え、これって神しん罰ばつなの？

　とにかく、寄付などという耳に心ここ地ちのいい『浪ろう費ひ』はやめさせなければ。

「あ、ヤシロさんはウチでゆっくりしていてくださっても構いませんよ」

「いや、俺も行く」

「そうですか！　では、一いつ緒しよに行きましょうね」

　俺の返答を、どういう意味合いで受け取ったのかは知らんが、ジネットはとても嬉しそうに表情を輝かがやかせた。

　……お前を野放しにすると、湯水のように『浪費』するだろう？　……監かん視ししてやる。

　俺は『無む駄だ』と『浪費』と『クズヤロウ』が大だい嫌きらいなんだ。……やめさせてやる。

「お～い、ジネットちゃ～ん！」

　その時、食堂の方からオッサンの声が聞こえてきた。

　教会の使いか？　寄付の催さい促そくに来やがったのか？　よぉし、オッサンなら多少乱暴にしても問題ないだろう。叩たたき返してやる。

「俺が出てくる」

「え？　あの、ヤシロさんっ？」

　ジネットに止められる前に、俺は食堂へと向かう。そして、ドアを開けてそこにいるであろう諸悪の根源に怒ど鳴なりつけてやろうと息を吸い込んだ。

「テメェにくれてやる飯は無……ぎゃぁぁあああっ!?」

「えっ!?　ふぉぉおおおっ!?」

　ワニだ！　ワニがいた！

　ドアを開けると、俺よりもデカいワニが立っていた。

「だ、誰だれだ、お前は？」

　ワニが俺を見てそんなことを言う。

　こっちのセリフだ、この不ふ審しん者しや！　お前、ここが日本なら即そく職質か麻ま酔すい銃じゆうだぞ!?

「あ、モーマットさん。おはようございます」

　慌あわてた様子で厨房から出てきたジネットが、ワニに向かって挨あい拶さつをする。

　モーマット？

「知り合いか？」

「はい。いつもお世話になっている方です」

「教会関係者か犯罪者か、どっちだ？」

「どっちでもねぇわ、クソガキ！　なんなんだよ、お前は？」

　よく見ると、服を着ているししゃべっている。ってことはワニ人族ってことか。

　……ったく、紛まぎらわしい。

「膀ぼう胱こうがパンパンの時に脅おどかすんじゃねぇよ！　かけるぞ!?」

「なんの話か分かんねぇよ！　おい、ジネットちゃん。こいつはなんなんだ？」

「こちらはヤシロさんといって、昨晩から陽だまり亭で一緒に働くことになった方です」

「こいつが、陽だまり亭で……？」

　ワニの目がぎろりと俺を睨にらむ。

　俺はスッと目を逸そらす。

　ワニ人族だと分かっても……ワニは、さすがに怖こわい。

　……と、逸らした視線の先、モーマットの背中にカゴがぶら下がっているのが見えた。人にん参じんっぽいものが顔を覗のぞかせている。

「なんだ、その野菜？」

「ん？　あぁ、これか？　こいつはウチで採れた野菜だ」

　ってことは、このワニは農家なのか。……ワニが畑仕事？　似合わねぇな。

「で、いくつくれるんだ？」

「やらねぇよ！」

「ケチ」

「ケチじゃねぇだろ!?」

「ワニ」

「ワニだけど！　確かにワニだけども！　だからなんだよ!?」

　モーマットを押おし退のけて背後に回る。カゴの中には、やや瘦やせ気味ではあるが色のいい人参が入っていた。

「こいつは教会への寄付だ」

「お前ら、寄付大好きかっ!?」

「寄付ってのは好すき嫌きらいでやるもんじゃねぇだろうが。ただ、今日はこの後行商ギルドと会う約束があるからよぉ、ジネットちゃん悪いんだが一緒に持っていってくれねぇか？」

「はい。構いませんよ」

　またそうやって安やす請うけ合あいをして……ここの店長は労働力ってもんを軽く見過ぎなんじゃないだろうか。

「おい、モーマット。引き受けてやるから、お駄だ賃ちん寄よ越こせ」

「……お前なぁ」

　呆あきれたように頭をかいて、「しょうがねぇな」と、モーマットはカゴから人参を二本引き抜ぬいた。

「ほれ。これは駄賃で、売買じゃねぇからな？」

「そんな念押しなどせんでも、金など出すか」

「……お前は…………まぁ、ならいい。んじゃ、悪いがよろしく頼たのむな」

「はい。お任せください」

「ジネットちゃんに変なことすんなよ！」

　大きなお世話だ、くそワニ。

　最後に俺を一睨みして、モーマットは帰っていった。

「なぁ。これ、陽だまり亭への寄付ってことにならねぇかな？」

「ダメですよ。これは、モーマットさんのお気持ちと共に教会へお届けしましょう。ね？」

　そんな、子供を窘たしなめるみたいに。

「でもよぉ。モーマットが寄付する野菜でお前が料理を作れば、どっちも寄付したことになってお得じゃねぇか？」

「ウチのは朝食で、モーマットさんのは教会の備び蓄ちくになるんです。それに、ウチにはたくさん野菜が余ってますし、たくさん作っても大だい丈じよう夫ぶなんですよ」

　なんでそんなに余ってんだよ？

　中庭に小さい畑があったが、収しゆう穫かく量なんぞ趣しゆ味みレベルだ。ならば、業者から買っている可能性が高い。……なぜそんなに買い込んで…………はっ!?

「……ジネット、帳ちよう簿ぼはつけてるか？」

「はい。厨房にありますが、ご覧になりますか？」

「あぁ……じっくりと、見せてもらう」

「あ、あの……ヤシロさん？　なんだか、顔が怖いですよ？」

「なぁに……俺の予想が外れてれば、すぐにでも笑え顔がおに戻るさ……」

「は、はぁ……で、では、こちらへ」

　ジネットに連れられ厨房へ行き、寄付の下ごしらえをするジネットの隣となりで帳簿に目を通した俺は……この帳簿を丸めて、ジネットの後頭部を思いっきり叩きたくなった。

　こいつ……『クズ野菜』を購こう入にゆうしてやがった。それも、五ヶ所から！　それだけじゃない。他ほかの食材も複数の商人から少量ずつ購入しているのだ。

　……まんまとカモられてんじゃねぇか。

「ジネット。お前はなんでクズ野菜なんかを買っているんだ？」

「はい。親切な行商ギルドの方が格安で売ってくださるので、ご厚こう意いに甘えているんです」

　……親切……厚意…………

「バカか？」

「ふぇっ!?　な、なんでですか!?」

　クズ野菜なんぞ、業者にとってはゴミだ。そんなゴミを、二束三文でも売り払はらうことが出来れば丸まる儲もうけなのだ。

　おそらく、いいカモがいると噂うわさが広まって複数の商人にカモられているのだろう。

「今日からお前のことは『アホの娘こ』か『巨きよ乳にゆう戦隊おっぱいんじゃー』のどちらかで呼ぶことにする」

「ジネットがいいです！　ジネットと呼んでくださいっ!?」

「……だったら、金の管理を俺に任せろ」

「え……でも、わたし、出来ますよ？」

「出来てないです、ちゃんちゃらおかしいです、ままごとレベルです、これは」

「あ、あの……ヤシロさん？　ひょっとして、怒おこって……ますか？」

　あぁ、ムカつくね。思った通り過ぎて、清すが々すがしいまでにムカついてるな。

　どうも……こういう危機感のないお人ひと好よしを見ていると…………イライラする。

「モーマットが今日行商ギルドと話をするって言ってたな」

　こんな時間に訪ねてくるってことは、その話し合いは朝方なのだろう。

　ついでに乗り込んで、陽だまり亭への搾さく取しゆをやめさせてやる。そして──これまで、陽だまり亭から吸い上げた利益を奪うばい返してやる……他人の血肉をむさぼるような商売をするヤツからは、何をどれだけ奪ったって構わない。

　行商ギルドは、『叩き潰つぶしても心が痛まないリスト』に登録完かん了りようだ。

　ジネットが準備を終えるまで、俺は帳簿を隅すみから隅までじっくりと精査した。
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　教会は、陽ひだまり亭ていから西側──大通りとは反対側──へ進んだ先に建っていた。

　……これを教会と呼んでいいならな。

　今にも朽くち果はてそうな、傾かたむいていないのが不思議なレベルの、おんぼろな建物がそこにはあった。……ヴァンパイアでもいそうな雰ふん囲い気きだな。

　屋根が尖とがっており、教会の目印なのか、十じゆう字じ架かに円がくっついたようなマークがその先せん端たんに取り付けられている。

　一ひと蹴けりで容易に倒とう壊かいしそうなボロい門の前に立ち、ジネットが中に向かって声をかける。

「おはようございまぁ～す！」

　すると……

「ジネットおねーちゃーん！」

「お姉ちゃーん！」

　と、わらわらとちんまいガキどもが飛び出してきた。……うわぁ。

　俺、子供嫌きらい。だって、こいつら理り屈くつとか通じないんだもん。

「あー！　男の人だー！」

「おねーちゃんの彼氏だー！」

「ぅぇぇえっ!?　ち、違ちがいますよっ！」

　ガキどもがよく見せるお決まりのパターンに、ジネットが分かりやすく狼ろう狽ばいする。

「ヤ、ヤシロさんは、昨晩からウチで働いてもらうことになった方で、決してそのような関係では……っ！」

「「「えぇー！　つまんなーい！」」」

「いえ……つまんないと言われましても……」

　おろおろと困り果てるジネットを、俺は遠～くで静観する。関かかわり合いたくない。

　……と、思っていたのだが。

「ジネット姉ちゃんを、悪い男から守れー！」

「とぉー！」

「痛ぁっ!?」

　ガキが突とつ然ぜん、俺のケツに飛び蹴りを喰くらわせてきやがった。

「きゃっきゃっきゃっ！　『痛ぁっ!?』だって！」

　イラァ……

「このガキども……大人舐なめんなコラァ！」

「わあー！　男が怒ったー！」

「逃にげろー！」

　顔を見るに、どっちも男のようだ。なら手加減はいらん！

　逃げ回るガキどもを両りよう脇わきに抱かかえ、高速回転をお見み舞まいする。

「「ぎゃぁぁああー！　怖こわいぃぃぃいいいーっ！」」

　どうだ！　大人の恐おそろしさを思い知ったか！

　などと、思ったのも束つかの間……

「きゃはははは！　怖──い！」

「きゃっきゃっきゃっ！」

　その声はすぐに笑いへと変わった。

　くそっ、かなり疲つかれるのにダメージを与あたえられていない！　あぁ、もう。ヤメだヤメ。

　小生意気なガキ二人を放ほうり投なげて顔を上げると…………俺の前にガキどもが並んでいた。男も女も、みんな瞳ひとみをキラキラさせている。…………は？

　意味が分からず、ジネットに視線を向けると、それはそれは天使のような笑みを浮うかべて教えてくれた。

「順番待ちだそうですよ」

「……マジか」

　列を作るガキどもを数えてみる。…………八人。え、あと四回？　死ぬよ、俺？

「さぁ、ジネット。飯の準備をしようじゃないか。みんな腹減っただろう？」

　さっさと退散しよう。こんなもんに構ってられるか。こちとら、肉体が若返っても心はオッサンのままなのだ。面めん倒どうくさい以外の感想が湧わいてこない。

　だというのに、ガキどもは列を崩くずさない。そればかりか、先頭の幼女（推定四歳・ヤギ耳美少女）は瞳をウルウルさせ始めやがった。

「あの、ヤシロさん。一度ずつだけでも……ダメでしょうか？」

　……お前は、鬼おにか？　天使の顔をした悪あく魔まなのか？

　えぇい！　一いつ緒しよになって泣きそうな目で俺を見んな！

「…………わ～かったよ！　怖くても小便ちびんじゃねぇぞガキども！」

　俺はヤギ耳幼女とその次の細長い尻しつ尾ぽを生やした少女を抱え上げ、高速回転を始める。

　あぁ、くそ！　幼女なんか抱えても全然楽しくない！　どっこも柔やわらかくない！

　俺の腕うでに抱えられ、二人の少女が「きゃっきゃっ」と笑う。あっちもこっちも大きくなったら利息つけてきっちり返せよ、ガキんちょめ！

「随ずい分ぶんと賑にぎやかですね」

　やけっぱちでガキを振ふり回まわしていると、とても落ち着いた、涼すずやかな声がした。

　見ると、目が覚めるほどの美人が立っていた。

　美しい銀髪に、翡ひ翠すいのような透すき通とおった瞳。鼻筋は通っていて、絵本に出てくる精せい霊れいやエルフのような、現実離ばなれした美しさだ…………あ、エルフか。この人はエルフなのかもしれない。耳が尖っている。

「シスター、おはようございます」

「おはようございます、ジネット。ところで、これはなんの催もよおし物ものなのでしょう」

「はい。ヤシロさんが面おも白しろい遊びを教えてくださっているんです」

「ヤシロさん？　とは、彼のことですか？」

「はい。オオバヤシロさん。昨日から陽だまり亭でお手伝いをしていただいている方です」

「まぁ……陽だまり亭で……」

　美人シスターが細いアゴに指を添そえ、俺をまじまじと見つめてくる。

　な、なんか……美人に見つめられると緊きん張ちようするな……

　クールビューティーというのか、あまりに整い過ぎた顔のせいで少し冷たい印象を受ける。この人に怒られたら泣いてしまいそうだ。

「それで、ここに並べばいいのですか？」

「そうですね。一緒に並びましょう」

「おい、大人二人！」

　ジネットレベルなのか、この美人シスター？

　お前らを抱えると、いろんなモンがいろんなとこに当たって大変なことになるだろうが。

「あら、子供専用なのですか」

「大人は別料金だ」

　お金を出してくれるならやってやってもいい。……無論、いろんなところを触さわるけど。

「でしたら諦あきらめましょう。金銭的な余よ裕ゆうは、残念ながらあまりありませんので」

　特に残念そうな素そ振ぶりもなく、シスターはあっさりと引き下がる……それはそれで、こっちがちょっと残念なような……

「私はベルティーナと申します。この教会でシスターをしております」

　ベルティーナと名乗ったシスターは右手を差し出し、握あく手しゆを求めてきた。

　俺の名前はさっきジネットが言っていたから……省略でいいか。

　俺はベルティーナの手を握にぎり挨あい拶さつをする。

「よろしく、ベルティーナ」

　と……物もの凄すごい握あく力りよくで俺の右みぎ腕うでが圧あつ迫ぱくされていく。

「イダダダダダッ！」

「……初対面の相手を呼び捨てにするとは、どういう教育をされているのでしょう。それに、まだあなたから直接お名前を伺うかがっていないのですが」

「ご、ごめんなさい！　オオバヤシロと言います！　名前がヤシロです！　よろしくお願いします、ベルティーナさん！」

「はい。こちらこそよろしくお願い申し上げます」

　涼しい顔でそう言って、ベルティーナは俺の手を解放する。

　……俺が魚だったら、小骨の五、六本折れてるとこだぞ……

　怖こえぇ、この人。超ちよう怖ぇ……

「シスターは普ふ段だんとても優やさしい方なのですが、礼れい儀ぎに厳しく、怒ると怖いんですよ」

　ジネットがこそっと俺に耳打ちをする。……先に言え、そういうことは。

「では、みなさん。朝ご飯の準備をしますので、お手伝いしてください！」

「「はーい！」」
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　ジネットが言うと、子供たちは元気よく返事をし、食材を載のせてきた荷車を曳ひきながら敷しき地ち内へと入っていった。

　都合がいい。

「ベルティーナさん。少し、いいですか？」

「はい、なんでしょう？」

　ジネットとガキどもが教会に入ったのを確かく認にんして、俺は単刀直入に通告する。

「朝食の寄付を打ち切らせてください」

　俺の言葉を聞いても、ベルティーナは表情一つ変えず、ただジッと俺を見つめていた。

　何を考えているのか、まるで分からない。

　一分近く沈ちん黙もくした後、ベルティーナは静かに言葉を発した。

「お断りします」

　迷いのない、きっぱりとした物言いだった。

「私は、子供たちの親代わりとして、何より彼ら、彼女らのことを第一に考えています。ヤシロさんのお気持ちは分かりますが、それは受け入れるわけにはいきません」

　寄付がなくなれば、ガキどもが飢うえるから……ってのは分かる。だが。

「ジネットは倒たおれますよ？　あの店も潰つぶれる。このままじゃ、そう遠くないうちに」

「……でしょうね」

　そこで肯こう定ていするのは予想外だった。ベルティーナはそれを承知した上でジネットに無理を強しいている、その自覚があるのか。

　なら、揺ゆさぶりをかけるのはその自覚と良心だ。

「ジネットは度が過ぎるお人ひと好よしです。きっと、自分の身を削けずってでも、寄付はやめないでしょう。たとえ、店が潰れ、食うに困るようになったとしても」

「……はい。私も、そう思います」

「無理に無理を重ねれば、命を削ることにもなりかねない。いや、このままじゃきっとそうなる」

「…………はい。私も、そう思います」

「それが分かっているのなら、寄付の打ち切りを……」

「お断りします」

　…………こいつ。

　美人だからって、なんでも許されると思うなよ？

「ジネットが寄付をやめれば、ここの子供たちが飢えてしまいます」

「だからって、ジネットが身を切る必要は……」

「はい。ありません」

「だったら……っ！」

「私は、もっと以前に……あの娘このお祖父じい様が亡なくなられた頃ころから、寄付は必要ないと申してきたのです」

「え？」

　ベルティーナが、無表情で俺を見つめている。

　静かな瞳に見つめられて、背筋がぞくっとした。

「ジネットがそう望んでいるのなら、寄付の打ち切りはいつでも了りよう承しよういたします。もともと、強要出来るものではありませんから」

「でも、あいつはそんなこと、たぶん……」

「言わないでしょうね。口が裂さけたとしても」

「それが分かっていて……」

「あの娘の善意を利用している……と？」

「違ちがいますか？」

「半分はそうですね……あの娘の優しさに甘えている部分は確かにあります」

「もう半分は？」

「……親としての、責任です」

　親……？

「あの娘も、かつてはここで暮らしていたのです。両親を失い、行き場をなくして」

「え……いや、だって、祖父さんがいたんだろ？」

「養祖父です」

　もらわれっ子……いや、孫か……

　ジネットは養子だったのか。

「あの娘は十二歳の頃にここを出て行きました」

　それから食堂に移り住んだということか。

「あの娘のお祖父様は長年に亘わたりこの教会に寄付をしてくださっていました。今のジネットと同じように」

「祖父さんの遺志を受うけ継ついでいるってのか」

「それもあるでしょうが……守りたいのでしょう、弟や妹たちを」

　ベルティーナが教会へと視線を向ける。

　俺もつられてそちらを見ると、ジネットが教会から出てくるところだった。荷台の野菜を取りに来たらしい。……なんてドンピシャなタイミングだ。たまたまか？　それとも、エルフの特とく殊しゆ能力みたいなもんか。……でなければ、親の勘かん？

　ジネットが教会へ引っ込むと、ベルティーナはこちらを向き、薄うすい笑えみを俺に向けた。

「あなたがあの娘のことを想おもって言ってくださったことは、嬉うれしく思います」

「いや、俺はそんな……」

　別にジネットを想って言ったわけではない。陽だまり亭は、俺が地じ盤ばんを固めるまでの仮の拠きよ点てんだ。そいつを潰されるのは困る。あと、浪ろう費ひってのが単純に嫌きらいなだけだ。

「ですが、ジネットが了承していない以上、私はあなたの願いを聞き入れることは出来ません。親代わりとして、娘むすめの悲しむ顔は見たくはないですからね」

　果たして、悲しむだろうか。……………………悲しむな。絶対。

　ジネットは、純じゆん粋すいな厚こう意いだけで寄付を行っているわけではない。

　あれは、自分のためでもあるのだ。

　それを分かっているから、ベルティーナはジネットからの寄付を受け取っている。

　…………くそ。ここへの寄付は切きり詰つめられそうにないか。

　何より、家主の反感を買うのは致ち命めい的てきだ。避さけなければいけない。

「ヤシロさん」

　名を呼ばれ、顔を上げると……ふわっと、白く細い指が俺の髪かみを撫なでた。

　透すき通とおるような、いい匂においがした。

「あなたのような人物がそばにいてくれれば、あの娘も安心出来るでしょう。口には出さないでしょうが、一人で寂さみしい思いをしていたに違いありません」

　おんぼろで無む駄だに広い、誰だれもいないあの家を思い出す。

　あそこで一人、か……

　ふと、あの日のことが脳のう裏りをよぎる。

　火が消えてしまったような静けさと、見慣れたはずの自分の家がまるで別の場所に感じられたあの孤こ独どく感……

「ヤシロさん」

　再び名を呼ばれ、記き憶おくの海に沈しずみそうになった意識が呼よび戻もどされる。

「どうか、あの娘のそばにいて、助けになってやってください」

「いや、俺は……」

　地盤が固まれば、すぐにでもあそこを出ていくつもりだ。ほんの一時、今だけ世話になるだけで、ジネットのそばにいて助けになるなんて、そんな気はさらさらない。

　俺はジネットを利用することしか考えていない。だというのに……こいつは、なんて真まっ直すぐな目で俺を見るんだ。自分の考えに一いつ切さいの迷いがない、そんな目だ。

　ただ、その真っ直ぐな目は少し曇くもっているな。詐さ欺ぎ師しを信じてどうするよ。

「あの娘は少し抜ぬけているところがありますからね。あなたのようなしっかり者がついていてくれると助かるでしょう」

　ベルティーナの表情が少し柔やわらかくなる。

「少し……あんたの目は節穴か？」

「ふふ、我が子は無条件で可愛かわいく、また天才的に見えるものなのですよ」

「親バカか」

「親代わりバカです」

　氷のように冷たい印象を与あたえていた完かん璧ぺき過ぎる美び貌ぼうが、くしゃりと歪ゆがむ。

　それは反則なほどに綺き麗れいで、見る者を無条件降こう伏ふくさせるほどの威い力りよくがあった。

　ズルイぞ……そんなチート級の武器が初期装備って、ありかよ。

「さぁ、そろそろ中に入りましょう。みんなが心配します」

「あぁ。そういや、俺も朝飯食ってなかったっけな」

　ベルティーナに続き、俺は教会の敷地へと入っていく。

　いい匂いが外まで漂ただよってきている。

「いい匂いですね」

　ベルティーナが幸せそうに口元を緩ゆるめる。

「ジネットの飯は美味うまいですからね」

「えぇ。私からは何も返してあげられません。だからこそ、感謝の気持ちを込めて美味おいしくいただこうと思うのです」

　奇くしくも、俺がジネットに教えた『厚意は受け取れ』を、こいつも実じつ践せんしているようだ。

「本来なら、もっと遠えん慮りよすべきなのでしょうが」

「いや……」

　みんなが嬉しそうに食っている姿を見て、ジネットは満たされた気持ちになっているのだろう。

　寄付がやめられない以上は、美味そうに食ってもらった方がいい。

　まぁ、材料費に関しては別べつ途と対策が必要になるだろうが……

「そういえば、さっきの子供たち以外に、あと何人いるんですか？」

「え？　いえ、先ほどの子供たちで全部ですが？」

「は？」

　思わず足が止まる。

　いや、さっき見た子供たちは十人だけだったぞ？

「三十人前ほど下ごしらえしてきたんですが？」

「あぁ、それでしたら」

　ベルティーナは、ポンッと自分のお腹なかを叩たたき、満面の笑みで言う。

「私は食くいしん坊ぼうなのです」

「遠慮しろよっ！」

　打ち切りは無理でも、食事の量は減らしてやる！　絶対にだ！

　新たな決意を胸に、俺は教会の中へと入っていった。







　教会の談話室には食器が並べられ、ガキどもが今か今かとジネット特製の朝食を待まち侘わびていた。談話室は学校の教室を一回り小さくしたような造りだが、ガキどもが溢あふれ返っているせいで学校というより幼よう稚ち園えんを思い起こさせる。

　教会の中には礼拝堂しかないのかと思っていたのだが、色々と部屋があるようだ。

　礼拝堂は思ったよりも小さく、三十人も入ればいっぱいになりそうだった。

　礼拝堂から廊ろう下かを挟はさんだ隣となりに談話室があり、二階には子供たちの居住スペースがあるのだという。他ほかに日用品を自作する作業室や、庭に作った畑などがあり、寄付以外は自給自足で補っているらしい。

　談話室の奥には執しつ務む室がある。職員室のようなものだ。その奥にシスターの私室があるとのことだが、もちろん部外者は立ち入り禁止だ。……ちっ。

　基本的に部外者が立ち入れるのはこの談話室と執務室に礼拝堂。そして、厨ちゆう房ぼうだけだ。

「お～い、ジネット。何か手伝うことはないか？」

　そんなことを言いながら、ジネットのいる厨房へと足を踏ふみ入れると……

「あ、ヤシロさん」

「へぇ、君が噂うわさの」

　そこに、イケメンがいた。

　真っ赤な髪の毛に整った目鼻立ち。中性的と表現すればいいのだろうか、そういう顔をしている。髪もちょっと長く、俺が学生だった時代なら「切れ！」と言われる長さだ。

　薄い胸むな板いたに細く長い手足。目は少しきついが、普ふ段だんから笑顔でいることが多いのか顔つきは割と柔らかい。

　……まぁ、ただ。その微笑ほほえみの奥にどんな下心を隠かくしているのか分かったもんじゃないけどな。

　とりあえずエロそうな顔だ。

「話はジネットちゃんから聞いたよ。よろしくね、オオバヤシロ君」

　う～わ、ちゃん付けだよ。

　年ねん齢れいは今の俺と同じか上くらいだろうに……十六を過ぎて女子をちゃん付けで呼ぶ男なんて、八割が遊び人で二割がオネエだ。

　どちらにせよ相あい容いれない人種だ。

「ん？　どうしたの？　ボクの顔に何かついてるかい？」

「エロそうな顔だな」

「……初対面で失敬だな、君は」

　イケメンヤロウの頰ほおが引き攣つる。

　くっそ。引き攣っても美形なのかよ、イケメンは。俺なんか、普ふ通つうにしてても「引き攣ってる」って言われたことあるのにっ！

「俺はオオバヤシロ。気軽にオオバ様と呼んでくれ」

「気軽な感じが一切しないんだけど……」

　やかましい。名を呼ばせてもらえるだけでもありがたいと思いやがれ。

「ボクはエステラ。姓せいは、わけあって伏ふせさせてもらうよ」

「そんな卑ひ猥わいな苗みよう字じなのか？」

「……どうして最初からボクに卑猥なイメージを持っているのかな、君は？」

　くっそ、不快感をあらわにしても美形なのかよ、イケメンは。俺なんか、ちょっとイラッてするだけで極ごく道どうの鉄てつ砲ぽう玉だま呼ばわりされたってのに。……誰が鉄砲玉だ。

「エステラさんは、よくこの教会に遊びにいらしてまして、子供たちに大変好かれているんですよ」

　……主に女児に、だろ？　通報されろ、この変質者。

「わたしも、いつもよくしていただいて」

「そんなことないよ。普通さ」

「では、普通に優やさしい方なんですね」

「ははっ。ジネットちゃんには敵かなわないね」

　カ───────────ッ、ペッ！

　なんだその爽さわやかな会話!?

　薄めてないカルピスを飲んだ時よりも喉のどの奥から粘ねばっこいもんが出てきたわ！

「おい、カステラ」

「エステラだよっ！」

　きゃ～、顔怖ぁ～い。女の子泣いちゃうぞ～、ぷぷぷ～。

「で、そのエス…………なんとか」

「エステラだ！」

「エスティ～ラ」

「なんで発音をよさげに言った!?　エステラ！」

「略してエラ」

「略すな！」

　ノリのいいイケメンだ。

　あ、あれか、「エステラ君おもしろ～い」って合コン受けを狙ねらってのことか!?

　なんていやらしい！

　お前らイケメンは黙だまって酒を飲んでいればいいんだ！　面おも白しろさは顔で勝負出来ないチームの唯ゆい一いつにして最大の武器なんだから、その領域にまで踏み込んできてんじゃねぇよ！

「エステラ。お前は王様ゲームを知っているか？」

「いや、聞いたこともないけど？」

　はっはっはーっ！　イケメンで王様ゲームを知らないとはな！

　はい！　損してる！　お前、人生の半分損してるぅ！

「領土の統治や財政をシミュレーションするゲームかな？」

「バカヤロウ、女の子にエッチなことをするゲームだ」

「……それのどこが王様なのかな？」

「王様の命令はゼッタァ～イ！」

「…………君は、王を侮ぶ辱じよくしているのか、ただの無知なのか、どっちなんだい？」

　エステラがこめかみを押さえて頰を引き攣らせる。

　くっそ、ここまでしても美形なのかよ、イケメンは！

「つかお前、何しに来たの？」

「……君、敵意を隠すつもりはないのかな？」

　盛大にため息を吐ついて、エステラは少々芝しば居いがかった口調で言う。

「ここはどんな人も受け入れてくれる公正で平等な教会だよ？　ボクがここにいたって不思議なことはないだろう？」

「不思議はないが、不ふ愉ゆ快かいではあるな」

「……君、友達少ないだろう？」

　うるさいなっ！　一番気にしていることを！　これだからイケメンは！

　どうせ、お前、アレだろ!?　「友達の作り方？　さぁ、考えたことないなぁ。気が付いたら仲良くなってて……なんでだろうね？」とか言うタイプだろう!?　教えてやろうか!?　それはお前がイケメンだからだよぉ！

「貧びん乏ぼう食堂が食材を無む償しよう提供してんだ。無む駄だ飯めし食ぐらいにはご遠慮願いたいのだが？」

「ん～……それは出来ないなぁ」

　あぁ、イラッてする、その爽やかな「困ったなぁ」みたいな顔！

「ジネットちゃんのご飯は美味しいからね。一度食べてしまうと、もう他の食事じゃ満足出来なくなるんだよ」

「そうなんですか？　嬉うれしいです」

　喜ぶなジネット。お前はたぶらかされている。

「陽だまり亭で絶賛発売中だ。『金を出して』食いに来い」

「時間が取れればそうするよ」

「食ってる時間がないなら金だけ置いて食わずに帰れ」

「……それ、ボクにメリットないよね？」

　メリットが必要か？　生まれながらにイケメンで、人生勝ち組で、この上まだメリットが欲しいと抜ぬかすのか？　強ごう欲よくの権ごん化げめ、地じ獄ごくで閻えん魔ま様に舌でも抜かれてろ！　「あ、噓うそ吐つきじゃないのに舌抜いちゃった」って、地獄の鬼おににテヘペロされろ！

「とにかく、朝食はジネットちゃんの料理がいいんだ。けどこの時間、陽だまり亭はまだやってないだろう？」

「だったら、店先に金を置いて帰れ」

「……だから、ボクがそれをする理由がないって……」

　理由が必要か？

　イケメンが世の中に貢こう献けんするのに、理由が必要なのか？

　美人のわがままとイケメンの奉ほう仕し活動に理由なんかいらないだろうが！

「お店は開いていませんが、ここに来ていただければ召めし上あがれますので」

「うん。だから毎朝早起きしてるんだ。ジネットちゃんの朝食は、毎日食べたいからね」

「そうなんですか、ありがとうございます。わたしの朝食でよければ毎日でも……」

「ストップだ、ジネット！」

　何も考えずに恐おそろしい決断をしかけたジネットを、俺は慌あわてて制止する。

　危なかった……一歩遅おそければ取り返しのつかないことになっていた。

「いいか、俺の国ではその言葉はプロポーズの言葉なんだぞ」

「プロポ……ッ!?」

　ジネットが素すっ頓とん狂きような声を上げ、顔を真っ赤に染める。

「へぇ。『毎朝、朝食を作ってくれ』が転じて、『ずっとそばにいてほしい』ってことか……なかなか洒落しやれているね。君が考えたのかな？」

「昔からある定番の言葉だよ」

「だとすれば、君の故郷は随ずい分ぶんとロマンチックなお国くに柄がらなんだね」

　バカモノ。『三歩下がって付いてこい』のお国柄だぞ？　ロマンチックとは程ほど遠とおい、いぶし銀なお国柄だよ。

「けどまぁ、ボクに言う分には問題ないんじゃないかな、ジネットちゃんの場合は」

「うふふ。そうですね」

　なん……だと？

　それはつまりあれか？

　お二人は実はもうすでにそういうご関係で、今さら的なことだって、そういうことか？

　じゃあ、ゆくゆくは、あの食堂にこいつが居座るような展開に…………

「貴様に娘むすめをやるわけにはいかん」

「……いつから君はジネットちゃんの父親になったんだい？」

　だって、ヤだもんよ！

　同じ屋根の下でイケメンと巨きよ乳にゆうがイチャイチャしてるなんてよ！

　不許可だ、不許可！　断固拒きよ否ひする！

「あ、あのヤシロさん……？」

　俺を説得でもしようというのかジネットが恐る恐る声をかけてくる。

　そんなジネットの手を取り、俺は真しん摯しに言葉を投げかける。

「いいかジネット、よく聞け…………イケメンは、敵だ！」

「え……と…………はい？」

　えぇい、くそ！

　イケメンが翻ほん訳やくされないのか！　しっかりしろよ、『強制翻訳魔ま法ほう』！

「こういうタイプの男は、一番信用しちゃいけない！」

　特に、お前みたいに胸が大きくてちょっとどころかかなり抜けている天然娘はな！

「男……？　あ、ヤシロさん、違ちがいます！」

「何がだよ!?」

「エステラさんは女性ですよ！」

「冗じよう談だんは育ち過ぎたおっぱいだけにしろ！」

「わたしの胸は冗談ではありませんよっ!?」

「ボクの性別も冗談ではないんだけどね」

　エステラが女だと？

　そんなバカな。

　俺はエステラの全身を隈くまなく、舐なめるように、上から下から眺ながめ倒たおす。

「こんなしょぼくれた乳の女がどこにいる！」

「……悪かったね、ここにいるよ」

　エステラの口角がぴくぴくと引ひき攣つる。

「ヤシロさん！　女性にそんなことを言うなんて失礼ですよ！」

「つらい現実を突つきつけるのがか？」

「そうです！　たとえ心で思っても、口にしないのがマナーです！」

「お前も、結構酷ひどいこと言ってると思うぞ？」

「はっ!?　す、すすす、すみません、エステラさん！　わたし、噓うそが苦手なもので！」

「うん……ジネットちゃん、もういいから、これ以上抉えぐらないでくれるかな？」

　エステラが、ジネットの悪意のない『口こう撃げき』をくらい、胸を押さえる。

「胸が抉れたのか？」

「心が抉られたんだ！」

「それでそんなにしぼんだのか？」

「元からずっとしぼんでるよ！　……悪かったなしぼんでて！」

　エステラが柳りゆう眉びを逆立て牙きばを剝むく。目め尻じりに微かすかに光るものが浮うかんでいる。

「ヤシロさん！　女性にそんな……胸の話とか……体の話をするのは、よくないですよ！」

　ジネットは俺を「めっ、ですよ！」と可愛かわいらしく叱しかりつけると、エステラのそばへ行き、そっと背中をさする。

　いや、っていうかさ……

「お前が女のフリなどしなければ、こんなややこしいことにはならなかったんじゃねぇか」

「フリじゃなくて、ボクは女だ！」

「『精せい霊れいの審しん判ぱん』！」

　俺がエステラを指さしてそう唱えると、エステラの体が淡あわい光に包まれた。

　おぉ……俺にも使えた。本当に唱えるだけでいいんだな。

「……これは、宣戦布告ととってもいいのかな？」

　淡い光の中で、エステラが不敵な笑えみを浮かべている。

　しばらくすると、光は弱まり、やがて消えてしまった。

　エステラは人の姿のままだ。

　ということは……

「『精霊の審判』にも誤審はあるのか……」

「ボクが女で、噓を吐いていないという証しよう拠こだよ！」

「ヤシロさん。『精霊の審判』には心情や感情が入り込む余地はありませんので、誤審はあり得ませんよ」

　そうなのか。ってことは、マジで女なのか……

　そう思って、改めてエステラを見つめる。

　中性的な顔は、見ようによっては美人に見え、細く長い手足も女性的と言われればそう見える。…………残念なのは真っ平らな胸だ。これのせいで男だと勘かん違ちがいをした。

「お前の胸と俺の勘違いで、有責は五分五分だな」

「統とう括かつ裁判所に告こく訴そすれば『10：０』で勝つ自信があるけど？」

　エステラの額に青筋が浮かぶ。

　それにしてもこいつは雅が量りようのあるヤツだな。普ふ通つうの女子ならブチ切れて平手の一発でも飛ばしてくる頃ころだ。よく我が慢まんしていると思うよ。俺が言うのもなんだけど。

　物もの腰ごしといい、しゃべり方といい……こいつ、お金持ちか？

　そういえば、服もそこそこいい感じの作りだな。

「お前が『ボク』なんて一いち人にん称しようを使ってるのは、家庭の事情ってヤツか？」

「……え？」

「わざわざ男っぽい格好や仕草をしているのは、女であることがバレたくないからなのかと思ってな。まぁ、性別は別に秘密にしているわけではなさそうだけど」

「……どうして、そう思ったのかな？」

「まぁ……金持ちの家ってのは、何かと面めん倒どうくさいことが山積みなもんだからな」

「へぇ…………」

　急に言葉数を減らし、エステラはアゴを摘つまんでしげしげと俺を見つめてきた。

　う～ん、やっぱりまだ俺の中で女子認にん定てい出来ていないからか、見つめられてもドキドキしないな……むしろ「あ？　なにガンつけてんだ、コラ？」って気分になる。

「君……頭がキレるんだね」

　エステラの瞳ひとみが警けい戒かいの色を強めた。視線の鋭するどさが増す。

「ジネットちゃん。ごめん、彼をちょっと借りていってもいいかな？」

「え？　あ、はい。こっちはもう盛りつけるだけですので」

「じゃあ、あとよろしくね」

　そんなことを言いながら、エステラは俺の腕うでを摑つかんで厨ちゆう房ぼうから連れ出そうとする。

「おい、なんだよ？」

「いいから、ちょっと来てよ」

　屋上への呼び出しか？　決けつ闘とうか？　実は結構キレてたりしたのか？

　あらかじめ言っておくが、俺は殴なぐり合あいに自信はないぞ。俺だけ武器を持った上で引き分けるのが精せい一いつ杯ぱいだからな？

「話があるんだよ」

「ここでしろよ」

「ジネットちゃんの前じゃ、ちょっとね……」

「…………エロい話か？」

「なんでそうなる？」

「いや、女子の前では出来ない話と言えば……」

「ボクも女子だ」

「『精霊の審判』」

「……ホント、殴るよ？」

　淡く輝かがやくエステラが握にぎり拳こぶしを震ふるわせる。

　ガッと首に腕を回され、ヘッドロックされる。

　強い強い強い！　力、俺より強いじゃん！

　そして、痛い！　柔やわらかい成分が一いつ切さいない！　なんで小こ脇わきに頭を抱かかえられているのに後頭部に何も触ふれないの!?　精霊神、ちゃんと仕事してる!?

　そのまま強ごう引いんに厨房から引き摺ずり出され、教会の門を出たところで解放される。

「硬かたい！」

「……君、これまで積み重ねた無礼は、いつかきっとまとめて償つぐなわせてやるからね！」

　変な形で固定されていた首をクキクキと鳴らす。……筋でも違えていたら慰い謝しや料りようを請せい求きゆうしてやる。

「君は……ジネットちゃんを狙ねらっているのか？」

　まぁ、そこら辺は疑われても仕方がないことだろう。面倒くさいが、きちんと説明をして理解させるほかない。こういうのをなおざりにすると、後々尾おを引くからな。

「俺はこの街に来たばかりで、ここのことがよく分かってないんだよ。それで、ジネットのところでしばらく厄やつ介かいになることになったんだ」

「お人ひと好よしのジネットちゃんなら、一も二もなく承しよう諾だくしただろうね」

　エステラの視線が鋭くなる。

「これまでも、ジネットちゃんの優やさしさに付け込もうとした不届き者は何人もいたんだ」

　エステラに言われて、当たり前のことにようやく気が付く。あんな食物連れん鎖さの最底辺にいるようなジネットが、これまで狙われなかったはずがない。

　金や土地はもちろん、あの巨乳……女としてのジネットを狙った者もいたことだろう。

「もっとも、そういう輩やからは全部ボクが追おい払はらったけどね」

「お前が？」

「そうだよ。親友に危害を加えようとする虫を追い払うのは当然だろう？」

　こいつがそばで目を光らせていたおかげで、ジネットはこれまで平和に暮らせていたようだ。……なんでかな。ジネットがこれまでつらい思いをしていないと分かり、ちょっとだけ、安心した。

「そして……君も、追い払われる男の一人になるんだよ、これからね」

「はぁ!?」

　ちょっと待て！　俺はジネットを狙ってなどいない！

　あいつの金や店は…………まぁ、あわよくば、程度だ。真の目的ではない！

「俺はこの街のことを知りたいだけだ。誓ちかって、ジネットに危害を加えるような真似まねはしていない！」

「『精霊の審判』」

「──っ!?」

　突とつ然ぜん、エステラが俺を指さし『精霊の審判』を発動させた。

　俺の全身が淡い光に包まれる。

　……こいつ、なんの前まえ触ぶれもなく…………怖こえぇヤツだ。

　しばらくして、俺の全身を包み込んでいた光が消失する。

「へぇ……どうやら『危害を加えるような真似はしていない』っていうのは本当みたいだね。……今のところは」

「だからそう言ってるだろう！」

　……危ねぇ。

　あの巨きよ乳にゆうに指一本でも触れていたら、俺はカエルになっていたかもしれない。

　俺の目的は、明確に『この街の情報を得ること』と『宿』と『飯』だ。

　巨乳に目を奪うばわれる程度は許容範はん囲いということか……よかった、リビドーに負けなくて。

「でも、だからと言って、君を信用することは出来ない」

　真顔で、きっぱりと宣言された。

「……けど、ジネットちゃんは君を信しん頼らいしているようだし……まぁ、君が何かおかしな行動を起こさないうちは、特に事を荒あら立だてるような真似はしないでおくよ」

「お前……なんでそこまでジネットを気にかける？　親友だからって理由だけか？」

　このエステラという女は、そんな単純な正義感だけで動いているようには見えない。

　こいつの目は、善意の向こうに自分の利益を見み据すえている……そう、俺と似た目をしているのだ。平静を装った仮面の下に、本心をひた隠かくしにしているような……、な。

「言ったろ？　ボクはジネットちゃんの作る料理に惚ほれ込んでいるのさ。あの味をなくしたくない。これは、相当な理由になると思うけどね」

「だったら、俺をあの食堂から追い出すのはやめた方がいい」

「理由は？」

「俺がいなくなれば、遠からずあの食堂は潰つぶれるぞ。ジネットに経営は無理だ」

「ふむ……確かに」

　エステラは腕を組み、うんうんと頷うなずく。

「じゃあ、君があの食堂を立て直すって言うのかい？」

「俺があそこに住んでいて不自由を感じなくなる程度のレベルまでには、な」

　少なからず、俺があそこにいる間は……だけどな。

　俺の答えを聞いて、エステラはくすりと笑いを零こぼす。

　それは、先ほどまで張りつけていた鉄仮面を外したような、素す直なおな笑みに見えた。

「面おも白しろいね、君は。自分に正直で、欲よく望ぼうに素直で、極きわめてバカで……頭がいい」

　切れ長の目をくりっと丸めて、俺を見つめてくる。

　友好的に見えて、その実、隙すきのない視線。

　こいつは……油断ならないヤツだ。俺の直感がそう告げている。

「執しつ行こう猶ゆう予よをあげるよ」

「俺は犯罪者かよ。失礼なヤツだっ」

「君にだけは失礼だなんて言われたくないねっ」

　エステラは、子供のように頰ほおを膨ふくらませ胸を押さえる。

　素直な怒いかりを表現する様は、意外に可愛かわいらしかった。

「しばらく君を観察させてもらうよ。怪あやしい素そ振ぶりを見せればすぐに追い出すからね」

　エステラはそう言い残して、一人教会へと向かって歩き出す。

　随ずい分ぶんな言い草だ。

　長居するつもりもないのだが、追い出すなどと言われるのはさすがに心外だ。

「お前にあるのか？　俺を陽だまり亭から追い出すなんて権限が」

　遠ざかる背中に少々挑ちよう発はつ的な言葉を投げかける。すると、エステラは立ち止まり首だけをこちらに向けた。

「追い出すのは陽だまり亭からじゃなくて、四十二区からだよ」

　一変して冷たい声こわ音ねが空気を振しん動どうさせる。張はり詰つめた糸のような緊きん張ちようが走る。

「あ、それから。これは忠告だけどさ……」

　そして再び前に向きながら、エステラは最後にこう付け加えた……

「君に、髭ひげは似合わないよ」

「──っ!?」

　……こいつ、知ってやがるのか？

　俺が細工したあの貼はり紙を……髭を描かき足す前の似顔絵を、見てやがったのか……？

　確認しなければ。

　はっきりさせなければ。

　そんな思いから、俺は足を走らせ、教会の入り口でエステラの腕を摑まえた。

　摑んだ手を乱暴に引き、強引にこちらを向かせる。

「ちょっと待てよ、お前っ！」

「え、ちょっ、うわ……っ!?」

　教会の入り口の段差に足をかけていたエステラは、俺が強引に引き寄せたことで足を滑すべらせ、俺に向かって倒たおれてきた。

　このままでは二人揃そろって転てん倒とうしてしまう。

　咄とつ嗟さにそう判断した俺は、空いた左手で傾かたむくエステラの体を支えた。




　……ふにゃん。




「……ひっ!?」

　微かすかぁ～に、柔らかい感かん触しよくが手のひらに当たる。

　左手を見ると、俺の手は真っ平らなエステラの胸に押し当てられていた。

　…………うん。ほんのちょっとだけだけど…………あった。

「…………殴っていいかな？」

「いや、これは、人助けだ。事故と不ふ可か抗こう力りよくとラッキースケベは糾きゆう弾だんされるべきではないと、俺は思う」

「……いい加減、放してくれないかな？」

「エステラ、俺の国にはこんな言葉があるんだ…………『あと、五分』」

　左の頰を引っ叩ぱたかれた。

「君のこと……信用するのやめようかな？」

「……いや、俺は逆にお前を信用することにしたぞ……お前は、女子だ」

　グッと、親指を立てて突つき出だすと「最初からそう言ってるだろ」と、軽めのデコピンをもらった。「今回はこれで許すから、次からは気を付けてよね」的な、寛かん容ような制裁だ。

　エステラは俺を残して教会の中へ入っていき、俺も少ししてからその後を追った。

　と、玄げん関かん口にジネットが立っており、俺を出で迎むかえてくれた……の、だが。

　顔が紅あかい。

　そして、頰がぷっくりと膨らんでいる。

　眉まゆ毛げがくにゅんと吊つり上がっており、怒おこっているように見える。

「エ、エッチなのは、ダメだと言ったはずですよっ！　懺ざん悔げしてください！」

　こうして、俺は朝食の前に礼拝堂奥の懺悔室へ連行され、小一時間の懺悔を強要された。

　不可抗力だと訴うつたえるも、シスターベルティーナはそれを是ぜとせず、己おのれの中の悪事を懺悔せよと言うばかりだった。

　なので、「ぺったんこなのにちょっと気持ちいいと思ってすみません」と、懺悔しておいた。

　揺ゆるぎない巨乳派の俺が、ほんの一いつ瞬しゆんぺったんこに心こころ奪うばわれた瞬間だった……そこを懺悔すると、ベルティーナは、とても重いため息を吐つき、「……もう、行って構いません」と解放してくれた。

　かくして、俺の罪は浄じよう化かされたのだ…………ろうか？
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「なんで付いてくるんだよ？」

「今日は一日暇ひまだから、ジネットちゃんのお手伝いをと思ってね」

　教会を出た俺たちの後を、エステラが付けてくる。

　こいつのせいで俺だけ冷えた朝食を食わされたのだ。こいつは疫やく病びよう神がみだ。

「……（それに、君の行動も監かん視ししたいしね）」

　エステラが俺の耳元でぼそりと呟つぶやく。

「えぇい、顔が近い！　耳元でしゃべるな、ちょっといい匂においがして驚おどろいたじゃねぇか！」

「君って、本当に素直な人なんだな」

　エステラが呆あきれたような顔で俺を見る。

　調子が狂くるう。アノ手配書のことを知っていながら、あれ以降一いつ切さいそのことには触ふれやがらない。おまけに普ふ通つうに話しかけてきやがる。どういうつもりだ……とりあえずは出方を窺うかがうべきだろう。気分的にあまり一いつ緒しよにいたくないのだが。

「あ、そうだ。ヤシロさん」

　荷車を曳ひく俺の前をとことこと歩いていたジネットが、くるりとこちらを振ふり返かえる。

「今朝話していました海魚をくださる方って、エステラさんなんですよ」

「へぇ、そうなのか。おい、おかわり」

「君には感謝という感情がないのかい？」

　バカモノ。海の魚が美味うまいのは海のおかげだ。お前に感謝する理由がない。

「毎日持ってこいよ。そしたら、感謝くらいはしてやる」

「あのねぇ……門を通るのにどれだけお金がかかると思ってるんだよ……」

「エステラ」

「なんだい。急に真面目まじめな声を出して」

「俺は……自分の懐ふところが痛まなければ、基本なんだっていい」

「……君のクズっぷりは、感心するレベルだよ」

　エステラが重いため息を吐いてうな垂れる横で、ジネットはアゴを上げて視線を遠くへと向けた。──その表情が、微かすかに曇くもる。

「どうした、ジネット？」

　ジネットの視線を追うと、大きな畑のそばで二人の男が話し込んでいた。

「いえ、あの……、あそこにいるのはモーマットさんと……」

「行商ギルドのアッスントだね」

　必死に何かを訴えているワニ顔の男は、今朝会話を交かわしたモーマットだ。

　そんなモーマットと話をしているのは、ブタの顔をした恰かつ幅ぷくのいいオッサンである。エステラが言うには、アッスントという名前らしい。

「どうしたんでしょう？　何か、揉もめているようですけれど……」

　ジネットが不安げに言う。

　揉めているというよりかは、モーマットが一方的に怒っているという感じに見える。

　アッスントという商人はむしろ余よ裕ゆうさえ窺える、横おう柄へいな態度だ。

「少し様子を見に行こうか」

「そうですね」

　エステラが言い、ジネットが頷うなずく。

　俺もそれに従い、三人揃って言い争う二人のもとへと近付いていく。

「そりゃねぇだろ、アッスント！」

「なんと言われましても、もう決まったことですので」

「あ、あの！」

　ジネットが声をかけると、二人のオッサンは言い争いをやめこちらを振り返る。

　アッスントは余裕な感じでぺこりと頭を下げ、モーマットはばつが悪そうにしかめっ面つらになり、視線を逸そらす。

「これはこれは、陽ひだまり亭ていさん。いつもお世話になっております」

　アッスントがジネットに挨あい拶さつをする。

　ってことは、こいつが食堂にクズ野菜を卸おろしている業者の一人ってわけか。

「どうかされたんですか？　何か、揉めていたように見えましたけど」

「いえいえ。ギルドの決定事じ項こうをお伝えしていただけですよ」

「それが一方的過ぎんだろっつってんだよ！」

　飄ひよう々ひようと語るアッスントに、モーマットが我が慢まんならぬとばかりに嚙かみつく。

　しかし、アッスントは柳やなぎに風だ。

「モーマット。何があったんだ？」

　俺は肩かたで息いきをするモーマットに落ち着いた声で話しかける。

　モーマット寄りの意見を聞けば、アッスントは勝手に反論してくるだろう。それで両者の意見をスムーズに聞くことが出来る。話す相手を的確に選ぶのは、交こう渉しよう術の基本だ。

「何がも何も、こいつは今まで１キロ１Rbだったところを、５キロ１Rbで売れと言ってきやがったんだ！」

「そんな……それじゃあ、えっと…………」

　ジネットが指折り計算を始める。……暗算出来ないのかよ……ったく。

「五分の一の価格だな」

「そうだ！　そんな安値で買い叩かれちゃあ、こっちは商売あがったりだぜ！」

「そう言われましても、これは既すでにギルドで決定したことですので」

　モーマットがどんなに激げき昂こうしようが、アッスントは「すでに決まったこと」の一点張りだ。交渉する気もないようで、鷹おう揚ように頭を下げて話を終わらせようとする。

「今後はこの価格で買い取らせていただきますので、よろしくお願いいたします」

「待てよ！　こんな買い取り額じゃ、俺たち農家は一週間と待たずに死んじまうよ！」

「……本当ですか？」

　モーマットの不用意な一言に、アッスントが食いついた。

「『価格が変われば、モーマットさんたち農家の方々は一週間と待たずに全員死ぬ』と、そうおっしゃるんですね？」

「い、いや、それは言葉の綾あやで……」

　言葉に詰つまるモーマット。失言したという自覚があるのだろう。

　しかし、アッスントは饒じよう舌ぜつに、摑つかんだ勝機を逃のがさないよう捲まくし立てる。

「価格が変わることで皆みな様さまが死んでしまうというのであれば、行商ギルドはすぐにでも考えを改めさせていただきましょう。何よりも虚きよ言げんを嫌きらう精せい霊れい神しん様の名に誓ちかって」

　アッスントがいやらしく笑う。

　チェックメイト。そう言っているような目つきだ。

「どうでしょう？　試ためしに今回だけこちらの言い値で買い取らせていただけませんか？　それで、農家の方全員が死んでしまわれるようなことがあるのかどうか、見み極きわめさせていただきます。もし、死に直面した場合、すぐにでも差額分をお支し払はらいし、次回以降は現在の倍額で買い取らせていただきます。ですが……」

　アッスントがモーマットに一歩体を近付け、逆にモーマットは一歩後退する。

「もし、一週間経たっても死の兆候すら見えないようでしたら、その時は『精霊の審しん判ぱん』を発動させていただきたいと思います」

「ま、待ってくれ！　それだけは……！」

　今度は、身を引いたアッスントを追うようにモーマットが前進する。

　すがるように腕うでを伸のばし、アッスントに懇こん願がんする。

　その懇願を待っていたとばかりに、アッスントは満面の笑えみを浮かべた。自分では聖者のような笑みのつもりなのか知らんが、ハイエナの舌なめずりする顔にしか見えない。

「では、そちらのお願いを聞く代わりに、こちらのお願いも聞いていただけますよね？」

　その一言で、モーマットはがっくりと肩を落とす。

　勝負あったと、悟さとったのだろう。

「……分かった。５キロ１Rbでいい」

「いえいえ。違ちがいますよ」

「……は？」

　情けない表情をさらすモーマットに、アッスントはさらに邪じや悪あくな笑みを突つきつける。

「10キロ１Rbです」

「なっ!?」

　モーマットはアッスントに詰つめ寄り、両りよう肩かたを乱暴に摑む。

　アッスントはされるがままで、しかし涼すずしい表情を浮かべている。

「だって、あんたさっきは５キロ１Rbだって言ったじゃねぇか！」

「それはさっきまでの話です。そちらが新たな条件を追加したのですから、こちらもさらに条件を追加させていただきませんと、釣つり合あいというものが取れません」

「け、けど、10キロ１Rbだなんて……それじゃあ、本当に俺たちは死ん……っ！」

　また、不用意な発言をしかけてモーマットは口をつぐむ。今回はギリギリ思い留とどまれたようだが、それでも最初の発言は取り消せない。

「まぁ、これはあくまで交渉ですので、気に入らないようでしたら蹴けってくださって結構なのですよ」

「…………くっ」

　アッスントの肩から手を離はなし、モーマットはよろよろと後退していく。

　まるで意思を持たないからくり人形のようによたよたとした緩かん慢まんな動きで、完全に放心してしまっていると分かる。

「……モーマットさん」

　俺の隣となりで、ジネットが掠かすれた声を漏もらす。見ると、ボロボロと泣いていやがった。

　……なぜ泣く？　お前には関係のない話だろうに。

　モーマットの自じ滅めつは、まさにモーマットの考えなしが原因だ。自じ業ごう自じ得とくというヤツだ。

　騙だまされる方が悪い。……だというのに。

「あ、あのっ！」

　突とつ然ぜん、ジネットが声を発する。

　……あのバカ。今は口を挟はさむべき時じゃないだろ！

　俺は、この次の展開を想像して頭が痛くなった。

　すなわち、ジネットがモーマットに助け船を出し、そこに付け込まれて食堂が不利益を被こうむる。そして、ジネットはそれを躊躇ためらうことなく受け入れるのだろう。「それでモーマットさんが救われるのなら」と。

　ところがどっこい。アッスントは食堂にも農家にも負担を強しいるだろう。契けい約やくを交わした後では変へん更こうも出来ず、負ふ荷かの大きくなったまま貧びん乏ぼう人は益ます々ます搾さく取しゆされていくのだ。

「農家のみなさんの生活が苦しくなると、野菜の質も落ちると思います！」

　一丁前に、正論でアッスントを説得するつもりらしい。……まぁ、無む駄だだろうが。

　目も当てられず視線を逸らすと、エステラと目が合った。何かを言いたげにこっちを見つめてやがる。……なんだよ？　ジネットの面めん倒どうなら、お前が見ろよ。

　そんな思いを込めて睨にらみ返すと、エステラはすっと視線を逸らしやがった。

　……ふん。過保護に助けてやるつもりはないらしい。

「ほほぅ……それで、陽だまり亭さんは、我々にどうしろとおっしゃるのですか？」

　アッスントはジネットへ体を向け、軽く腕を組む。聞く態勢、……というより、言論武装といった感じだな。「受けて立つ」と顔に書いてあるようだ。

「ですので、買い取り料金をもう少し高くしてあげていただけませんか？」

「しかしそれでは、当ギルドが不利益を被ってしまいます。我々も、ボランティアではありませんのでね、それは難しいかと」

「で、でも、これまでは１キロ１Rbでやってこられたじゃないですか」

「我々ギルドも、今は厳しい状じよう況きように置かれておりましてねぇ」

　ギルドは厳しい状況に、ね……胡う散さん臭くさい発言だな。

「おい、エステラ」

　俺は、そっぽを向くエステラに近付き、小声で話しかける。

「噓うその線引きが分からん。手短に教えろ」

「線引き……というのは、カエルになるかどうかのラインかい？」

　さすがエステラだ。物分かりがよくて助かる。

　噓を吐ついただけではカエルにはならない。それは俺自身で実証済みだ。

　人がカエルに変わるのは『精霊の審判』を受けた時──だが、過去に何度も噓を吐き続けていた俺はカエルになっていない。つまり……

「現在話題に上っていることに限り、噓かどうかの判断をするってことか」

「概おおむね、その解かい釈しやくで間ま違ちがいないよ。ただし、『精霊の審判』が使用出来るのは当事者だけに限られる」

　人ひと伝づ手てに聞いたような噓では、当事者をカエルにすることは出来ない……ってことか。

『交渉』という観点から見れば、部外者の介かい入にゆうを防げるのはありがたいな。

「また、噓に時効はなく、『精霊の審判』をかけられればその時点でカエルに変えられてしまう。……何年経とうと何十年経とうと、噓は必ず裁かれるってわけさ」

　エステラの声こわ音ねには「だから、君もまっとうに生きなよ」という皮肉の色が込められていた。……大きなお世話だ。

「逆に言えば、『精霊の審判』にかけられなければ、噓を吐けるってことだな」

　エステラの話を別の角度から解釈すれば、『噓を吐いた後、何十年もカエルに変わらない場合がある』ということだ。それはつまり、『精霊の審判』さえかけさせなければカエルにはならず、噓を吐くことが可能だということになる。

　そして、そんな抜ぬけ道みちがあるからこそ……『精霊の審判』は最大級の脅おどしになる。

　命を奪うばわれるより生せい殺さつ与よ奪だつの権を握にぎられる方が、はるかに性質たちが悪いからな。

「……本当にひねくれた性格をしているね、君は」

「うっせぇよ。……あぁ、最後にもう一つ」

　首だけをこちらに向けるエステラに、不可欠な情報提供を求める。

「さっきのアッスントの発言は『精霊の審判』にかけられないのか？」

『ギルドも今厳しい』という発言だ。上手うまくすれば、アッスントがモーマットにした脅しと同じように活用出来るのではないかと思ったのだが。

「無理だろうね」と、端たん的てきな言葉で否定されてしまった。

「『厳しい』というのは、個々人の主観による判断が大きい。どんなに裕ゆう福ふくでも『この程度では厳しいのだ』と言い張ってしまえば、それは噓ではなくなってしまう」

「屁へ理り屈くつがまかり通るのかよ？　杜ず撰さんだな、『精霊の審判』ってのは」

「判断のしようがないものは裁かれない。それだけだよ」

「ってことはだ。絶対にあり得ないことで噓丸出しだが、俺がお前を『愛している』と言っても『精霊の審判』では裁けないってことだよな？」

「……喩たとえに悪意しか感じられないんだけど……まぁ、そうだろうね。君がボクのことを『愛している』と強く主張し続ければ、状じよう況きよう証しよう拠こがいかにそれを否定していても、『精霊の審判』は『君がボクを愛している』と判断するだろうね…………なんだかこの会話、凄すごく恥はずかしいね……」

　エステラが頰ほおを薄うすく染める。

　おぉ、こうして見ると女子に見えるから不思議だ。……まぁ、女子なんだけども。

「それより、いいのかい。そろそろ限界だと思うけど？」

　エステラが、盛大にテンパってもはや何を言っているのか自分でも理解出来ていないだろうジネットへと視線を向ける。懸けん命めいに口を動かしているのだが、成果がないどころか自分で自分の首を絞しめているような状況だ。……まったく、世話の焼ける店主だ。

「で、でも、モーマットさんはとても優やさしい方で、とても努力家で……！」

　まるで見けん当とう違ちがいな主張を始めている。

　優しさとか努力とか、そんなもんが金になるかよ。

　商人を説得するには、金を動かすか、動かせなくするか、そのどちらかしかないんだよ。

「で、ですのでっ、なんとかモーマットさんの負担が減るように、お願いします！」

「いやぁ、素す晴ばらしい。さすがは陽だまり亭さんです」

　アッスントが乾かわいた拍はく手しゆを贈おくる。

「分かりました。陽だまり亭さんがそこまでおっしゃるのでしたら、10キロ１Rbのところを５キロ１Rbへと戻もどすことも検討いたしましょう」

「本当ですか!?　よかったですね、モーマットさん！」

　パッと表情を輝かがやかせて、ジネットはモーマットに微笑ほほえみかける。

　モーマットも、「あ、あぁ」と、よく分からないままにぎこちない笑みを浮うかべている。

　……こいつらダメだ。『５キロ１Rbに戻して』って……戻ってねぇじゃん。

　しかも、『検討する』っつってるだけじゃねぇか。『検討した結果、10キロ１Rbで』ってことになるに決まってんだろ。

「その代わり、我々が被る不利益を、陽だまり亭さんの方で補ほ塡てんしていただくことになりますが……よろしいですか？」

「そういうことでしたら、よろこ…………もがっ!?」

　慌あわててジネットの口を塞ふさいだ。

　……こいつ、今、何言おうとした？　マジ怖こえぇわ、この天然。

「ん～！　もごもご！　もごもごもがもご！」

　えぇい、しゃべるな。手のひらを柔やわらかい感かん触しよくが行ったり来たりして気持ちいいだろうが！　しばらく手を洗わねぇぞ、コノヤロウ!?

　俺はジネットに顔を近付け、耳元で言う。

「いいから黙だまれ。これから俺がいいと言うまでは一言もしゃべるな」

「んん～ん？」

「何言ってんのか分からんが、言う通りにしろ。食堂がなくなってもいいのか？」

『食堂がなくなる』

　その言葉がジネットに突き刺ささったようで、ジネットは急に大人しくなった。

　見ると、泣き出しそうな顔をしている。

「お、おい、バカ、泣くなよ？」

　俺が言うと、ジネットの瞳ひとみに涙なみだが浮かび始め、今にも零こぼれ落ちそうになる。

「そ、そうならないように、俺がなんとかしてやるから！　だから、言うこと聞いて黙ってろ！　いいな!?」

　強く言うと、ジネットは俺の顔をジッと見つめた後、こくりと頷うなずいた。

　涙は、ギリギリ零れなかった。

　ジネットの口から手を離すと、「すはぁ～」と、ジネットは大きく息を吸った。

「しゃべるなよ」

　俺が言うと、改めてジネットは頷く。

　やれやれだな……ったく。

　………………はぁ。なんでなんとかしてやるなんて言っちゃったんだろ……

　あれかな？　自分が不利益を被るのが目に見えていたからか？

　いや、違ちがうな。きっとこれは金になるからだ。

　うん。俺の思おも惑わく通りに行けば、クソみたいな行商ギルドに一ひと泡あわ吹ふかせてやれる。

　だから俺は動いたのだ。……まだ『精せい霊れいの審しん判ぱん』のルールは完全に把は握あくしていないけれど……まぁ、この程度の小物なら練習相手には持ってこいか。

　とはいえ、少し不安だな……

　ちらりと、エステラを見つめる。

　あいつなら、俺のサポートくらい出来そうか……

「エステラ、ちょっと手伝ってくれ」

　手招きすると、エステラは素す直なおに俺の前まで歩いてく…………近い近い近いっ！　近寄り過ぎだ！

「ジネットちゃんを泣かせたね？」

　俺に体をぶつけるくらいに接近し、耳元でぼそりと呟つぶやくエステラ。……怖ぇよ。

「な、涙は零れてないから、セーフだろ？」

「……なんとか出来るんだろうね？」

「お前が協力してくれりゃあな」

「…………上手くいったら、今回の一件は水に流してあげるよ」

「そりゃどうも。つか、お前何様？」

「親友様さ」

　はは……女友達ってのは異世界に来ても厄やつ介かいなもんだな。日本でも、クラスの可愛かわいい子には女友達って名前のガーディアンが何体か張りついていたっけなぁ……

「もししくじるようなら……刺すからね？」

　エステラが刃は渡わたり20センチほどの、凶きよう器きとしか呼びようのないナイフをちらつかせる。

　……さすがに、日本の女友達ガーディアンは、ここまではしなかったが。

　刺されたくないので頑がん張ばることにする。……やれやれだ。

「ミスターアッスント。選手交こう替たいだ」

「おや、初めてお見かけする方ですね？　どのようなご関係の方で？」

「昨日から陽だまり亭で働くことになったヤシロだ。姓せいは、わけあって伏ふせさせてもらうぜ」

　俺が言うと、エステラがまた体を寄せてきた。

「……（なぜボクのマネをするんだい？）」

「……（バカ正直に本名を名乗るのが嫌いやになっただけだよ）」

「……（ボクに憧あこがれてるなら素直にそう言えばいいと思うよ）」

「……（はっはっはーっ。Ｂカップになってから言え）」

「……（……刺すよ？）」

　マジなトーンのエステラから一歩離はなれ、俺はアッスントと対たい峙じする。

　一歩動いたことで、ちょうどモーマットを背に庇かばうような立ち位置になった。

「ヤシロ……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　モーマットが小声で俺に尋たずねてくる。

　……お前に心配される謂いわれはねぇよ。この自じ爆ばくワニ。

「農家の買い取り価格の前に、こちらから一つ頼たのみたいことがあるんだが？」

「おや、なんでしょう？」

　アッスントの表情が和やわらぐ。この流れでさらにこちらから願いを追加したのだ、交こう渉しようを有利に運べると踏ふんだのだろう。与くみしやすいとでも思ったのかもしれん。

「現状、陽だまり亭はいくつもの業者から仕入れを行っている。それを一本化したい」

　アッスントの小鼻がピクリと動く。

　仕入れ先の一本化は、ギルドにしてみれば収入減に繫つながる。輸送費と手数料が減るのだからな。……さて、どう出る？

「それは、私個人ではどうにも……。各おの々おのの商人に、個別に話をしていただかないと」

　そう来たか。

　で、個別に話すと口裏を合わせたように「俺を切るとこの商品が手に入らなくなるぞ、損をするぞ」と脅おどしをかけてくるんだろ？　そして実際にその商品を売らないようにし、こちらが立ち行かなくなったところでぼったくり料金で売りつけると……

　コネのない弱小事業主には有効な脅しだろう。…………だが。

「じゃあ、まず手始めに、あんたとの取引を無しにしてくれ」

「──っ!?　……よ、よろしいんですか？　私との契けい約やくがなくなると、陽だまり亭さんは野菜が手に入らなくなるんですよ？」

　俺の返答が予想外だったためか、一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を浮かべたアッスント。

　しかしすぐさま落ち着きを取り戻し、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。

「ヤシロさんはお若いからご存じないのかもしれませんが、商人の間にもいろいろ複雑な取り決めがありましてね。私は野菜担当で、フルーツや魚には手を出していないんです。他ほかの商人も然しかりでして、どの商人ともバランスよくお付き合いしていただくのが、お互たがいのためかと思いますがねぇ……」

「野菜なら、直接農家から買う手もあるだろう」

「直接？　あっはっはっはっはっ！　それはいけません。不可能ですよ」

　突とつ然ぜん、アッスントが腹を抱かかえて笑い出した。

「なるほど。あなたの自信の理由が分かりましたよ。直接売買。確かに、それをすれば安く仕入れることは可能でしょう……しかし、それはルール違い反はんです」

「ルールってのは、ギルドのか？」

　だとしたら、ギルドに加入していない俺には関係のない話だ。

「いいえ。教会のルールです」

「教会の？」

　俺は、隣となりに控ひかえているエステラに視線を向ける。

　俺の視線の意味を汲くみ取り、エステラが説明をしてくれる。

「各職業の収入を守るために、教会は職業同士が競合しない仕組みを作り上げたんだよ。具体的に言うなら、海漁ギルドに加盟していない者が勝手に海で魚を捕とって販はん売ばいすることは禁止されている。これは、価格崩ほう壊かいを防ぐための措そ置ちで、決まった者たち以外はその仕事で儲もうけを出してはいけないとされているんだ」

「違反した場合は？」

「中央区の統とう括かつ裁判所によって裁かれ、街からの追放や、悪質な場合は処しよ刑けいもあり得る」

　そりゃ恐おそろしいな。つまり、密漁して破格の値段で売るなってことか。

　まぁ、そんなもんが横行したら市場が破壊されて取り返しがつかなくなるだろうからな。

「もっとも例外はあって、各区の領主の許可証があれば単発的にその商売を行うことが出来るよ」

　偶ぐう然ぜん手に入れたアイテムなんかを売る時には、そういう許可証がいるってことか。ギルド未加入の者の身分を、そいつが住んでいる区の領主が保証するって感じかな。

「そして、行商ギルドは各生産者と契約を取とり交かわしておりまして、そこのモーマットさんは我がギルド以外の者に商品を売ることを禁じられているのです。違反した場合は、『精霊の審判』により、カエルです」

　ギルドと生産者の契約違反は統括裁判所ではなく『精霊の審判』によって裁かれるのか……あ、そうか。ギルドと生産者間の契約は『契約を守ります』っていうのに違反するから『噓うそ』になるけども、密漁は『密漁しません』という契約を交わしていないから『噓』にはならないんだ。

　つまり、『噓』ではない違反行こう為いを裁くのが統括裁判所ってわけだ。

「お分かりいただけましたか？　ヤシロさんの秘策は、残念ながら実じつ施し出来ないのです。お気の毒様ですが……んふふふ」

　う～ん、その勝かち誇ほこった顔、ムカつくな。

　俺に言わせりゃ、お前こそお気の毒様だぜ。なにせお前は、俺の『叩たたき潰つぶしても心が痛まないリスト』に入ってしまっているのだからな。

「ちなみに、ゴミを買い取ってくれるところはないのか？」

「ゴミ……、ですか？」

「あぁ。陽だまり亭の机と椅い子すをそろそろ買い換かえようかと思うんだが……廃はい棄き処分したいものを買い取ってくれる商人がいたら紹しよう介かいしてくれないか？」

「あはははっ！　いや、ヤシロさんは本当にユニークな方だ。廃棄処分するものに金を出す商人なんていませんよ」

「は？　なんでだよ、もったいねぇ」

「そう思われるのでしたら、ヤシロさんがその商売を始められてはいかがですか？　使えもしないゴミを、買い取る……ふふ、商売を。なんなら、応おう援えんいたしますよ。んふふ」

　俺を小こ馬ば鹿かにするように、アッスントはニヤニヤと笑みを浮うかべている。

　そのムカつく笑み、いつまで浮かべていられるかな？

「それで、どうされますか？　先ほどおっしゃっていた通り、私との取引を解除されますか？」

『先ほどおっしゃっていた』を、強調しやがった。

　つまり、取引を続けたければこちらが吊つり上あげる条件をのめよという前まえ振ふりだ。

「もし、取引の継けい続ぞくをご希望でしたら、こちらから新たな価格を提示させて……」

「いや、打ち切りでいい」

「…………は？」

　アッスントが固まり、理解出来ないものを見るような目で俺を見ている。

「……後こう悔かい、しませんね？」

「まぁ、たぶんな」

「そう、ですか…………えぇ、いいでしょう。お好きなように」

　アッスントの声が、急に冷たいものに変わる。相当イラついているようだ。まぁ、これも交渉の手口なのだろうが。

　あからさまに怒おこっておけば、次回の交渉の際に自分が優位に立てる。怒らせてしまった相手と交渉するためには、こちらが下手に出るしかないからな。多少の無理難題も聞かなくてはいけなくなる。

　アッスントは一いつ貫かんして交渉を有利に運ぼうとしている。

　だが、俺には通用しない。なぜなら、次の交渉などないからだ。

　俺が余裕の態度でいるからだろうか、アッスントは居い心ごこ地ちの悪そうな表情を覗のぞかせる。そして、俺への牽けん制せいのつもりなのは丸分かりなのだが、モーマットに対してこんなことを言い放った。

「契約していた場所が一つ減って、ギルドの運営はまた厳しくなるでしょう。こうなっては、10キロ１Rbからはびた一文負けることは出来なくなりましたね！」

「そ、そんな！」

　俺のせいで、モーマットにしわ寄せが行ったのだというアピールだ。

　それに乗せられてモーマットが俺を睨にらむ。

　って、いやいや。お前どっちにしても10キロ１Rbの条件のむ気だったじゃねぇかよ。

「それで売ってやれば？」

「バカな!?　お前は俺たちに死ねというのか!?」

「言ってねぇよ。そういう極きよく端たんな発想だから足をすくわれるんだろ」

　鼻息荒あらく憤いきどおるモーマットに、俺は冷静に言葉をかける。

　モーマットも自分の落ち度を理解しているようで、それ以上は強く言ってこなかった。

　今にも泣きそうな、絶望に満ちた表情をしている。

「しかし、そうなったら……これからどうやって生きていけばいいんだ……」

「自給自足に頼たよるしかないんじゃないか？」

「そんなもの、今でもそうしている。ウチで食べるものは、全部ウチの畑で採れたものだけだ！」

「もっとたくさん自分の家用に確保すればいい。で、余よ剰じよう分だけをギルドに売ってやれよ」

「野菜を大量に確保したところで、食べきれなければゴミになるだけだろう!?」

「ゴミなら捨てちゃえばいい」

「俺の野菜を無む駄だに捨てろってのか!?」

　モーマットのごつい手が俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ、ギリギリと締しめ上げてくる。

　恐ろしいワニの目が俺を睨む。今にも一飲みにされそうな迫はく力りよくだ。

「ちなみに、ゴミを売り買いするギルドは存在しないらしいから、そこは自由にやってもルール違反にはならないみたいだぞ」

「それがどうした!?　誰だれがゴミなんか買ってくれるんだ!?」

「俺」

「…………は？」

　モーマットがマヌケ面をさらし、手の力を緩ゆるめる。

　その隙すきに、俺はごつい手から逃のがれ、襟えり元もとを直す。

　そして、背筋を伸のばしてモーマットに言ってやる。

「もし、大量にゴミが出るようなら俺に言ってくれ。10キロ20Rbで引き取りにこよう」

「なっ!?」

　これまで、モーマットたちが手にしていた金額は１キロ１Rb。10キロ10Rbだ。

　そして、ジネットが仕入れていたクズ野菜は……帳ちよう簿ぼを調べて目玉が飛び出そうになったのだが……なんと、10キロ80Rbも払はらってやがった。ジネット……あり得ねぇよ。

　10キロ20Rbで俺が買い取れば、モーマットは従来の二倍の収入が見込め、陽だまり亭は四分の一の支出で済む。いいこと尽ずくめだ。

「といっても、ウチでも引き取れる量に限りがあるから、『近きん隣りん農家と相談して』総量は制限させてもらうけどな」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　俺の言葉に口を挟はさんできたのはアッスントだった。

「それは違反だ！　我々行商ギルドへの妨ぼう害がい工作だ！　そんなことは認められない！」

「そうか？　俺は、『商品にならない廃はい棄き物ぶつ』を買い取るっつってるだけだぞ？」

「廃棄物じゃないではないですか!?」

「廃棄物さ。一家庭で10キロも20キロも野菜は食わねぇだろ？　腐くさる前に捨てたって問題ないじゃないか。それとも何か？　農家が家庭で消費していい野菜の総量でも、ギルドは規定しているのか？」

「……いや、そんなことは…………」

「モーマットがどれだけ自宅用に野菜を確保しようが、確保した野菜を捨てようが、それはギルドの与あずかり知るところではないはずだ。そして……」

　俯うつむき加減になったアッスントの鼻先に、俺は指を突つきつけて、はっきりと言ってやる。

「『廃棄処分するものに金を出す商人なんていない』と言ったのはお前だろう。そして、こうも言ったな？　『そう思われるのでしたら、ヤシロさんがその商売を始められてはいかがですか？　使えもしないゴミを、買い取る商売を』と……」

「……くっ！」

　アッスントの額に、くっきりと血管が浮かび上がる。

　脂あぶら汗あせが滲にじみ出だし、テカテカとブタの顔がテカり出す。

「だから俺が始めるのさ。食堂との掛かけ持もちになるが、その新しい商売をな」

　そう断言すると、アッスントは完全に沈ちん黙もくしてしまった。

「お…………おぉ…………ってことは、俺たちは、これまでの二倍の収入が手に入るってことか!?」

　モーマットがわなわなと体を震ふるわせている。

「単純か、バカワニ」

「なんだと!?」

　浮かれているワニに、俺は釘くぎを刺さしておく。

「陽だまり亭は貧しい農家を救済出来るほど裕ゆう福ふくじゃねぇ。あくまで、『ウチで使う分だけは』従来の倍の値段で買ってやる。しかし、それ以上は俺にも捌さばけねぇ。そこから先は行商ギルドと話し合っていいところで折り合いをつけるんだな」

「あ、あぁ……分かったよ。いや、でも、嬉うれしいじゃねぇか。俺の野菜の価値が上がったみたいでよぉ！」

　はしゃぎ回るモーマット。このワニはどうもイマイチ理解していないようだが……まぁ、あとのことは自分でやれ。

　クズ野菜よりも安い値で普ふ通つうの野菜が仕入れられるようになって、こっちは万々歳だ。

　農家の連中も、毎月一定額の収入が確保されれば、多少は楽になるだろう。

　少なくとも、全部の野菜を従来の十分の一で買い叩かれるよりかはマシなはずだ。

「……お見事」

　エステラが俺の肩かたに手を載のせ、そんな言葉を囁ささやく。……なんか、褒ほめられているみたいで居心地が悪い。

「さっきの俺の話で、『精せい霊れいの審しん判ぱん』に引っかかりそうなところはなかったか？」

「そうだねぇ…………うん、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　イマイチ安心出来ないが、とりあえずは信用しといてやる。

「それよりも、ギルド開設の申しん請せいを領主に出した方がいい」

「ギルド開設？」

「新しい職業を始めた者は、それが属するギルドを開設出来るんだ」

「ゴミ回収ギルドか？　いらねぇだろ、そんなもん」

「いや、必要になるよ。あとから別の誰かに開設されたら、そっちのルールに従わなければいけなくなるんだからね」

　なるほど、俺の商売に後乗りして美味うまい汁しるを吸おうってヤツが出てくるのを防がなければいけないのか……

「開設の仕方が分からん」

「一週間分のお昼ご飯で手を打つけれど？」

　エステラがドヤ顔で俺に言う。

　まぁ、先立つものがない俺としてはありがたいが……こいつに借りを作るのか…………あ～ぁ。

「……了りよう解かいだ。よろしく頼たのむ」

「任せておいてよ。手続きは数日で完かん了りようすると思うから、楽しみに待っているといいよ」

　俺の背中をポンと叩たたき、エステラは駆かけていってしまった。

　……あいつ、信用していいのかなぁ？

　モーマットは相変わらず興奮状態で、畑の中をのっしのっしと歩き回っては、思い立ったように雄お叫たけびを上げていた。……怖こえぇよ。

「……あれ？」

　気が付いたらアッスントの姿がなかった。

　負けを認め大人しく身を引いた…………わけ、ないよな。

　何かを仕し掛かけてくるかもしれない。十分用心しなければ。

　そして、……こいつである。

「…………」

　自分の口を両手で押さえ、大きな瞳ひとみをうるうると輝かがやかせ、頰ほおと耳を真っ赤に染めたジネットが俺をジッと見つめていた。

　愚ぐ直ちよくに、『俺がいいと言うまでしゃべらない』つもりのようだ。……が、そろそろ限界が近いらしい。さっきからしきりに「しゃべりたいです！　もういいですか!?」と、目で合図してきている。

「……しゃべっていいぞ」

「ヤシロさんっ！」

　俺が許可するなり、ジネットは俺に飛びついてきた。

　胸のあたりに、堪たまらん柔やわらかさが押しつけられる。

「凄すごいです、ヤシロさん！　モーマットさんも、ウチの食堂も、みんなみんな楽になりました！」

「いや、まだなってないだろ？」

「これからなります！」

　相当嬉しかったようで、こいつは失念しているのだろう。ウチが楽になる分、行商ギルドが損失を被こうむるということを。

　もっとも、このお人ひと好よしには気付かないでいてもらった方がいいだろうけどな。

「しかも、クズ野菜ではなくて、ちゃんとした野菜ですよ!?　凄いです！　ウチに来るお客さんも、きっと満足してくださいます！」

「あの食堂……客来るの？」

「来ますよ、それは！　日に五人くらいの方がいらしてくださってます！」

　少ない……ゼロではないのがせめてもの救いと言えなくもないが…………五人って……飲食店として成り立っていないレベルじゃねぇか。

　こりゃあ、マジでなんとかしなきゃ、早々に宿なしリターンズになっちまうな。

「おぉい、お前たち」

　畑をのっしのっしと歩き回っていたモーマットが俺たちを呼ぶ。

　手には、色とりどりの野菜を山のように抱かかえている。

「感謝の気持ちだ。受け取ってくれ」

「ぅええっ!?　そんな、悪いですよ！　そんなにたくさん！」

「いいんだよ、ジネットちゃん！　ヤシロがいなかったら、この野菜もクズ同然の価値しかなかったところなんだ。売り上げもそうだが、何より、俺んとこの野菜の価値を守ってくれたことが嬉しいんだ。どうかもらってやってくれ」

「いえ、でも……」

「じゃあ、ヤシロ！　お前ならもらってくれるだろう？」

　遠えん慮りよの塊かたまりみたいなジネットを通り越こして、モーマットは俺にそう持ちかける。

　タダでくれるというのであれば、こんなにありがたいことはない。

　これで、業者と早々に手を切れそうだ。

「ありがたくいただくとしよう」

「がっはっはっ！　そうこなくっちゃな！」

「あの、でも、ヤシロさん……」

「ジネット。モーマットは野菜の価値が守られたことに喜びを感じているんだ。だったら、この野菜をお前が美味い料理にして客に出してやれば、こいつは一層喜ぶと思わんか？」

「わたしの料理で……モーマットさんが、喜ぶ？」

　少し信じがたいという表情でモーマットを窺うかがい見るジネット。

　モーマットは明確に頷うなずき、豪ごう快かいな笑えみを浮うかべる。

「そりゃいいや！　ウチの野菜が美味いってこと、ジネットちゃんとこの客どもによぉく教えてやってくれ。そうすりゃ、俺も嬉しいぜ」

　モーマットの言葉を聞いて、ジネットの表情が明るくなっていく。

「はい！」

　そうして、ジネットはモーマットに駆け寄り、山のような野菜の運うん搬ぱんを手伝い始める。

　まったく……。くれるというものをもらうだけでも小難しく考えやがって。

　お前の利益は俺の糧かてになるのだ。遠慮なんかさせるかってんだ。

　でなけりゃ、俺への給料も期待出来ないからな。

　なんにせよ、無タ料ダで野菜が手に入ったのは喜ばしい。

　教会への寄付とエステラへの謝礼はクズ野菜で済ませるとして、こっちの野菜はメニューに載せてしまおう。

　客単価を上げて利益を上げる。そして、さっさと店の改修を行ってもっと客を呼べるようにするのだ。

　店が繁はん盛じようすれば、いろんな人間が訪おとずれる。

　そうすれば、この街の情報も手に入るし、コネも出来るだろう。

　おまけに、行商ギルドのようなきな臭くさい商売を行っている連中の情報も摑つかめるかもしれない。……あくどい商売は俺のいいカモだ。

　この街のあくどい連中がジネットをカモにしているのなら、そのあくどい連中を俺がカモにしてやる。

　俺こそが、詐さ欺ぎ師しピラミッドの頂点に君臨するのだ。

　陽だまり亭は、思っていた以上に俺に恩おん恵けいを与あたえてくれるかもしれない。

　この街で『商売』を始めるための地じ盤ばんを固め、俺があの店を出ていくまでの間……何かと役立ってもらおうじゃねぇか。当座の拠きよ点てんとしてな。

　そのためには、今すぐに潰つぶすわけにはいかない。ある程度繁盛させる必要もあるだろう。

　人も金も情報も、待っているだけでは集まってこないのだ。

　……うむ。なんとなく、俺のやるべきことが見えてきた気がする。

「ジネット」

「はい」

「食堂を立て直すぞ」

「……え？」

「もっと客を呼べる、人気の食堂にするんだ」

「陽だまり亭を、ですか？」

「そうだ。毎日大勢の人が集まる、そんな場所にするんだ」

「お祖父じいさんが……いた頃ころのように、ですか？」

　いや、祖父さんがいた頃のことは知らないが。

　ジネットは言葉を詰つまらせ、一いつ瞬しゆん、泣きそうな表情を浮かべる。

　けれどそれはすぐに笑みへと変わり──

「……はい。頑がん張ばり、ましょうね」

　──涙なみだは、嬉し涙として零こぼれ落ちていく。

　まぁ、精々利用させてもらうさ。

　この単純で世間知らずな、お人好しをな。
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「凄いですっ！　椅い子すが、ガタガタしませんっ！」

　驚きよう愕がくの声を上げるジネットに、軽く驚愕。……それが、普ふ通つうの椅子ってもんなんだよ。

　店の裏に、薪まきに使うという大きな丸太が転がっていたのでそれで椅子とテーブルの脚あしを直してみた。これで落ち着いて飯が食えるだろう。

「わたしは、どうも大工仕事が苦手でして……。ヤシロさん、ありがとうございます」

　あのガタガタした椅子はジネットの仕し業わざだったらしい。長さを揃そろえて釘くぎで固定するだけだってのに、よくもあそこまでガタガタに出来たもんだ。パンツは上手うまく作れるくせに。

「これで、お客さんもくつろいでくださいますね」

「客が来れば、な……」

　俺が陽ひだまり亭ていに居着いてからすでに数日が経たっているが……本っ気で客が来ないのだ。ちょっと引くくらいに客がいないのだ。

　今日だって、もう辺りが暗くなり始めているにもかかわらず、ジネットの茶飲み友達だというババアが一人やって来ただけだ。

　この店は、飯は美味うまいのだが接客業としては落第点だ。立地も酷ひどいしな。

　もしここが俺の店なら、死しに物もの狂ぐるいで集客に努めてあれやこれやと策を弄ろうしているところだが……こののんびり娘むすめはマイペースに日々を過ごしている。

　さも、「この場所があるだけで幸せなんです」とでも言わんばかりに。

　しかも、ガタガタしない椅子がそんなに嬉うれしいのか、座ったまま体を揺ゆすっては顔の筋肉をゆるゆるに緩ゆるめてニヤニヤしている。

「そんなに嬉しいか？　普通の椅子だぞ」

「あっ、いえ。そうではなくて……」

　半笑いを指し摘てきしてやると、ジネットは照れたように俯うつむいて、それでも嬉しさを隠かくせない様子で口角を持ち上げる。

「……楽しいな、と、思いまして。この食堂に人がいて、こうやっておしゃべり出来て、一いつ緒しよに美味おいしいご飯が食べられて…………わたし、とても楽しいです」

　よく熟うれたリンゴのように頰を赤く染め、幸せ満開の笑みを浮かべる。

　きっと、こいつの祖父さんがいた頃はそれなりに賑にぎわっていたのだろうなと、ジネットの嬉しそうな顔を見てそう思った。

「客は皆かい無むだけどな」

「か、皆無では、ない……じゃ、ないですか。ムムお婆ばあさんも、来てくれましたし」

「１Rbの茶を一いつ杯ぱい飲んだだけじゃねぇか」

「でもでも……毎日陽だまり亭に来てくださるだけで、わたしはとても嬉しくて……」

　それじゃ利益にならねぇだろ。『楽しい時間、プライスレス』とか言ってる場合かよ。

「このお店は、わたしにとってとても大切な場所で……ムムお婆さんや、エステラさんや……みなさんにとってもそういう場所であればいいなって」

　こいつ自身も、現状をまるで分かっていないというわけではないのだろう。こうやって指摘すればへこんだ表情を見せる。焦あせりもあるだろうし悩なやんでもいるかもしれない。なんとか盛り立てようと努力をしてはいるが、努力だけではどうにも出来ずに、ただ大切という思いだけが空回りして……だからこそ、こうしてデカい目をうるうると潤うるませて俺をジッと見上げて「分かってください」みたいな視線を送ってきているのだろう。

　……そんな目で見んな。

「ヤシロさんにとっても、そうであってくれると……わたしは、嬉しいです」

　大切な場所、ね。

　まぁ、大切かな。壁かべと屋根があるし、野宿よりはマシだ。あと飯が美味い。

　俺の準備が整うまでは残っていてくれないと困る、くらいには大切かもな。

「そんなに大切なら、もっと客を呼べるように色々改善しなきゃだろうが」

「はい。そうですね。では、まずは何をしましょうか？」

「俺に聞くなよ……店長はお前だ」

　俺は便利屋でもお助けマンでもないからな？　俺は、俺にとって利益になること以外で動くつもりはない。

「では、美味しい料理を提供して、みなさんに好きになってもらいましょう！」

　……だから、その提供する相手をどうやって呼ぶんだっつぅ話なんだが…………

「きっと、お客さんは来てくださいますよ」

　と、なんの根こん拠きよもないジネットの発言と同時に、陽だまり亭のドアが開き来訪者がやって来た。……まさか、客か!?

「やぁ、諸君！　ご馳ち走そうになりに来たよ！」

　エステラだった。

「帰れ！」

「酷いなっ!?　その言い草はなにさ、失礼なヤツだな！」

　エステラは足音を荒あららげて俺の向かいへと座る。

　なんで向かいだ？　他ほかにも席はいくらでも空いているだろうに。

「お昼ご飯をご馳走してくれる約束だろ？　だから食べに来たんだよ」

「残念だな。今はもう夜だ」

「この三日間、君に頼たのまれた申しん請せいを通すために奔ほん走そうして、今の今までかかってたんだよ。今日なんて、お昼を食べ損そこなったんだからね！　それくらい頑張ってたわけさ！　分かるかい!?」

「それはご苦労だったな。だが、これから食う飯が夕飯であることに変わりはない」

「君ねぇ！　あんなに頑張ったボクからお金を取ろうって言うのかい!?」

「あのな、エステラ。努力に価値はない。重要なのは結果だぜ？」

「きちんと結果も出してきたよ。申請が通った。今日からゴミ回収ギルドは活動が出来る」

「偉えらい！　褒ほめて遣つかわす」

「……そんな上から目線じゃなくてさぁ……」

　ジトッとした目でエステラが俺を睨にらむ。

　なんだよ、不満なのか？　しょうがねぇなぁ。

「ご褒ほう美びに頭でも撫なでてやろう」

「なっ!?」

　エステラは頭を押さえ、俺から距きよ離りを取るように体を仰のけ反らせる。ほのかに頰ほおを染めて牙きばを剝むく。

「ボクを子供扱あつかいするな！」

「じゃあ、ご褒美に尻しりでも撫でてやろう」

「それのどこがご褒美だ!?」

　バカヤロウ。叱しかる時はお尻ぺんぺんで、褒める時はお尻なでなでだろうが！

「まったくもぅ……分かったよ。ボクの負けだ。『夕飯』にはお金を払はらおう。ただし、今後多少の時間の誤差で渋しぶるのは無しだからね!?　『午前中だからまだ朝食だ』とか、『三時だからおやつだ』とか！」

　おぉ、さすがエステラ。俺がやろうとしていたことを先読みしやがった。

　まぁ、こいつの働きも認めないわけではない。いいだろう。今回だけで勘かん弁べんしてやる。

「ジネット。大量に余っていて、明日あしたに持ちこせないようなものはあるか？」

「それでしたら……川魚でしょうか」

「エステラ。この店の川魚の煮に込こみは凄すごく美味しいぞ、おすすめだ」

「……君、ホンットにいい性格してるよね」

　呆あきれ返かえった目で俺を見て、エステラはため息を漏もらす。

「じゃ、川魚の煮込みと黒パンを」

「かしこまりました！　少々お待ちください！」

　跳はねるような足取りで厨ちゆう房ぼうへと駆かけていくジネットを見送った後、エステラは疲つかれ切ったような顔で俺を見て、またため息を吐つきやがった。

「君ってさ、相当腹が黒いだろう？」

「インドアを絵に描かいたようなこの俺の腹が小麦色だとでも？」

「肌はだの色じゃなくて、腹黒だって言ってるの！」

「乳ち首くびは綺き麗れいなピンク色なんだがな」

「聞いてないし、聞きたくもないよ、そんな情報！」

　エステラは耳を赤く染め、そっぽを向く。

　いかんな。ジネットと違ちがってこいつにはいくらセクハラしてもいいような気がしてしまう。というか、反応が面おも白しろくて、「むしろもっとやってください」と言われているようにしか思えない。

　が、まぁ……真面目まじめな話、こいつの鋭するどさは危険だな。

　俺が腹黒だと気が付けるのは、それはきっとこいつも同類だからだ。

　それに。エステラは、常に何かを隠している。

　こいつの目は、そういう目だ。俺も同類だからな、分かるんだよ。

　俺が腹黒だって言うんなら……

「お前はどうなんだよ？」

　挑ちよう発はつするように言ってやる。

　と、エステラは俺をキッと睨み、拳げん骨こつを俺の顔にめり込ませた。

「……んごっ!?」

「な、なんでボクが、き、君に乳首の色を教えなくちゃいけないのかな!?」

　ち、違う……そうじゃないんだ、エステラよ……

　誤解を解きたいのだが、……痛くてしゃべれない…………

　あぁ、セクハラもほどほどにしないとこういう目に遭あうってことだな……気を付けよう。

「お待たせいたしまし……ふぇえっ!?　ヤ、ヤシロさん、どうされたんですか!?」

「気にしなくていいよ、ジネットちゃん。自じ業ごう自じ得とくだから」

「そ、そうなんですか……？」

　自業自得というか、エステラの勘かん違ちがいなんだが……まぁ、自業自得か。

「ジネットちゃん。もし彼に変なことされた時は、これを使うといいよ」

「ぅぇえっ!?　な、なんですかこれ!?」

　ジネットの驚おどろきようが気になって、痛みをこらえて視線を上げると──棘とげの生えた鉄球付きメイス、モーニングスターがそこにあった。

「これがあれば、ジネットちゃんでもヤシロを仕留められる」

「物ぶつ騒そうなもん持ち込んでんじゃねぇよ！」

「なんだよぉ。これは聖職者の愛用する武器なんだよ」

　愛用は違うだろう。好き好んでこんなもんを振ふり回まわす聖職者がいたら、そいつはきっと邪じや神しんか何かに魅み入いられてんだよ。

「今日、四十二区にやって来た他区の行商人から買ってきたんだ」

「他区の行商人？」

「あぁ。なんでも各区の教会を巡じゆん礼れいしているそうだよ。教会の庭で露ろ店てんを開きたいらしくて、領主のところに出店許可の申請に来てたんだ」

「なんでお前がそんな情報知ってんだよ？　さては……盗ぬすみ聞ぎきしたな、いやらしい」

「あのね……ボクがゴミ回収ギルドの開設申請してたこと、もう忘れたのかい？」

　それにしたって、他人の申請内容まで知ってるなんて……覗のぞき見みしたな、いやらしい。

「露店なんて、なんだか楽しそうですね」

「ジネットちゃんも見に行けばいいよ」

「いえ。わたしはお店がありますから」

　こんな客の来ない店に張りついている必要なんかないのだろうが、モーニングスターを売っているような露店など見る必要もないか。うん、俺もパスだな。

「今朝、手続きの合間にちょっとだけ見せてもらったんだけど、色々面白い物を売っていたよ。ボクは、また覗きに行こうかな」

「では、その後で見てきた感想を聞かせてくださると嬉うれしいです」

「うん、分かった。話しに来るよ」

　楽しそうに話すジネットとエステラ。娯ご楽らくの少ない四十二区の人間にとっては、他区からやって来る行商人なんてのは興味深いものなのだろう。

　そういや、ガキだった頃ころは、移動パン屋とか妙みようにテンション上がったっけ……

「まぁ、機会があれば、ジネットが覗きに行ける露ろ店てん商しように巡めぐり合あうこともあるだろう」

「はい。そうですね」

　せめてもの慰なぐさめにと適当な気休めを口にした俺に、ジネットは柔やわらかい笑えみを向ける。

「ありがとうございます、ヤシロさん」

　いや。そんな、礼を言われるようなことではないんだが……

　どんなことも好意的に受け取るジネットには、こんな口先だけの言葉すらも親切に聞こえるのだろう。世の中に蔓延はびこる悪意に対し鈍どん感かん過ぎる。無む頓とん着ちやくと言ってもいいかもしれない。「本当の悪人なんていない」と思っているタイプだ。

　こいつはいつか痛い目を見る。確実に。断言出来るね。




　──ただ、それがこんなに早いとは、さすがの俺も思わなかった。







　ゴミ回収ギルドの申請が通ったという知らせから数日が過ぎ、今日は例の行商人が教会で露店を開くと言っていた日だ。露店を見てきたというエステラが、ジネットにその時の様子を語って聞かせている。二人が楽しそうにおしゃべりをしている間に、窓の外は暗くなり、もう間もなく店じまいの時間だ。

　そんな、客もいない退たい屈くつな時間に……それは突とつ然ぜんやって来た。

「ジネットおねーちゃん！」

　泣きそうな声で叫さけびながら陽だまり亭のドアを開けて飛び込んできたのは、教会にいたヤギのような耳をした幼女だった。

　日が完全に沈しずみ、外はもう真っ暗だ。そんな中を四歳の女の子が一人でやって来るなど、普ふ通つうのことではない。しかも、半泣きでだ。

「どうかしたんですか？」

　ジネットの声には緊きん張ちようが滲にじんでいた。ただならぬ状じよう況きように何かを感じ取ったのだろう。

「あの、あのね……あの……こ、怖こわいおじちゃんが来てね、シスターがね……っ！」

　ジネットの顔がみるみる青ざめていく。

　ヤギ耳幼女の話では要領を得ないが、大まかなことは察しがつく。

「行こう、ジネットちゃん」

　ジネットの肩かたに手を置いて、エステラが言う。これから教会へ向かおうというのだ。

「……そ、そうですね」

　軽く放心しかけていたジネットだったが、エステラの言葉で我を取とり戻もどしたようだ。

　ヤギ耳幼女に向き直ると、そっと……力強く小さな体を抱だき寄よせた。

「知らせてくれてありがとうございます」

「ぅ…………ぅぇぇぇえんっ！」

　ジネットに抱かれ、ヤギ耳幼女は声を上げて泣き出した。緊張の糸が切れたのだろう。

　そんな光景を眺ながめていると、不意にエステラと視線が合った。

　何も言わず、ただ俺を見つめている。

　……やめろ。俺を見んな。

　俺は、俺の利益にならんことはやらんぞ。

　陽だまり亭の危機ならともかく、教会のゴタゴタなんぞ、知ったこっちゃない。

「あの、ヤシロさん」

　ジネットが、ヤギ耳幼女を抱きかかえて立ち上がる。

　なんだよ。一いつ緒しよに来てくれってんならお断りだぜ。俺にはなんの関係も……

「わたし、これから教会へ行ってきます」

「おう」

「ですので、その間この娘このことをよろしくお願い出来ませんか？」

　…………え？　この娘って、そのヤギ耳幼女のことか？

　ギャン泣きした直後で、不安いっぱいで、ジネットからちょっとでも離はなれたくない感が溢あふれ出してて、小さい手でぎゅ～ってお前にしがみついてるその幼女を引き離して、ここに俺と一緒に残していくつもりなのか？　あまつさえ、この俺に、そんな厄やつ介かいな生き物の面めん倒どうを見ていろと、そう言うのか？　……………………冗じよう談だんじゃねぇぞ。

「何言ってんだよ、ジネット。こんな一大事に、じっとしているなんて出来るわけないだろう。……俺も一緒に行くよ」

「本当ですかっ!?　ありがとうございます！」

　……くっ！　背に腹は替かえられん。

　子こ守もりとか、絶対無理！　つか、絶対イヤッ！

「優やさしいね、ヤシロは」

「うるせぇ。さっさと行くぞ」

　ニヤニヤするエステラを一ひと睨にらみして、俺たちは教会へと向かった。







「んん～？　誰だれだ、テメェらは？」

　スキンヘッドの強面こわもてなオッサンが、談話室でベルティーナと差し向かいで座っている。

　まさか、こんな場所で再会するとは思ってもみなかった……

　教会にいたのは、四十二区の取り立て屋。悪名高い、ゴッフレードだった。

　テーブルの上には割れた壷つぼが置かれている。

「君は部屋に戻ってな」

「で、でも……」

「いいから。ね？」

「……うん」

　エステラが、ヤギ耳の幼女を宥なだめ部屋へ戻らせる。

　その横で、俺は目の前に展開されているなんとも分かりやすい構図に頭痛を覚えていた。……昭和のコントかよ。ベタ過ぎるわ。

「あ、あの……わ、わたしは、この教会の関係者です。じ、事情を説明していただけませんかっ」

　ベルティーナの隣となりへと駆かけ寄り、ジネットがゴッフレードを見つめて言う。

　こいつ、度胸だけは大したもんだな。……もっとも、実力は一いつ切さい伴ともなっていないが。

「順を追って話すとだな……今朝、ここの庭で露店を開いた行商人がいた。で、この壷はそいつの取り扱あつかっていた商品なんだが……ここのガキがこの壷に触さわりやがったんだとよ」

「まさか、子供たちが……その壷を……？」

　ジネットがベルティーナに視線を向けると、ベルティーナは瞼まぶたを閉じて微かすかに俯うつむいた。

　動どう揺ようし、動きを止めたジネットに構わず、ゴッフレードは話を再開させる。

「その行商人は忙いそがしい身でな。今日中に四十二区を離れなきゃいけねぇってんで、俺に取り立てを頼たのんでいきやがったのさ。損失分をきっちり賠ばい償しようしてほしいってな。期日は明後日あさつての日にち没ぼつだ」

「それで、その……、おいくらなんですか？」

「この壷の値段は、10万Rbだ」

「じゅっ…………そんな大金を、明後日までに……」

　ジネットが青ざめる。瞳ひとみが細かく震ふるえて、はっきりと動揺が見て取れる。

　ベルティーナは、自身の監かん督とく不行き届きを悔くいてか、じっと瞼を閉じていた。

「やられたね」

　ベルティーナたちから少し離れた位置に立つ俺に、エステラが耳打ちをしてくる。

　こいつも気が付いたのだろう、この不自然過ぎる『巡り合わせ』に。

　突然現れた行商人が教会での出店許可を申しん請せいして、その露店で10万Rbもする壷が壊こわれ、その日のうちに悪名高い取り立て屋が教会へ押しかける……完全に仕組まれている。

　そう、これは──

「わたしが、なんとかしますっ！」

　──ジネットが自発的にそう言い出すように仕向けられた、実に狡こう猾かつな罠わななのだ。

「そうか！　そいつは助かるぜ。こんな貧びん乏ぼう教会じゃあ、10万Rbなんか用意出来ねぇもんなぁ。だが、食堂をやってるテメェなら、なんとか出来るだろう。期待してるぜ」

　ニヤリと笑みを浮うかべるゴッフレード。してやったりってとこか。

『食堂をやってる』……か。最初に『誰だ、テメェらは？』なんて白々しいことを言ったくせに、もうボロを出しやがった。とんだ茶番だ。それにあの壷……

　俺はため息を漏もらさずにはいられなかった。

「教会に何かあれば、ジネットちゃんは必ず手助けを申し出る。彼女のことを少しでも知っている者なら、それくらいは容易に想像出来るだろうね」

「…………」

　敢あえて返事はしなかったが、その通りだろう。こいつを仕組んだのは、十中八九行商ギルドのアッスントだ。……あの手のヤツが、やられたままで引き下がるわけがない。そんなことは重々承知のはずなのに、俺はそれを放置してしまった。その結果が、これだ。

「ボクの知る限り、ジネットちゃんが10万Rbを用意するのは……無理だろうね」

　何かを言いたげな目で、エステラが俺を見つめる。

　こいつ……、俺を試ためしているつもりか？　「君はこの状況をちゃんと理解出来ているのかい？」とでも言いたげな目をしやがって。ふん。舐なめんな。

　こんな茶番のネタばらしなんざ、考えるまでもねぇだろうが。

「金が用意出来なきゃ、借りるしかないだろう……『どこか』からな」

　ジネットと接点があるヤツなんてのはそう多くない。その中で大金を用意出来るのは、間ま違ちがいなく行商ギルドだけだ。

　けれどもし、行商ギルド──アッスントに借金を申し入れたら……陽だまり亭は無条件でアッスントの言うことを聞き入れなきゃいけなくなるだろう。今後、一生な。

「もし、金の目め途どが立たねぇなら誰かに相談するこったな。世の中には、親切なヤツがいるかもしれねぇぜ」

　俺の推論を裏付けるように、ゴッフレードが暗に『行商ギルドを頼たよれ』と示し唆さするようなことを言う。そこまでが作戦なのだろう。

　だが、ここでゴッフレードの表情が少し変わる。

　いやらしい視線が、ジッとジネットの胸むな元もとに注がれる。

「……もしも、テメェが俺のもんになるってんなら、俺が融ゆう通ずうしてやってもいいぜ」

「えっ……」

　ジネットが青ざめ自身の体を抱くようにして一歩後ずさるのと、ゴッフレードが立ち上がるのはほぼ同時だった。

　ゴッフレードの武骨な腕うでがジネットに伸のびる。

　咄とつ嗟さに、ベルティーナが二人の間に体を割り込ませる。ガゴンと、鈍にぶい音がしてテーブルが大きく揺ゆれる。ベルティーナが立ち上がる際に膝ひざを強打したようだ。テーブルの上から壷の欠片かけらがいくつか落下して音を鳴らす。

「ジネットに触ふれないでください」

　痛むであろう膝を気にする素そ振ぶりも見せず、ベルティーナは険しい表情でゴッフレードを見つめる。

　微かな恐きよう怖ふを滲ませつつも、我が子を守る母親のようなたくましい目をしている。

「……ふん。割れた壷を、これ以上壊す気か？　落ち着きのねぇシスターだぜ」

　吐はき捨すてるように言って、ゴッフレードは再び椅い子すへと腰こしを下ろす。

　沈ちん黙もくが落ちる。

　ジネットとベルティーナは、二人で支え合うようにして身を寄せ合っている。

　そして、俺の隣では……エステラが懐ふところに手を忍しのばせていた。微かに、ナイフの柄えが見える。

　物ぶつ騒そうなことを考えるな。事を荒あら立だてたらそこで終わりだぞ。教会も、陽だまり亭も。

「片付けくらいしろよ……ったく、どいつもこいつも」

　誰も動かなくなった空間で、俺だけが行動を起こす。テーブルのそばまで行き、落ちた壷の欠片を拾い集める。

「あ……、ヤシロさん。わたしが……」

　言いかけて、言葉をのむ。

　一歩踏ふみ出そうとしたものの、ゴッフレードに近付くことに恐怖心でも湧わいたのだろう。

　ベルティーナの袖そでを摑つかむ手に力が入る。まぁ、無理すんなよ。

　ジネットの手を借りなくても、落ちた欠片を拾い集めるくらいすぐ終わる。

　カチャリカチャリと小さな音が鳴る中、ゴッフレードが小声で話しかけてきた。

「よぉ。久しぶりだな。テメェ、酒場で会ったヤツだろ？」

　面おも白しろがるような、威い圧あつ的な目が俺を見ている。

「記き憶おく力りよくがいいんだな」

「商しよう売ばい柄がらな。上手うまく儲もうけられたか？」

　俺がゴッフレードに持ちかけた賭かけの仕組みに、こいつは気が付いたようだ。まぁ、ちょっと考えれば分かることだけどな。

「おかげさまでな」

「なぁに、気にするな。こっちも、お前のおかげでいい思いが出来そうなんだ」

　薄うすら笑わらいを浮かべて、ゴッフレードが舌なめずりをする。そして、身を乗り出して俺に顔を近付け、低い声で囁ささやいた。

「俺の邪じや魔ま、すんじゃねぇぞ？　この街にはな、敵に回しちゃいけねぇヤツがいるってこと、よく覚えとけよ」

　言いたいことだけ言って、ゴッフレードは視線をジネットへと向ける。獲え物ものをなぶる獰どう猛もうな獣けもののような目だ。

「まぁ、好きにしろ。時間はまだある。明後日までに金を用意してくれりゃあいいんだ」

　腹の中にヘドロが溜たまっていくような不快感を覚える。

　ゴッフレードの声がムカつくとか、そういうことよりも……

「なんなら、あの店を売うっ払ぱらっちまったらどうだ？　まぁ、それで10万Rbに届くかは分からねぇけどな！　がはは！」

「……考えさせて、ください」

　こんな分かりやすい脅おどしに、今にも泣き出しそうな表情をさらしているジネットに対して──腹が立って仕方がない。

「んじゃあ、また明後日な」

　不ふ遜そんなニヤケ顔を浮かべて、ゴッフレードが談話室を出ていく。割れた壷を風呂ふろ敷しきに包み、ガチャガチャと不快な音を引き連れて、足音が遠ざかっていく。

　談話室の中は薄うす暗ぐらく、窓の外に至っては真っ暗で……闇やみにのみ込まれそうな不安な気持ちが足元から這はい上ってくる。

　もっとも、そういう仄ほの暗ぐらさは悪党が隠かくし事をするのに持ってこいなんだけどな。例えば……俺みたいな、な。







　日付は変わって、ゴッフレードとの再会の翌日。

　今日も日が昇のぼる前からジネットは朝食の下ごしらえを始めているようだ。

　いつものように、いい香かおりが階下から漂ただよってくる。

　支し払はらい期限は明日あしたになったわけだが、昨日の今日で妙みよう案あんが浮かんでいるわけがない。

　それでも朝は同じようにやって来て、人はいつもと同じように振ふる舞まう。

　何事もなかったかのように。

「あ、おはようございます。ヤシロさん」

　俺が厨ちゆう房ぼうに顔を出すと、ジネットはいつもの笑え顔がおで迎むかえてくれた。そして、今日の人にん参じんは色がいいとか、スープに隠し味を入れてみたとか、そんなどうでもいい話を繰くり返す。

　まるで、そうすることで明日からもこういう日常がずっと続いていくと信じているかのように。

　変わってしまうのが怖こわくて、わざといつも通りに振る舞っているのだろう。

　だが、そんなことを言っている場合ではない。

「どうする気だ？」

「…………」

　ジネットのおしゃべりが止まる。ただ黙もく々もくと下ごしらえをする手だけが動く。

　ノープラン。そんなことは分かりきっているのだが、どちらに向かっているかくらいははっきりさせておきたい。いや、おかなければいけない。

「アッスントに頼めば、10万Rbくらい用立ててくれると思うぞ」

「いえ……。それは考えていません」

　陽だまり亭は守りたい、か。

　ジネットはアッスントの危険性を知り、警けい戒かいしている。──と、思ったのだが。

「わたしたちのことで、無関係の方にご迷めい惑わくをおかけするわけにはいきませんから」

　……そんな考え方をしているのか。

　アッスントは無関係じゃない。が、ジネットには無関係に見えているらしい。

「今日と明日で、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってみます」

　空元気な笑顔が俺に向けられる。泣き出す直前の迷子みたいな危あやうさを感じた。

　どうしようもないと、悟さとっている顔だ。

「そうか」

「はい」

　ジネットは何も言わない。

　だから、俺も何も言わない。

　それでいい。

　ここはジネットの店だ。ジネットが決めればいいことだ。

「さぁ、準備をしましょう。きっとみんな、お腹なかを空すかせていますから」

　それがお前の答えなら、そういうことにしておいてやる。

　ただ、愚おろかだなと思うだけだ。

　それからいつものように、荷車に食材を載のせて教会へと向かう。

　いつもなら、荷車の音を聞きつけて大おお騒さわぎしながら飛び出してくるガキどもが、今日は随ずい分ぶんと大人しい。すげぇ沈しずんでいる。中には泣いている女の子もいた。

「……おねえちゃん」

　ヤギ耳の幼女が、今にも決けつ壊かいしそうなほど瞳ひとみに涙なみだを溜めている。

　向こうで塞ふさぎ込んでいるガキは、もしかしたら壷つぼを触さわったヤツなのかもしれないな。……と、思っていたら、そのガキがジネットに向かって駆かけてきて、勢いもそのままに抱だきついた。

「ごめんなさい……っ！　ごめんなさいぃぃっ！」

「うん。……うん。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですからね」

　身を屈かがめ、大泣きするガキの体を包み込む。背をぽんぽんと叩たたき、ジネットは優やさしい声こわ音ねで「大丈夫」を繰り返す。

「ジネット……」

　ベルティーナが小さな布ぬの袋ぶくろを手に庭へと出てくる。

「集められたのは、これだけでしたが……私も、なんとか出来るよう最善を尽つくします」

「シスター!?　それはダメですよ。そのお金は、みなさんが教会のために寄付してくださったものです。私的なものに使っていいお金ではありません」

「ですが……」

「大丈夫です。わたしが、なんとかしますから」

「…………」

　ベルティーナは、何も言わなかった。

　そんなことは不可能だと、現実を突つきつけるようなことは、何も。

　ただ、悲痛な表情を浮うかべ、ジネットを見つめるだけだ。

　おいおい。『神様』とやらはどうしたんだよ？　信じる者くらい救ってやったらどうだ？

　それとも何か？　テメェは、日ひ頃ごろ『救いの手』なんてもんをチラつかせて金を集めるだけ集めておきながら、いざという時には見て見ぬフリを決め込むのか？

　ははっ、こりゃ傑けつ作さくだな。

　だとしたらテメェ……俺みたいな詐さ欺ぎ師しと、どこが違ちがうんだよ？

「さぁ、みなさん。朝ご飯にしましょう。今日のスープは自信作なんですよっ」

　明るい声を出して、ジネットがガキどもを談話室へと連れて行く。

　自信作のスープ。いつもより手の込んだ、特別なスープだそうだ。最後に、一番美味おいしい料理を食べてほしいのだろう。そして、覚えておいてほしいのだ。自分の味を。

　なんだかんだ言って、ジネットは分かっているんだ。もう、自分一人じゃどうにも出来ないことを。

　だから、陽だまり亭を去る覚かく悟ごなんだろう。

「さぁ、ヤシロさんも早く。たくさん、食べてくださいね」

　ガキを誘ゆう導どうし終えた後、ジネットは再び外へ出てきて、俺の手を引き談話室へと連れて行く。

　さり気なく手を繫つないでくる。

　それは、なんとなく……、不安の表れのような気がした。

　昨夜ゆうべから、まるで没ぼつ頭とうするかのように働き詰づめだったせいだろうな。ジネットの手は少し荒あれていた。指先も冷たくなっているし。水仕事し過ぎだ。

　ホント、お前は──




　女将おかみさんにそっくりだ。




　子供に恵めぐまれなかった伯お父じ夫ふう婦ふは、突とつ然ぜん転がり込んできた俺を、実の息むす子このように、本当に可愛かわいがってくれた。

　とても貧しい暮らしだったが……あの時、俺には──『家族』がいたんだ。

　惜おしみなく己おのれの技術と知識を教えてくれた親方は、「跡あと取とり問題が解決して嬉うれしいねぇ」なんて、しわくちゃの顔で無む邪じや気きに笑っていた。俺はそう言われるのが嬉しくて……でも、どこか照れくさくて……結局、親方のことを『お父さん』とは、呼べなかった。

　女将さんが作る料理は本当に絶品で、誕生日の時に家で作ってくれたアップルパイが最高に美味うまかった。「お店のケーキ、買ってあげられなくてごめんね」なんて申し訳なさそうに言うもんだから、俺は思わず「これより美味いケーキなんかこの世にない！」って言って……そしたら女将さん、泣いちゃって…………俺も思わず…………な。結局、女将さんのことも『お母さん』とは、呼んであげられなかった。

　いつか、自分が大人になった時に、「老後の心配はいらねぇ！　全部俺に任せとけ、親おや父じ、お袋ふくろ！」とでも言ってやろうと思っていたのだが……

　高校の入学式の日。俺が学校に行っている間に、二人は自らの命を絶った。

　四月七日──俺の誕生日のことだった。

　あとから知ったことだが、親方たちは悪質な詐さ欺ぎに引っかかっていた。俺を大学までやるために資産を増やそうと、出来もしない投資に手を出し……すべてを失った。いや、根こそぎ騙だまし取られたのだ。

　小さな工場も、古くなった家いえ屋や敷しきも、慎つつましい生活をさらに切り詰めて貯ためたささやかな貯金さえも、全部。

　残された手紙には、「借金は全部持っていく」「保険が下りれば大学にだって通える」なんて、どこかの悪人にたらしこまれたかのような甘言が綴つづられ、最後に「お前は何も心配しなくていい。きっと、大丈夫だから」と、根こん拠きよのない気休めが書き記されていた。

　バカだと思った。

　こんなあからさまな噓うそに、まんまと騙されて……

　騙されても、もうダメだと分かった後も、俺に心配をかけないようにいつも通りに振る舞って、「大丈夫、大丈夫」って……

　こんな程度の低い詐欺に騙される甘ちゃんのくせに……騙されたことにすら気が付かないようなお人ひと好よしのくせに……人がいいってことくらいしか取とり柄えがないくせに……最後の最後で、俺を騙しやがって…………許せなかった。

　そんな見みえ透すいた噓にまんまと騙された俺自身が、何より許せなかった。

　気付けなかったことが……変わるはずないなんて思い込んでいたことが……いつだって会えるからと、言いたいことを先送りにしていたことが…………許せなかった。

　冷たくなった女将さんの懐ふところには、下へっ手たくそなクレヨン画がしまい込まれていて……そいつは俺が、母の日に初めてプレゼントした女将さんの似顔絵だった。……こんなもんが、あんたの宝物だったのかよ…………唯ゆい一いつ持っていきたいと思った物が……こんな………………下手くそな……

　その絵を手に取った瞬しゆん間かん、俺の左ひだり腕うでからプロミスリングがはらりと落ちた。

　女将さんが、俺のために、「中学校で流行はやってるんでしょ」と、頼たのみもしないのに編んでくれた、世界でただ一つのプロミスリング。

　一ヶ所だけ、編み方を間ま違ちがって模様が変になっている箇か所しよがあって……そんなんなのに、悔くやしいけど、嬉しくて、その日からずっと左腕につけていた。

　もう、そこについているのが当たり前になっていた…………

　プロミスリングが切れる時、願いが叶かなうなんて噂うわさがあった。だったら、叶えてくれよ……俺の居場所を返してくれ……大切な人を返せ……何もかも元通りにしてくれよっ！

　俺の間違いを…………やり直させてくれ……

　だが、当然願いは叶わなかった。そんな噂すらも、噓だったんだ。

　その日、俺は悟った。




『騙されるヤツがバカなんだ』




　この世で一番の大バカ野や郎ろうは、何度も何度も騙されちまった、俺だった。







　重たい空気が漂ただよう中、静かな食事の時間が終わる。

　折せつ角かくの料理の味も、なんだかよく分からなかった。

「ヤシロさん……少し、よろしいでしょうか」

　食事の後、ベルティーナに呼ばれて執しつ務む室へとやって来た。ジネットは厨ちゆう房ぼうでガキどもと後片付けの最中だ。

　こぢんまりとした執務室にベルティーナと二人きり。なんとなく、息が詰まる。

「私は、今日ほど自分を不ふ甲斐がいないと思ったことはありません」

　胸の前で手を組み、沈ちん痛つうな面おも持もちを見せる。

「日頃からジネットの厚こう意いに甘え……こんな時にまで心を砕くだかせてしまって……母親代わり失格です」

「そんな愚ぐ痴ちを言うために、俺を呼んだんですか？」

　まったく、イライラする。どいつもこいつも辛しん気き臭くさい顔しやがって。

「現状を嘆なげいて思考を停止させるのは、ガキとバカのやることだ」

　少し険のある言い方になってしまったが、まぁしょうがないだろう。

　そんな暇ひまがあったら、ギリギリまであがいてみたらどうだ。お前たちはまだ、やれることを全部はやっていない。

　結局、この状じよう況きようを生み出したのはテメェらの怠たい慢まんだ。

「……そうですね。ヤシロさんの言う通りです。私は、私に出来ることをするべきですね」

　ほんの少しだけ、ベルティーナの瞳に力が戻もどる。

　すっと背筋を伸のばし、真まっ直すぐに俺の目を見つめてくる。

「ヤシロさん」

　乱暴に触ふれれば折れてしまいそうな白く細い指が俺の頰ほおに触れる。……その指先は、驚おどろくほどに冷たかった。

　追い詰められた状況で、ベルティーナは穏おだやかな笑えみを浮かべていた。

　諦あきらめたか……ジネットの代わりに自分が、なんてくだらないことを口にしたなら笑い飛ばしてやる。「それじゃテメェは母親失格だ」と。

　……しかし。

「ありがとうございます」

　そんな、一見見当はずれな言葉を呟つぶやいて、ベルティーナは俺に体を寄せる。包み込むように、優しく抱だきしめる……

「……つらい思いをさせてしまいましたね」

　こいつは何を言っているんだ。

　つらい思いをしているのは俺ではなく、ジネットだろうに……

「あなたはとても優しい人です」

　とんでもない勘かん違ちがいだ。節穴どころか、その穴すらあいていないんじゃないかと疑うレベルだ。

「私が『ジネットを頼む』と言ったことを、実直に守ってくださっているのでしょう？」

　それも違う。

　俺が守っているのは、俺が地じ盤ばん固めに利用出来そうなあの場所だ。ジネットはたまたまそこにいるだけの『ついで』で、それだって、用が済めばそこで終しゆう了りようだ。

「けれど、ヤシロさん……」

　耳元で、透き通るような声が俺の名を呼ぶ。

　引き込まれるような、美しい音色で。

「心に理由を求めてはいけませんよ」

　無意識に、ほんの少しだけ、腕うでに力が入ってしまった。肩かたが強こわ張ばる。

　それを悟さとられたのか……ベルティーナは俺の後頭部をぽんぽんと二度、優やさしく叩たたいた。

　……くそ。

「あんたが今、一番考えるべきなのはジネットのことなんじゃないのか？」

「はい。だからこそです……」

　ゆっくりと体を離はなし、今度は俺の顔を覗のぞき込んでくる。真っ直ぐに。

「大切な人が悩なやんでいる姿を見るのは、つらいものでしょう？　こういう時は、特に……。ですから、ヤシロさんはどうか、心こころ穏おだやかに過ごしてください」

　俺が何に悩んでいるっていうんだ。

　そもそも、俺がジネットの大切な人だなんて……そんなわけ…………

　訳が分からん。こいつの話は徹てつ頭とう徹てつ尾び理解出来ん。…………なのに、心がざわつく。

　……くそっ。

「テーブルにぶつけた膝ひざは大だい丈じよう夫ぶか？」

「え……はい。お気き遣づかいありがとうございます」

　そういうつもりじゃない。ただ俺は聞きたかったのだ……アレは、わざとだったんじゃないのか、と。

「……あんた。実は物もの凄すごく腹黒なんじゃないだろうな？」

「日焼けは、あまりしない方ですよ？」

　ふん……じゃあ、乳ち首くびは綺き麗れいなピンク色か？　お揃そろいだな、俺と。

　この局面で向けられる笑顔に……なんとなく、すべてを見み透すかされているような気がして……俺は思わず目を逸そらし、執務室を後にした。

　出ていく間ま際ぎわに一言──

「あんたの怪け我がが報むくわれることが……あるかもしれねぇな」

　──と、それだけ言い残しておいた。







　それから一日、ジネットはいつも通りに時間を過ごし、いつもよりほんの少しだけよくしゃべり、無理にでも笑顔を作ろうと努力していた。

　不意に瞳ひとみの奥に不安が揺ゆらぎ、何かが込み上げてきそうになるのを、俺は何度も目もく撃げきした。……指し摘てきは、しなかったが。

　そうして、空の色がどんどんと濃こく、暗く変わっていき……何も変化のないままその日が終わる。

「今日、エステラは来なかったな」

「そうですね。寂さびしいですけど……仕方ないですよね」

　不意に漏もれたそれは、もしかして本音だったのかもしれない。ジネットははっと息をのみ、慌あわてて明るい声を出した。

「で、でも、明日あしたは来てくださいますよ、きっと」

「明後日あさつてかもしれんがな」

「…………」

　たった一日。ほんの数十時間ずれるだけで、ジネットにとっては絶望的な差が出来てしまう。

　明後日になれば、ジネットはここにはいない。ジネット自身が、それを確信している。

　今、ジネットの頭にある選せん択たく肢しは二つ。

『ゴッフレードのもとへ行き、借金を帳消しにしてもらう』か、『期限を破り、カエルにされてしまう』か……どちらにせよ、ジネットはもう陽だまり亭に留とどまることは出来ない。……と、ジネットの頭の中はグチャグチャになっているのだろう。

「……でも、よかったです」

　そんな、場ば違ちがいなセリフを呟く。

「ヤシロさんがいれば、陽だまり亭はなくなりませんもんね」

　それが、こいつがすがれる最後の砦とりでなのだ。

　自分がどうなろうと、大切な陽だまり亭だけは残ってくれる。それだけが、今のジネットを支える、細く脆もろい頼みの綱つななのだ。

　……だが。

「雇やとい主がいなくなったら、従業員はいなくなるに決まってるだろう」

「え……っ」

　俺が承しよう諾だくするとでも思っていたのか、ジネットは目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

「で、でしたら、ヤシロさんがここの責任者になって……それで……」

「冗じよう談だんじゃねぇな。俺はそういう面めん倒どうくさいポジションには就きたくないんだ。生しよう涯がいフリーター。それが俺の理想だ」

　なにせ、俺は既すでに別の職業に就いているからな。詐さ欺ぎ師しっていう、天職にな。

「でしたら、あの……つ、次の店長が見つかるまでの間だけでも、陽だまり亭に留まっていただいて……」

「誰だれが決めるんだよ、次の店長を。つか、誰に任せるつもりなんだよ、お前は？」

「それは……でも…………そうしないと、陽だまり亭が…………お祖父じいさんと、ムムお婆ばあさんと……お客さんたちの大切な………………」

「お前は？」

　錘おもりでも載のせられたかのように俯うつむいていた顔がこちらを向く。

　問われて、今初めて答えを意識したような、そんな驚きが見て取れる表情をさらす。

「お前にとってはどうなんだよ、この場所は」

「た…………大切に、決まってるじゃないですか……っ！」

　初めて、こいつの剝むき出だしの感情を目まの当たりにする。

　こいつは、自分の感情を表に出すことをわがままだとでも思い込んでいるのだろう。自分の意見を口にすることが──『自分さえ我が慢まんすればすべてが丸く収まる現状』を否定することが、何かの罪にでもなると、本気で思っているのだろう。

　だから言わないのだ。本心を。

　この場所が大切だと、大切に決まっていると言いながらも……

「それでも、我慢するんだな？」

　ようやく開かれたジネットの胸の内の、そのど真ん中に向かって俺は問いかける。

「大切な陽だまり亭を、どこの誰とも知らねぇヤツに手て渡わたして、かつての面おも影かげも、数々の思い出も踏ふみにじられて台無しにされて、それでいいんだな？」

　ジネットの瞳に、涙なみだが溜たまっていく。

「陽だまり亭さえ残っていれば、この場所に自分がいなくても、お前はそれでいいんだな？」

「……ぃ……です……っ」

　掠かすれた声が漏れる。

　薄うす暗ぐらい食堂の中で、数本のろうそくがぼんやりと光を放ち、風に揺らめいては世界が揺らいでいるかのような不安定な錯さつ覚かくを与あたえる。

　震ふるえる唇くちびるが微かすかに動き、絞しぼり出すような声を漏らす。

「よくない……ですっ…………わたしは……本当は……っ！」

　そして、堰せきを切ったように、涙が溢あふれ出した。

「本当はっ、どこにも……行きたくなんか、ないですっ…………ずっと……っ、ずっとここにいたいですっ！」

　我慢することなく、全力で吐はき出されるジネットの本音。

　それは、産うぶ声ごえのように力強く、何よりも素す直なおだった。

「なくしたくないです……失いたく……ないです……だって、ここは……、お祖父さんがいて、たくさんのお客さんが笑顔になって、毎日毎日楽しくて……わたしに、生きることの意味と、幸せを教えてくれた…………大切な…………大切な陽だまり亭、なんです……だから…………っ」

　吐き出す息は震え、吸い込む空気が喉のどを鳴らす。

「ずっと、ここにいたいです……」

　床ゆかにへたり込み、顔を覆おおって泣き出してしまった。

　躊躇ためらいなく鼻水をすすり、しゃくりあげ、憚はばかることなく嗚お咽えつを漏らす。

　……ったく、この頑がん固こ者。

「最初からそう言えってんだよ」

　蹲うずくまって泣く姿は、まるで幼い子供のようで……思わず、頭に手を置いてしまった。あまつさえ、ぽんぽんと軽く二度ほど叩いてしまった。

「お前は別に、神様でもなけりゃ英えい雄ゆうでもなんでもない」

　どんなことでも自分で出来て、どんな災難も一人で防げて、どんなヤツだって守ってやれる力を持っているわけじゃない。

　お前なんかな、食物連れん鎖さで言えば草食動物にすら食われる雑草がお似合いだ。人に騙だまされ、損をして、泣きを見る、絶好のカモだ。

　誰かを押おし退のける冷れい徹てつさも、欺あざむく狡こう猾かつさも、見捨てる残ざん忍にんさも持っていないようなヤツが、その身一つで何かを守れるだなんて、勘違いも甚はなはだしい。

　お前みたいなヤツが、他人に『大丈夫』なんて言葉を吐くのは百年早はえぇよ。『大丈夫でしょうか？』にしやがれ。お伺うかがいを立てろ。周りを見て空気を読んで大人しくしてろ。何もせず、何も見ず、世間の荒あら波なみに怯おびえて身を縮めていやがれ。

　それでも、どうしても譲ゆずれないものがあるってんなら、その時は──

『助けて』って、叫さけべよバカヤロウ。
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　そうすりゃ……そうしてくれてりゃ…………俺だって、あの時…………っ！

　こいつを救ったって、親方たちが浮うかばれるわけじゃない。過去が変わるわけじゃない。自分が許せるわけじゃない。わけじゃないが…………『こいつを救えなかった』って後こう悔かいだけはしなくて済む。

　もううんざりだ……あんなクソみたいな気分を味わうのは。

「あらかじめ言っておくぞ」

　ただまぁ、甘やかすと人間はダメになるから現実だけはしっかりと見せておかないといけない。

「俺はあの部屋が割と気に入っている。最近じゃ、部屋に入るとホッとするようになったくらいだ」

　あの部屋は、俺が家主に交こう渉しようして、俺の持ち前の誠実さと紳しん士し的な態度を見せつけることでなんとか貸たい与よされるに至った物件だ。すなわち、俺が勝ち取った、俺の資産だ。

「俺の金、俺の時間、俺の自由……そして、俺の居場所を奪うばおうとするヤツは、どんな言いい逃のがれをしようが明確に俺の敵だ」

　俺は、俺の敵に容よう赦しやはしない。

　……ぶっ潰つぶしてやる理由は、それだけで十分だ。

「それにアレだ。お前は店長で、俺は従業員なわけだから……お前の手に負えない仕事は分担すりゃいいんじゃねぇのか。もっとも、特別手当はもらうけどな」

「……ヤシ、ロ……さん……っ」

　涙に声を詰つまらせて、ジネットが俺の名を呼ぶ。

「…………お願い、しても……いいんでしょうか？　こんな、多大なご迷めい惑わくを……」

「今いま更さらだな。お前、この数日でどんだけ俺に迷惑かけたよ？」

　呆あきれ顔がおで言ってやると、一いつ瞬しゆんキョトンとした表情を見せて、ジネットはぐしゃぐしゃに泣なき濡ぬれた顔で、不格好な笑えみを作る。

「そう、でしたね……すみません、こんな店長で…………」

　そして、深々と頭を下げてはっきりと言った。

「お願いします…………助けてください」

　その言葉を聞いて、言いようのない複雑な感情が湧わき上がってきた。

　……二十年前にその言葉が聞けていれば、何かが変わっていたかもしれねぇのにな。

　なんて、感傷的な思考は危険だな。

『頼たよられると嬉うれしい、なんてヤツは詐欺師のいいカモだ』って、とある天才詐欺師が言ってたもんな。

「ま。俺の寝ね床どこを守る『ついで』に、な」

　そう、あくまでついでだ。

　お前らを助けるために動くわけじゃない。

　ベッドはワラだし、風通しは悪いし、そのくせ隙すき間ま風かぜは寒いし、トイレは最悪の部類に入るが……それでも、割と気に入ってるってのは本心だ。

　だってよ──

「三食ボインつきの優良物件なんて、ここ以外どこを探してもあるわけないからな」

「ボ、ボイ……!?」

　分かりやすく顔を染め、大きな胸を腕うでで抱かかえ込むジネット。可愛かわいらしく眉まゆ毛げを歪ゆがめて頰ほおを膨ふくらませると、いまだ潤うるむ大きな瞳ひとみで俺をジッと見上げてきた。

「もう、またそんなことを言って…………、懺ざん悔げしてくださいっ」

　そう言ったジネットの顔は、泣き顔なんかよりもずっと……まぁ、なんつうか……悪くなかった。

「とにかく、明日あしたの朝一でガキどもに責任を取らせないといかんな」

　聞けば、件くだんの行商人におやつをもらって心を許し、その油断にまんまと付け込まれたらしい。

　その責任を、きっちりつけてもらう。

「ガキどもに金を用意させる」

「あ、あの、ヤシロさん……子供たちがお金を用意するなんて、そんなことは……」

　出来るはずがないですと言いたげな顔をしている。

　あぁ、出来ないだろうさ。

　だがな。

「金がないなら、作ればいいじゃねぇか」

　なんとも単純な解決方法だ。お前も以前言ってたろう、無いものは自作するって。

「あ、あぁぁああのあの、あの……ぎ、偽ぎ造ぞう通貨は重大な罪で……その……」

　そんな大したもんじゃねぇよ。

「まぁ、いいからいいから」

「い、いい……んで、しょうか？」

　これ以上ないほど狼ろう狽ばいするジネットを置き去りにして、俺はにんまりとほくそ笑む。




　さぁ、小悪党を詐さ欺ぎにかけてやろうじゃねぇか。
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　今日もとっぷり日が暮れて、夜の帳とばりが降りてくる。

　酒場では労働者が酒を呷あおり、民家では夕飯のいい香かおりが漂ただよいはじめ、新しん婚こん夫ふう婦ふが「それとも、わ・た・し」とか乳くり合って、俺がぼちぼちトイレを控ひかえる時間がやってきた。

　それはつまり、支し払はらい期限がやってきたことを意味する。

「金は用意出来たのか？」

　ゴッフレードが教会へとやって来る。勝かち誇ほこったような余よ裕ゆうの表情が非常にムカつくところではあるが、広い心で許してやろう。出来の悪い顔を付つけ替かえるわけにもいかんだろうからな。

「支払期限は間もなくだ。正念場だね、ヤシロ」

　教会の庭にて、なんでかこの場所に顔を出した部外者のエステラが話しかけてくる。

「行商ギルドからのアクションはあったのかい？」

「何も無しだな。あいつらなら、藪やぶを突つついて蛇へびを出すようなヘマはしないだろう」

　こっちから接せつ触しよくもしないのに「あれ、なんかお金に困ってる？　相談乗ろうか？」なんて話を持ちかけられるわけがない。こちらが動かなければヤツらも動かないだろう。

　今回はそれでいい。

　今は、目の前の業ごう突つく張ばりをなんとかすることに専念すればいいのだ。

「何か策はあるのかい？」

　エステラは、含ふくみを持った笑みを浮かべ、潜ひそめた声で尋たずねてくる。

「さぁな」

　他人ひと事ごとのような質問には他人事のような答えを返しておく。

　アッスントの時同様、エステラは傍ぼう観かん者しやを決め込むつもりのようだ。顔に「お手並み拝見」と書かれている。……高みの見物とはいいご身分だな。見物料取るぞコノヤロウ。

　さて……と。

「ゴッフレード。まず最初に一つ言っておきたいことがある」

　エステラとの話を早々に打ち切り、俺はゴッフレードの前へと進み出る。

「ウチの店長は、おっぱいは一級品だが交渉は三級品なので、俺が代わりに話をさせてもらう」

「お、おっぱ……胸は関係ないじゃないですかっ」

　ジネットが遠くで叫さけぶ。……あのヤロウ。終わるまで黙だまってろって言ったのに。あとでお仕置きだな。お尻しりぺんぺんかお尻なでなでのどっちかを選ばせてやろう。

　庭にいるのは俺とゴッフレード、そして、なんでもかんでも首を突っ込みたがるエステラだけで、余計なことを口走りそうなジネットは、ベルティーナやガキどもと一いつ緒しよに談話室へと押し込めておいた。今は談話室の窓からこちらを覗のぞいている。

「テメェはほとほと記き憶おく力りよくがないらしいな」

　俺の顔を見ながら、ゴッフレードが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「敵に回しちゃいけねぇヤツがいるって、教えてやっただろう？」

　気の弱い者なら睨にらまれただけで気を失いそうな、迫はく力りよく満点の強面こわもてで俺を睨んでくる。だが、こいつは俺に手出し出来ない。交渉が終わる前に手を上げるのは、自ら交渉を放ほう棄きするのと同義だからな。

「まずは条件のおさらいをしたい。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』！」

　俺はゴッフレードの脅おどしをスルーして、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出す。二日前、ゴッフレードが突きつけた条件を再度確かく認にんする。

「俺たちは、お前に依い頼らいをした行商人が被こうむった損失分を負担すればいいんだな？」

「そうだ。10万Rbの壷が壊こわれてたのを、テメェも見ただろ？」

　ふむ。ボロは出さない、か。徹てつ底ていしているな。

「それからもう一つ。これは結構重要なことなんだが……」

　俺は『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』の画面をスクロールさせて、該がい当とう部分を表示させる。

「『それと同等の価値があるもの』でも、いいんだよな？」

　俺の意図を察したのか、ゴッフレードがニヤリと不敵な笑みを浮うかべる。

「金は用意出来なかったから、物で支払おうってのか？」

　こいつに言わせれば、それだけの価値がある『もの』とはすなわちジネットのことであり、金が用意出来なかったということはジネットを引き渡わたすことになる、らしい。

　だが残念だったな。その行商人の……もう面めん倒どうくさいから『お前ら』ってまとめさせてもらうぞ。どうせグルなんだろうし……お前らの被った損失を補って余りある素す晴ばらしい物を用意した。それは当然ジネットじゃない。

「支払いはこれで行う」

　俺は、ある物を詰め込んだ布の袋ふくろを掲かかげる。

「……なんだ、それは？」

「非常に価値のある物さ」

　俺の言葉に顔を顰しかめるゴッフレード。視線が布袋に注がれる。

「中を見せろ」

　偉えらそうな物言いには少々不満を感じるが、言われた通りにしてやろう。俺は布袋の口を開けて、その中に詰つまっている、四角い紙を取り出した。

　大きさもバラバラで不ふ揃ぞろいな紙の数々。その紙には様々な色で絵が描かかれていた。主に人物の絵だ。そして、その人物画の横にやたらと「０」の多い数字が並んでいる。

　俺が今朝、教会のガキどもに作らせた『偽にせ札さつ』だ。

「ガキどもが反省してな、みんなで頑がん張ばって作ったんだ。どうだ？　何か込み上げてくるものはないか？」

「……ふざけてるのか？」

　ゴッフレードの声が詰まる。拳こぶしが微かすかに震ふるえている。

　当然感動しているわけではないだろう。心底頭にきている、そんな感じだ。

「なんで怒おこるんだよ？」

　俺は努めてへらへらと、袋の中身を説明していく。

「見ろよこれ。四歳の子が描いたと思えない力作だろう？　これ、ジネットなんだぜ」

　そこには、言われなければ人物画だとすら分からないような、けれど一いつ生しよう懸けん命めいさだけは伝わってくる絵が描かれていた。金額は１０００万Rb。「０」いっぱい書いたな。

「好きな人物を描けって言ったら、ほとんどがベルティーナかジネットになっちまってな。あまりに偏かたよるから、俺もいくつか描いたんだぜ？　見ろよこれ、お前を描いてやったぞ。似てんだろ？」

　それは、俺の力作。ゴッフレードの肖しよう像ぞう画がだった。自じ慢まんじゃないが、かなり似ている。ガキたちが見て泣き出したくらいにそっくりだ。２Rbだけどな。

「これはジネットでこっちはベルティーナ。あ、これは俺が描いた自画像だな。金額は12億Rbにしといた。で、頭の良さそうなダンディなオッサンと、またジネットか。ベルティーナがあって……おいおい、誰だれだ、リンゴとか描いたの？」

　楽しげに、子供向け教育番組のお兄さんのような口ぶりで、俺はお札を紹しよう介かいしていく。

　そして、それらをすべて袋に入れ直して、ゴッフレードの胸へと押しつける。

「ここのガキどもが一生懸命作った作品だ。金に換かえられない価値があると思わんか？」

　ジネットなんか、感激して泣きそうになっていたくらいだ。

「ついでに、俺が作ったヤツとかその他諸もろ々もろ入ってる。お前らの損失分くらいは、この袋の中身だけで十分賄まかなえる。それだけの価値がある物だ。遠えん慮りよせず受け取れ」

　釣つりはいらねぇよと言わんばかりの余裕を見せつけて、俺はゴッフレードに言ってやる。

「返済完かん了りようで、いいよな？」

「ふ…………ふふふ……」

　ゴッフレードが布袋を握にぎりしめ、肩かたを小刻みに震わせる。そして……

「ふざけんじゃねぇぞっ！」

　布袋を地面に叩たたきつけた。

「こんなもんに価値なんかあるかっ！」

「お前が価値を分からんだけだろう。いらないのか？」

「いらねぇよ！」

「『本当にいらない』のか？　俺は、『こいつには価値がある』っつってるんだぜ？」

「いらねぇっつってんだろ！　こんなもんは、こうだっ！」

　野や獣じゆうのように吠ほえて、布袋を踏ふみつける。あ～ぁ、酷ひどいヤツだ。……罰ばち当あたりめ。

「テメェは頭の切れるヤツかと思っていたが、とんだ買かい被かぶりだったようだな！」

「勝手に買い被ったのはお前の責任だろう。俺に怒るなよ」

「黙れ！　もうしゃべるな……期限切れだ」

　太陽は完全に沈しずみ、空は夜の色に染まっていた。日にち没ぼつだ。

　血走った眼めをギラつかせて、ゴッフレードは談話室を睨む。そして、窓の向こうからこちらを窺うかがうジネットを指さし、脅すような口調で吠えた。

「さぁ、女。自分で出てこい！　ここにいるヤツ全員カエルにしてほしいのか!?　……それとも、俺が奪うばいに行ってやろうか？　強ごう引いんにな」

　ジネットが身を引き、ベルティーナが背中に庇かばうように体を割り込ませる。

　そんなことはお構いなしに、ゴッフレードは俺を無視して談話室へと歩き始める。

　なので俺は、腕うでを真まっ直すぐ伸のばしてゴッフレードを指さした。

「ジネットに指一本でも触ふれたら、お前をカエルにするぞ？」

　ゴッフレードの歩みが止まり、ゆらり……と、背中から怒ど気きが漂う。

「……どういうつもりだ？　あぁ？　テメェ」

　振ふり返かえったゴッフレードの顔は、獲え物ものの喉のどに嚙かみつく直前の猛もう獣じゆうのようだった。

「返済が完了した後に、さらに返済を迫せまるのは契けい約やく違い反はんだっつってんだよ」

　二重取りは明確な契約違反だ。もっとも、それで『精せい霊れいの審しん判ぱん』が発動するかは分からんが、足止めは出来た。精霊神にしては上出来だ。ほんのちょっとではあるが、俺の役に立てて嬉うれしいだろ？　な？　誇っていいぜ。

「テメェが、いつ借金を返したってんだ？　あぁ、コラ!?　まさか、さっきの『ゴミ』がそうだとか抜ぬかさねぇよな!?」

「抜かすつもりだが？」

「あんなもんが、10万Rbの代わりになると、本気で思ってんのかよ、テメェ!?」

　ただただ、やかましい。やっぱ分かんねぇんだろうな、ゴッフレード程度じゃ……

　恫どう喝かつは、三流のやることだ。

　そんなんじゃ、一流の詐さ欺ぎ師しを丸め込むなんざ不可能だぜ。

「そもそも、10万Rbなんざ、払はらう必要ねぇだろうが」

　ゴッフレードの顔が一いつ瞬しゆん引き攣つる。

「どういうことだい、ヤシロ？」

　事態の変化に気付いて、エステラが口を開く。こちらのペースに持ち込むには、ゴッフレードに口を挟はさませないのが得策だ。よく分かってんじゃねぇか。助手にしてやろうか？

　俺は『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』をスクロールさせて、該当部分を表示させる。

「まず最初に、『壊れた壷』があり、それに『ガキが触さわった』。驚おどろくことに『その壷は10万Rbもするものだった』。だから、『行商人が被った損害を賠ばい償しようしろ』って話だったよな。…………で、なんで10万Rb払うことになってんだ？」

　『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に記されたゴッフレードのセリフをもとに状じよう況きようを説明していく。

　ゴッフレードがその強面に深いシワを刻んでいる横で、エステラは意味深な冷れい笑しようを浮かべる。そして、白々しく、少し嬉しそうにも聞こえる口調でこんなことを口にした。

「10万Rbの壷を子供たちが壊したなら、保護者が弁べん償しようするのは当然なんじゃないのかい？」

　……こいつ。分かって言ってやがるな。

　まぁいい。乗ってやるさ。

「ガキが壊したんなら、そうだろうな」

「……でも、そうじゃない、と？」

「そいつはゴッフレードに聞いてみようじゃねぇか」

　こいつは、ゴッフレードが仕し掛かけた詐欺だ。

　そうでないというのなら答えられるはずだぜ。この、単純明快な質問に。

「さぁ、答えてもらおうか、ゴッフレード。『この壷を壊したのは』誰だ？」

「……ちっ」

　分かりやすく顔を歪ゆがめ、ゴッフレードは舌打ちをした。

「実に興味深いことだね。ヤシロ、君はゴッフレードが噓うそを吐ついていたと、そう言いたいのかい？」

「噓は吐いてねぇよ。ただ、『本当のことを言っていない』だけだ」

　確かに壷は壊れていて、それをガキどもが触ったのだろう。

「最初から壊れていて、適当にくっつけただけの壷をな」

　俺は懐ふところから『陶とう器きの欠片かけら』を取り出し、エステラへと放ほうり投げる。

　二日前、ベルティーナがテーブルに膝ひざを強打して床ゆかに落とした、『ゴッフレードが持ってきていた割れた壷の欠片』だ。

「断面に『膠にかわ』が付着している。割れた壷を一度修復した、偽ぎ装そう工作の証しよう拠こだ」

　ベルティーナが落とした欠片を、俺は一つ拝借しておいた。あまりに杜ず撰さんな偽装工作だったんで、つい記念に欲しくなったんだよ。

　だからあの時、『わざわざ』俺が拾いに行ってやったのさ。ガキが触れて倒たおしただけにしては、あまりにも粉々になり過ぎていた壷の欠片をな。

「興味深いね。ヤシロ、分かりやすく説明してくれるかな？」

　小悪党もかくやというイヤラシイ笑えみを浮かべてエステラが白々しいことを言う。

　ホント、お前って性格悪いよな。俺よりよっぽど腹黒だ。

「壷を割ったのはガキどもじゃない。行商人がガキどもに無実の罪をきせやがったのさ」

　お菓か子しで釣って壷のそばにガキを呼び寄せれば、そばを通っただけでも「触れた」と決めつけて責め立てることが出来る。袖そでが当たったくらいじゃ気付きゃしないからな。

　実際に触ったかどうかすら怪あやしいもんだ。ガキが触れただけで都合よく壷が割れてくれる保証はないからな。露ろ店てんのオッサンが『見み栄ばえよく』壊こわしたと考える方が自然だろう。

　あとは、さも重大なことだと大おお騒さわぎを繰くり返せば……ガキなんて単純な生き物は「とんでもないことをしてしまった」と思い込むだろうよ。

「その壷の値段に関してはどうでもいい。クズ野菜の炒いため物だって、店長が『10万Rbだ』と決めれば、値段は10万Rbになるからな」

　問題はそんなところじゃない。

「今からする質問にはきっちりと答えてくれよ、ゴッフレード。いいか？　聞くぜ？」

　恐おそろしい形相で俺を睨にらむゴッフレードの目を見つめ、ゆっくり、はっきりと問いかける。

「『お前らが被こうむった損失ってのは、いったいいくらだ』？」

　ゴッフレードは答えない。

　答えられるはずがないよな？　だが、答えてもらうぜ。

「分かり難にくいなら、もっとはっきり聞いてやるよ。俺たちが払うのは、『10万Rbなんて破格の壷の代金ではなく、お前らが壷をくっつけるために使った膠代だけ』だよな？」

「だとすれば、せいぜい１００Rbがいいところだね。ボクの知ってる店なら50Rbで売ってくれるよ」

　エステラの援えん護ご射しや撃げきもあり、ゴッフレードは完全に沈ちん黙もくしてしまった。

　酒場のイヌ耳店員が言っていたのは、こういうことだったのだ。

　ゴッフレードの口にする言葉は、『一見正しいように思える』のだが、よく嚙み砕くだいてみればただあいまいな表現で誤ご魔ま化かしているに過ぎない。

「ふっ……ふはは」

　ゴッフレードが、不気味な声を漏もらす。

「……だったら、なんだよ？」

　そして、ニヤリと口角を持ち上げた。手負いの獣けもののような、獰どう猛もうな瞳ひとみで俺を睨む。

「あぁ、そうだ！　テメェの言う通り、壷を割ったのはガキじゃねぇ！　だが、それがどうした？」

　ゴッフレードが開き直る。自棄やけを起こしたわけではなく、それでも自分の勝ちを確信しているからだろう。

「10万Rbではないにせよ、俺たちは損失を被った。あぁ、そうだ！　膠代、きっちり１００Rbの損失だよ！　だがなっ！」

　大おお袈げ裟さな身み振ぶりで、大声で捲まくし立てる。そして、嘲あざ笑わらうかのような笑みをジネットへと向ける。

「そんな損失を、あの女は『払う』と言ったんだ！　噓だと思うなら『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見てみやがれ！」

　視界の端はしで、ジネットがうな垂れる。本来なら、支し払はらう必要のないものを『払う』と言ってしまったことに、ようやく気が付いたのだろう。授業料だと思っとけよ。

　……もっとも、『俺なら』それすら払わねぇけどな。

「だが、期限までにテメェらは１００Rbを返済しなかった！　違ちがうか!?」

「違うな。俺はこいつで借金を返済したじゃねぇか」

　言いながら、ゴッフレードが地面へと叩きつけた布ぬの袋ぶくろを拾い上げる。

「そんなもんに価値なんざねぇっつってんだろうが。分かんねぇヤツだな、テメェもよぉ！」

「だから、それはテメェが無知なだけだっつってんだろ？　いい加減気付けよ、バカが。脳みそにカビでも生えてんじゃねぇのか？」

「テメェ……っ！」

　剃そり上げたスキンヘッドにぶっとい血管が浮うかび上あがる。その頭が湯気でも噴ふき出しそうなほど真っ赤に染まり、みるみる熱を上げていく。

　少しは落ち着けよ。寿じゆ命みようを縮めるぜ？

「しょうがないから、バカにでも分かるように解説をしてやるよ」

　俺は布袋から、ガキどもが作った札を取り出す。

「こいつに価値はない。そうお前は言うんだろ？」

「その通りだろうが！」

「あぁ、その通りだ。これに価値を見み出いだせるのはジネットとベルティーナくらいのもんだろうよ」

　俺にとってもゴミみたいなもんだ。……だが。

「俺は、この中身を『ガキどもが一いつ生しよう懸けん命めい作った作品』と、『ついでに、俺が作ったヤツとかその他諸もろ々もろ入ってる』と言ったよな？」

　そして、俺は布袋の中からダンディなオッサンが描かかれた長方形の紙を一枚引っ張り出した。非常に頭の良さそうなオッサン──福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの肖しよう像ぞうが描かれた一万円札を。

「こいつは、とある国の通貨で１０００Rbの価値がある。そうだろ、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』？」

　俺の掲かかげた『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』にははっきりと、『１００００円＝１０００Rb』という文字が記されていた。

「つまり俺は、契けい約やく通り『期日までに、お前らの被った損失分──膠代１００Rbと同等以上の価値の物を差し出した』わけだ。…………俺に落ち度はあるか？」
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　ゴッフレードの顔が歪んでいく。今回ははっきりと苦く悶もんに満ちた表情だ。

「返済期限を守り、あまつさえ借金の十倍もの価値がある物を手て渡わたした俺に、お前は爪つめの先ほども不満を持っちゃいけない。そうじゃねぇのか？」

　悔くやしそうに顔を背そむけるゴッフレードの前に立ち、至近距きよ離りで睨みを利きかせる。

「テメェがこれ以上、ここで主張出来ることは何一つない。さっさと帰れ」

「ちっ！　………………分かったよ」

　じろりと俺を睨んで、ゴッフレードが一万円札に手を伸のばす。が、それより早く、俺は腕うでを引っ込める。ふぅ、危ない危ない。

「なんだよ!?　それは借金のカタなんじゃねぇのかよ!?」

「いや、だってお前。これ『いらない』って言ったじゃん」

「知らなかったからだろうが！」

「いいや。俺ははっきりと言ったぞ。『お前らの損失分くらいは、この袋の中身だけで十分賄まかなえる。それだけの価値がある物だ』と。念まで押したよな？　その上で、お前は『いらない』と言ったんだ。つまりお前は、俺たちからの返済を『必要ない』って言ったんだよ」

「…………テメェ」

　骨が折れたのかと思うような歯ぎしりの音がして、ゴッフレードの顔が人間のそれからどんどんかけ離はなれていく。鬼おにか羅ら刹せつか……とにかく恐ろしい顔だ。

「もともと、こっちが払はらう義務もねぇ金だったんだ。これで手打ちと行こうぜ、な？　ゴッフレード」

　目を見て名を呼び、『お前の負けだ』と宣言してやる。

「…………」

　最後は何も言わず、ゴッフレードは踵きびすを返して教会を出ていった。

　遠ざかる足音は、いやに静かだった。

　ゴッフレードの姿が見えなくなるや否いなや、談話室から「やったぁー！」と、声が上がる。

　振ふり返かえってみれば、ガキどもが大声を上げて喜び、飛とび跳はねていた。

　窓辺では、ジネットがベルティーナの腕に抱だかれて泣いているようだった。ふと、ベルティーナと視線が合い、そして、優やさしい微笑ほほえみを向けられた。

「つくづく、面おも白しろいことを思いつくね、君は」

　背後から近寄り、俺の肩かたをポンッと叩たたくエステラ。

　顔を向けると、ニッと笑みを浮かべる。

「なんだかんだ言いながら、最初から助けるつもりだったんだね。こんなものまで用意してさ」

　エステラが、先ほど渡わたした壷の欠片かけらを指に挟はさんで見せつける。

「ふん……そいつを俺の手元に寄よ越こしたのはベルティーナだよ」

　娘むすめを思う母の情念か……でなきゃ、あいつらが日ひ頃ごろから盲もう信しんして拝おがみ倒たおしている『精せい霊れい神しん様』とやらが重い腰こしでも上げたのか……まっ、どちらにせよ──

「……たまたまだ」

「ふふん。難なん儀ぎな性格をしているよね、君は。……けど、少しだけ見方を変えてあげるよ」

　何を恩着せがましく。

　これからも、今まで同様悪党を見るような目で見てりゃいいだろうが。

「なんにせよ、完全勝利だね。胸がすく思いだよ」

　白々しい……。俺を試ためしていたくせに。

「胸がスカスカなのは今に始まったことじゃないだろう」

「スカスカじゃないよっ、すく思い！　もう！　折せつ角かく褒ほめたのに、すぐコレだ！　まったく君ってヤツは！」

　頰ほおを膨ふくらませ眉まゆを吊つり上げる。

　そんな顔をしたって誤魔化しきれてないぞ、エステラ。

　お前が昨日、陽ひだまり亭ていに顔を出さなかったのは金策に走っていたからだ。いざという時は、お前がジネットを助けるつもりだった……だから余よ裕ゆうをかましていられたんだろ。

　まぁ、否定するならすればいい。乗っといてやるよ。俺の都合が悪くなるまではな。

「ヤシロさん！」

　悲痛さすら感じさせるような懸けん命めいな叫さけびを上げて、ジネットがジネットなりの全速力で駆かけ寄よってくる。まぁ、正直なところ……足遅おそいなこいつ。

「ヤシロさんっ、あのっ、あの……っ！」

　俺の前までたどり着き、涙なみだで赤く染まった瞳でジッと見上げてくる。思いが溢あふれて胸に閊つかえているのか、上手うまく言葉が出てこないようだ。

　なので、今この場面に最も相応ふさわしい言葉を言ってやる。

「走ってくる時、物っ凄すごい揺ゆれてたぞ」

「な、なんの話ですかっ!?」

「おっぱい」

「はっきり言わないでください！　もう！　懺ざん悔げしてくださいっ！」

　感動の名場面みたいな顔で駆けてきたジネットだったが、今やギャグ漫まん画がのオチみたいな顔をしている。

　こっちの方がらしくていい。

「……でも」

　と、思ったのも束つかの間……

「本当に……、本当に、ありがとうございましたっ！」

　感激に埋うめ尽つくされたような満面の笑えみで、力いっぱい礼を言われてしまった。

　勢いよく頭を下げた拍ひよう子しに、キラキラ輝かがやく滴しずくが少し飛散したりして……居い心ごこ地ちが悪い。そういうの、やめてくれ。マジで。

　視線を逸そらすと、談話室で大泣きするガキどもを懸命にあやしているベルティーナの姿が見えた。ちらちらとこちらに視線を向けていることから、ベルティーナも俺に何か言いたいのだろうが……

「じゃ、帰ろうか」

「え、でも。シスターもきっとヤシロさんにお礼を言いたいのではないかと……？」

　バカめ。『だから』帰るんだよ。三十六計逃にげるに如しかずだ。

「ジネットちゃん。ヤシロはこういう感謝されるようなことが苦手なんだよ。日頃、褒められるようなことなんか一いつ切さいやってないだろうしね。どんな顔をしていいのか分かんないのさ」

　やかましい。

「あ、そうですね……はい。その気持ち、わたしも少し分かります」

　何を思い出したのか知らんが、ジネットは照れくさそうに顔をくしゃっとさせて、えへへと笑った。

「わたしがお料理を覚える度たびに、お祖父じいさんが凄い凄いって大おお騒さわぎしてまして……あれは、少し照れくさかったです」

　けれど、それが嬉うれしくてこいつはどんどん料理を覚えていったのだろう。今の陽だまり亭の味は、そうして作り上げられていったんだろうな。

「とにかく、これで一件落着だね」

　エステラが満足そうに言い、ジネットもそれにつられて大きく頷うなずく。

「では、帰りましょうか。もう、夜も遅いですから」

　ベルティーナに向かって頭を下げた後、ジネットは先頭に立って歩き始めた。その隣となりへ駆けていき、若じやつ干かん興奮気味に話しかけるエステラ。

　二人の足取りはこの上もなく軽かろやかで、……ホント、羨うらやましくなるくらい単純だと思う。

　先を行く二人を眺ながめながら、俺は……帰ったらすぐに二時間くらいは仮か眠みんをとっておかなけりゃな……と、そんなことを考えていた。







　蠢うごめく影かげは、深い闇やみの中に身を潜ひそめて悪意を剝むき出だしにする。

　世界中の人間が深い眠ねむりに就ついているのかと思うほど、夜は静かで、吹ふく風すらも遠えん慮りよしているようだ。

　だからこそ、そいつの荒あら々あらしい息いき遣づかいが耳につく。

　陽だまり亭の前に蹲うずくまるそいつは、懐ふところから筒つつのようなものを取り出し、堅かたく閉じられていた蓋ふたを開けた。ツンとしたオイルの香かおりが夜風に乗って漂ただよってくる。

「今晩は冷えるな、ゴッフレード」

「──っ!?」

　俺が声をかけると、今まさに、陽だまり亭の壁かべへ油をかけようとしていたゴッフレードが動きを止めた。……お前の考えることくらい分かるっつうの。まぁ、正確には、『悪党の考えることくらいは』だけどな。

「焚たき火びがしたいなら、もっと乾かん燥そうした木の方がいいぜ」

　ゴッフレードがあのまま引き下がるはずがない。こいつのような商売は信用が第一だ。舐なめられたら最後、二度と同じ商売が出来なくなる。

　だからこそ、ゴッフレードは絶対に陽だまり亭を狙ねらうと思った。暗殺か放火かと睨にらんでいたのだが、ビンゴだったようだ。

　陽だまり亭がなくなれば、手段はどうあれ、目的は達成される。そこまで追おい詰つめられていたってことだな、ゴッフレードは。

　だからこそ、俺は陽だまり亭の裏手、トイレのそばに身を隠かくしてゴッフレードを待っていたのだ。

　店の正面に立つゴッフレードから十分な距きよ離りを保ち、建物の角にもたれるような態勢を取る。

「残念だな。お前の目もく論ろ見みは頓とん挫ざしたぜ。ここに俺という証言者がいる。言いい逃のがれは出来ない。なぁ、そうだろう？　放火未み遂すい犯はんのゴッフレード」

　言いながら、俺は『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出す。

　こいつを見せれば、お前の犯罪は明るみに出るぞという脅おどしだ。……さて、どう出るか？

「ふ……ふふ…………やっぱり、テメェは厄やつ介かいなヤツだな。何もかもお見通しってわけか」

「だいたいの悪事はやってきたからな。『俺ならこうする』って考えりゃ、次に何をされるのか自おのずと分かんのさ」

「ふん……テメェが悪党を語るなんざ百年早はえぇよ。本当の悪党はな……『目もく撃げき者しやを消せばなかったことになる』……そういう考えをするもんなんだぜ？」

　ゴッフレードは不敵な笑みを浮うかべて、バキボキと指を鳴らす。凶きよう器きこそ持っていないが、こいつの場合存在そのものが凶器みたいなものだ。

「テメェ一人で出てきたのはマズかったな」

　もう後あと戻もどりは出来ない。そんな追い詰められた状じよう況きようが、ゴッフレードの目を獣けもののようにギラつかせている。こいつはマジでヤる気だな。……なら。

「誰だれが『一人』だなんて言った？」

　意味深な笑みを浮かべ、俺は指笛を鳴らした。そして、陽だまり亭の前に広がる茂しげみへと視線を向ける。

「しまった!?　仲間が潜んでいやがったのかっ!?」

　ゴッフレードは慌あわてた様子で手に持った筒を茂みへと叩きつけ、すぐさま火種を投げ入れた。──瞬しゆん間かん、炎ほのおが燃え広がる。油を多分に含ふくんだ茂みの草を焼き、巨きよ大だいな炎が夜の闇を照らし出す。

　……が、そこには誰もいない。

「…………な、なんだ？」

　身構えたまま、戸と惑まどうゴッフレード。

　それを他所よそに、俺は陽だまり亭へと視線を向ける。炎の位置は遠く、燃え移る心配はない。現在燃えている茂みの周りは、ゴッフレードが来る前に草を取とり払はらっておいたし、その場所の草を焼き尽くせばそのうち消えるだろう。

「テメェ……、騙だましやがったな!?」

「何がだよ？　俺は『誰が言った？』って聞いただけだぜ？」

「……ふざけやがって…………っ」

「けど、これだけ派手に火の手が上がれば、そのうち誰かが来ちまうかもな」

　轟ごう々ごうとうねる炎を見て、ゴッフレードが顔を顰しかめる。

「さぁ、手て詰づまりのゴッフレード。悔くやし紛まぎれに俺を道連れにするくらいなら、一つ賭かけをしねぇか？」

「賭けだと？」

　追い詰めたぞと分かりやすく見せつけつつ、逃げ場ばを一つだけ与あたえてやる。そうすると人は、面おも白しろいようにその道へ足を踏ふみ入れる。特に、こいつのようにこれまで連戦連勝だった者は、「俺なら上手くやれる」と、思い込んでな。

「勝った方が負けたヤツを好きに出来る……ってのでどうだ？」

「ふん。面白いじゃねぇか。受けてやるぜ！」

　な？　意外や意外、騙す側の人間の方が引っかけやすかったりするんだよな。

「それで、何で勝負するんだ？　カードか？　コインか？」

「そんなつまんねぇ勝負じゃねぇよ。こいつを見ろ」

　俺は、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』をスクロールして、大通りの酒場での会話を表示させる。俺が初めてゴッフレードと会話した時のものだ。




『俺がお前の顔面を一発ぶん殴なぐって気絶させられるかどうか、賭けをしないか？』、

『俺が殴るのは顔面に一発だけ。お前の方は、避よけない、防ぼう御ぎよしない、反はん撃げきしない』




　『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に表示された文字を指さし、俺は余裕の笑みで言ってやる。

「このルールで賭けをしないか？　俺とお前の『差』ってやつを見せつけてやるぜ？」

「ふふ……テメェ、自分がどんなパンチを繰くり出したか覚えてねぇのか？　いや、ありゃあパンチなんて上等なもんじゃなかったな。……くくっ、撫なでられたのかと思ったぜ？」

　嘲ちよう笑しようを浮かべるゴッフレード。まぁ、そうだろうな。……だが。

「アレが、俺の本気だと思ってるのか？」

　俺は、大きく肩かたを回す。腕うでを伸のばして円を描えがくように、ゆっくりと……

「自信がないなら、降りたっていいぜ」

　あの時と同じ言葉で挑ちよう発はつしてやる。

「……ガキが…………上等じゃねぇか」

　そして、あの時と同じ言葉でゴッフレードは食いつく。

「テメェのすべてを、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるぜっ！」

　ゴッフレードが、固く握にぎった拳こぶしを反対の手のひらに打ちつけ、爆ばく発はつ音のようなデカい音を響ひびかせる。……お前が殴るんじゃないぞ？　こいつ、分かってんのか？

「じゃあ、賭けは成立だな？」

「おう！　かかってこいやっ！」

「では。いざ、勝負──」

　壁にもたれかけていた体を起こす。

　俺は何も、具合が悪かったわけでも、クールキャラを気取っていたわけでもない。とある理由で壁から離はなれられなかったのだ。……体の陰かげに隠したある物を見られないように。

「……んなっ!?」

　ゴッフレードが目を見開く。暗くてよく見えないが、きっとその目にははっきりと映っているんだろうな……夜の闇からズルリと引き摺ずり出された、モーニングスターが。

　棘とげの生えた鉄球が先せん端たんにくっついた打だ撃げき武器──エステラが行商人から買ってきたという一品だ。

「じゃあ、歯を食いしばれ。『一発、ぶん殴ってやる』からよ」

「まままま、待て待て待てっ！　なんだよそれ!?　話が違ちがうじゃねぇか!?」

「はて……話が違う？」

　これ見よがしに、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見つめる。




『俺がお前の顔面を一発ぶん殴って気絶させられるかどうか、賭けをしないか？』、

『俺が殴るのは顔面に一発だけ。お前の方は、避けない、防御しない、反撃しない』




「どこにも『素す手でで』なんて書いてないぞ？」

　そこに記されているのは『一発ぶん殴って』という文章だけだ。『何で』なんて条件はどこにも記き載さいされていない。

「いや、だってよっ！　テメェ、あの時は……っ!?」

「『あの時』……？」

　俺はバカにでも分かるように、はっきり、ゆっくりと言ってやる。

「俺は、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見せて、『このルールで賭けをしないか？』と言ったんだぞ？　誰が、いつ、『あの時と同じ条件で』なんて言った？」

　うっすらと笑えみを浮かべて、ゴッフレードを見下すように見つめる。

「なんだよ、お前…………また勝手に『思い込んだ』のか？」

「…………っ、テメェ……！」

　ゴッフレードの腰こしが引けている。さすがにヤバいと感じているのだろう。なにせ、ゴッフレードは『避けない、防御しない、反撃しない』という縛しばりがあるのだ。

「『顔面を一発』だからな。他ほかのところに当たったのは無効でやり直しな」

「そんな……っ、無む茶ちや苦く茶ちやじゃねぇか!?」

「なら協力しろよ。そうだな……地面に仰あお向むけに寝ね転ころがってくれりゃ、ほぼ確実に顔面をぶん殴れると思うんだが……………………どうする？」

　こいつに出会って散々感じさせられた『苛いら立だち』を、視線に込めて叩たたきつける。

　……それはもはや、殺意と呼べる感情だった。

「ひっ……！」

　情けない声を出して、ゴッフレードが尻しりもちをつく。それでもなお、ゆっくりと後ずさっていく。

「そうだな……それくらいの高さがちょうどいい…………当てやすそうだ」

「まっ、待ってくれ！　分かった！　悪かった！　俺の負けだ！　だから、やめろ！」

　今いま更さらだな。

　散々俺をイラつかせやがって……思い出したくもない過去を、何度も何度も思い出させやがって…………俺の前でジネットを泣かせんじゃねぇよ。巡めぐり巡って俺が嫌いやな気分になるんだよ。

　それに……

「言ったはずだぜ？　『俺とお前の差ってやつを見せつけてやる』ってよ」

　お前みたいな、見た目の怖こわさと腕わん力りよくに物を言わせるしか能がない三下と違ちがってな──

　こっちは、この道二十年のベテラン詐さ欺ぎ師しなんだよ。

「顔面が潰つぶされるのを恐おそれる程度の、生易しい気持ちで足を踏み入れていい世界じゃねぇんだ…………ごっこ遊びなら他所でやれよ、ド素人しろうとが」

　俺に勝ちたきゃ、一回くらい脇わき腹ばら抉えぐられて命を落としてくるんだな。

「お前とは、年季も覚かく悟ごも段だん違ちがいなんだよ。……さぁ、腹をくくれ」

「ま、待ってくれ！　な、なんでも言うことを聞く！　だから！」

「バカか？　賭けに勝ちゃあ、どっちみちお前は俺の言うことを聞くことになるんだよ。そんなもんが交こう渉しよう材料になると思うか？」

「じゃ、じゃあ、あの、えっと……っ！」

　見苦しい……こいつの醜しゆう態たいは目に余る。

「ゴッフレード」

「はっ……はぃ……」

　デカい図ずう体たいを、子こ猫ねこのように縮めるゴッフレードに言ってやる。

「テメェが悪党を語るなんざ百年早はえぇよ」

　お前が自分で言った言葉だ。覚えてるよな？　じゃあ、こいつは覚えているか？　お前は以前、『この街にはな、敵に回しちゃいけねぇヤツがいる』と言っていたが、ありゃ間ま違ちがいだ。

「敵に回しちゃいけないヤツはな……世界中にいるんだよ」

　それこそ、異世界にもな。

　俺は、ゆっくりとモーニングスターを持ち上げ、構える。

「最後の最後で、いい勉強になっただろ……？」

「……や…………待っ…………た、たす……け……」

　声にならない命いのち乞ごいに続いて……ドンッ……と、鈍にぶい打撃音が響いた。

　そして、ゴッフレードの体がゆっくりと地面へ倒たおれる。

　もちろん、殴っちゃいない。ゴッフレードの股またの間にモーニングスターの鉄球を打ち下ろした。ただそれだけだ。

　だが、効果は絶大だったようで……ゴッフレードはその後しばらく伸びたままだった。

　茂しげみを焼き燃え広がっていた炎ほのおは、やがてその勢いをなくし……鎮ちん火かした。

　夜は再び闇やみに包まれ、一層静けさを増す。

　これで、正しよう真しん正しよう銘めい──

「一件落着、だな」

　ふと見上げた空には半分以上も欠けた不格好な月が浮うかんでいた。

「お前にはこの程度で十分だ」ってか？　ふん、やかましいわ。

　だがまぁ、……無いよかマシか。







[image: エピローグ『ジネットの笑顔』]




　夜のうちに、ゴッフレードは四十二区を離れると言っていた。

　職しよく業ぎよう柄がら、完全敗北を喫きつした場所では二度と商売が出来ないのだそうだ。まぁ、それ以上に、俺に会いたくないって理由が大きいようだったが。

「さて。俺も準備をするか」

　ゴッフレードと別れてから、俺は陽ひだまり亭てい二階の自室に戻もどっていた。

　俺の手の中には一つの小さな布ぬの袋ぶくろが収まっている。

　ゴッフレードが、コソ泥どろから巻き上げたとても高価な戦利品。

　50万Rbはくだらないというお宝！

　何を隠かくそう、こいつを一目見た時からずっっっっっと欲しいと思ってたんだよな！　どうすればこいつが手に入るか、ずっと考えていた。

　だから、教会でゴッフレードと再会した時は、一いつ瞬しゆん素で言葉を失っちまった。『チャンス、キタァー！』って感じでな。

　あとは、プライドの高いゴッフレードが「一ひと泡あわ吹ふかせてやらなきゃ気が済まない」と思うような負かし方をしてやれば仕し掛かけは完かん了りよう。あれよあれよと俺の思う通りに動いてくれたってわけだ。

　そして、その成果が……

「50万Rb……日本円で五百万円…………ふふっ……ふふふふふ」

　笑いが止まらねぇ！

　布袋の大きさと中身の価値から、俺は金きん塊かいか何かだと思ったのだが……

「バオ、クリエア……？」

　その中身は、『バオクリエア』という名が記されたエンブレム入りの証明書が付いた香こう辛しん料りようだった。香辛料の名産地か何かなのだろうか、『バオクリエア』ってのは。

　なんにせよ、証明書まで発行するってことは、こいつに価値があるってことの証しよう拠こだ。

　かつてコショウは、同じ重さの金と交こう換かんされたと言われるし、高級品なのだろう。

　とはいえ、ここに留とどまったままじゃこの香辛料を売ることが出来ない。

　曰いわくつきの逸いつ品ぴんだ。少なからず、売うり払はらう時にはトラブルを引き起こすだろう。目め敏ざとく、エステラあたりが嗅かぎつけてくるかもしれん。

　四十二区では何人かの人間と関かかわっちまったからな……足がつかないとも言い切れない。香辛料を売るなら、俺のことを知っているヤツがいない、遠い街へ行く必要がある。

　そうと決まれば、こんなところに長居は無用だ。

　ちょうど、ジネットたちが俺をありがたがって変に持ち上げようとしていたしな。英えい雄ゆう扱あつかいなんざ冗じよう談だんじゃない。悪党には悪党の生き方があるんだ。

　今日はまだ、厨ちゆう房ぼうからいい匂においは漂ただよってきていない。

　今戻ってきたばかりだが、すぐに出ていこう。俺のいた形けい跡せきを残さないために、ブレザーとか俺が持ち込んだ荷物を全部持ってな。

　これぞ、悪党に相応ふさわしい引ひき際ぎわってもんだ。

　音を立てないようにそっとドアを開け、廊ろう下かに出ると……

「ヤシロさん？」

　……ジネットがいた。ちょうど自室から出てきたところだったようだ。

　おぉう……悪党のクールな引き際、台無し…………

　つかお前、まだ朝の三時くらいだぞ？　毎日こんな早朝とも呼べない深夜に目を覚ましていたのか？　お年寄りの上をいく早起きだな……

「おはようございますっ！　今日は随ずい分ぶん早いんですね」

「あ、あぁ……、朝から元気だな」

「はい！　元気です！」

　えっと…………どうしよう、かな？

「あの、ヤシロさん。お出で掛かけですか？」

　俺の出いで立ちを見て、ジネットが首を傾かしげる。……う～ん…………

「どこに行かれるにしても、早く帰ってきてくださいね」

　胸の前で手を組んで、控ひかえめな微び笑しようを浮かべる。

「美味おいしいご飯を作って、待っていますから」

　それは、なんだか懐なつかしい響ひびきで……不覚にも、言葉に詰つまってしまった。

「それから……昨日は興奮していてきちんと言えなかったのですが……」

　喉のどを軽く押さえ、少しだけ緊きん張ちようした面おも持もちで、ジネットは言う。

「ヤシロさんがここを『自分の居場所』だと言ってくださったこと、とても嬉うれしかったです」

　あぁ……

　俺はなんて迂う闊かつなことを口走っちまったんだろう。

「至らない店長でお恥はずかしいのですが、これから一いつ緒しよに陽だまり亭を盛り立てていきましょうね」

『お前は店長で、俺は従業員なわけだから、お前の手に負えない仕事は分担すりゃいい』みたいなことも、言った気がする……

　それを、今持ち出すか？　この、いかにも「今から出ていきますよ～」みたいな格好をした俺に、それを言うか？

　おそらく、ジネットにはそんなつもりはない。ないのだろうが……

　勝手に出て行くと、『精せい霊れいの審しん判ぱん』にかけるぞと、脅おどされている気分だ。

「わたしがして差し上げられることは、大して何もないのですが……美味しいご飯を毎日作ります。ですから、一緒に食べてくださいね」

　……だから、それはプロポーズだって教えたろうが。

　ダメだ。

　こいつはまったく懲こりてない。

『騙だまされるヤツがバカなんだ』という、絶対不変の理を、欠片かけらも理解していない。

　ため息は、不ふ可か避ひか……

「はぁ……」

　しょうがない。……『精霊の審判』にかけられるわけには、いかないしな。

　もう少しだけ、この街の情報を集めるのもいいだろう。今回のような儲もうけ話が転がり込んでくるかもしれねぇし。情報が多ければ多いほど、俺の仕事は成功率を上げる。コネなんかがあってもいいな。

　そうか。食堂ってのを利用しない手はないか。

　ここを盛り立てて客が増えれば、色んな業種、人種、立場の人間と出会えるかもしれない。その人脈がやがて俺の糧かてとなることだってあるだろう。いや、きっとある。

　だからまぁ……あと、もう少しだけなら…………ここにいてやってもいいかな。

「煮に魚ざかなが食いたい。出来るか？」

「はい！　得意です！」

　自信たっぷりに頷うなずき、「では、今日の夕飯は煮魚にしますね」という言葉で『夕方までには帰ってこいよ』と強要してくる。……これをわざとやってるなら手て強ごわい相手だが……まぁ、ないな。天然の力、怖こえぇわぁ。

「ヤシロさん」

　朝の寄付の下ごしらえをしようと階下に向かいかけたジネットだったが、何かを思い出したかのように振ふり返かえり、そして、会心の笑えみを俺に向ける。

「これからもずっと、わたしのパイオツを見ていてくださいね！」

[image: ]

「ぶふーぅっ!?」

　こいつ、何言ってんの!?

「毎日パイオツをお見せ出来るように頑がん張ばります！」

　頑張るの!?

「パイオツいっぱいの素す敵てきな食堂にしましょう！」

　なにその卑ひ猥わいなお店!?

　あぁ……そうか、『笑顔』か…………

「パイオツの……っ」

「ストップだ、ジネット！」

　…………これは、さすがに……心苦しい。

「どうやら俺は、ここでやらなければいけないことが出来たようだ……出掛けるのは当面中止する」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「あぁ、大丈夫だ」

　大丈夫じゃないヤツが今目の前にいるからな。そっちがほっとけねぇよ。

「それじゃあ、ヤシロさん。朝ご飯の下ごしらえを手伝ってください」

　なるほどな。と、その顔を見て思った。

　これまで俺に仕事を頼たのまなかったのは、ずっと遠えん慮りよしていたからだったのか。本当は一緒に仕事がしたくて堪たまらなかったと、今のこいつの顔にははっきりと書いてある。

　それが、ようやく俺に頼たよることが出来るようになったと…………

「……しょうがねぇな」

　自分の飯代くらいは働いてやるよ。

　なにせ、三食ボインつきのこんな優良物件、他ほかにはないからな。


























































　よく晴れたある日の午後。

　帳簿とは名ばかりの、一切管理出来ていない数字の羅列を見て片頭痛を覚えた俺は、今日も今日とて客のいない店内をせっせと掃除するジネットを呼びつける。

「ちょっといいか、そこのアホの娘こ」

「酷いです、ヤシロさん!?」

　酷いものか。一片の偽りもない事実ではないか。

「お前は騙されやす過ぎる」

「そんなことないですよ？」

　どこから出てくるんだ、その自信は……行商ギルドにカモられていた分際で。

「そこまで言うなら、実験してやろう。今から俺が、子供の頃に流行っていた引っかけ問題でお前を騙す。だから絶対、騙されるなよ？」

「うふふ。『今から騙す』と言われて騙される人はいませんよ」

　くすくすと笑うジネット。

　ほぅ。大した自信じゃねぇか。

「なら、もし騙されたら罰ゲームな」

「ば、罰、ゲーム……ですか？」

「そうだな。腕立て伏せでもしてもらおうか。とりあえず、十回」

「う……腕立て伏せ……ですか？」

「知ってるよな？」

「は、はい。あまり得意ではありませんが……で、でも、きっと騙されませんので、平気ですね。わたし、これで結構しっかり者なんです」

「へぇ～……しっかり者ねぇ……ほ～、ふぅ～ん……」

「ほ、本当ですもん！」

　まぁいい。では試してやろう。

　まずは小手調べで……

「二束のワラと三束のワラ、合わせると何束になる？」

「え……計算ですか……ちょ、ちょっと待ってくださいね…………隣から借りてきて……」

　待て待て待て！　なに借りてきた!?　借りてくるのは二桁以上の引き算の時だろうが!?　大丈夫か、飲食店経営者!?

「分かりました！　五束です！」

「残念。ワラを合わせれば『大きな一束』になる」

「ぷぅ！　ズルいです！」

「だから、騙すっつったろうが」

　物の見事に引っかかってんじゃねぇかよ。

「んじゃ、やってもらおうか、腕立て伏せ」

「ふみゅぅぅ……分かりました」

　ジネットは床に手をつき、ゆっくりとヒジを屈伸させる。

「い～～～ぃぃぃっち………………に、にぃぃぃ～～…………もぅ無理ですぅ」

「噓だろっ!?」

　二回!?　いや、二回目は腕が伸びきらなかったから、一回だ！

　腕立て伏せが一回しか出来ないって!?　腕力皆無か!?　よく食堂の仕事出来るよな!?

　ただし、床に倒れ込んだ時におっぱいが物凄い「むぎゅぅぅううっ！」ってしてたのはグッジョブだ！　いいものを見せてもらった。

「はぁ……はぁ…………あ、あの……休憩を、挟んで……はぁ、いいで、しょうか？」

　床に倒れ伏して、ジネットが「ぜーはーぜーはー」言っている。

「……いや、もういいよ。もう十分だから」

　ここまで酷いと、なんか気の毒になる。

「はぁ……はぁ……では、も、もう一問、お願い……はぁ……します」

「じゃあ、次引っかかったら反復横跳びな」

「はんぷく……？　よく分かりませんが、受けて立ちます！」

「それじゃあ。鳥はなんで空を飛ぶか、知ってるか？」

「え？　…………えっと、…………じ、自由になりたいからです！」

「……ぷっ。『自由になりたいから』って……ぷぷっ」

「わ、笑わないでください！　じゃあ、鳥さんはなんで空を飛ぶんですか？」

「『羽で』だな」

「『なんで』の意味が違うじゃないですか!?」

　違うも何もないだろう！　お前が勝手に勘違いしただけだ！

　というわけで、反復横跳びをしてもらおうか。とりあえず二十回だ。

　やり方をレクチャーして……さん、はいっ！

　おぉう……胸元でダイナマイツな膨らみがダイナミックにゆっさゆっさ……

　こ、これはっ、楽しいっ！

　と、そこへ──

「こ～んにち……わぁ!?　なに、この状況!?」

　エステラがやって来て、反復横跳びをするジネットを見て目を丸くする。

「ふん。見て分からんのか？」

「分かんないよ!?　ジネットちゃんに何させてんのさ!?」

「あ、あの、はぁはぁ…………実は……」

　反復横跳びを終え、これまでのことをエステラに説明するジネット。

　話を聞いたエステラは、冷ややか～な視線を俺に向けてくる。

「そんなくだらないことでジネットちゃんをオモチャにして……」

「くだらないって……お前だって大概騙されやすいだろうが」

「甘いね。ボクは人に騙されたりなんかしないよ。しっかり者だからね」

　さっき聞いたわ、そのセリフ。そこで精根尽き果てているヤツからな。

「よし、なら問題を出してやる。だが、お前は運動が得意そうだから違う罰ゲームにさせてもらうぞ」

「ふふん！　なんだっていいよ。絶対騙されないから」

「じゃあ、ジネット。お前が子供の頃使ってた服とか髪飾りを持ってきてくれ」

「え？　あ、はい」

　ジネットが自室へそれらを取りに向かうと、エステラが眉を寄せて俺を見つめる。

「……何をさせる気？」

「可愛い格好をしてもらおうと思ってな」

　エステラには、引っかかる度に子供服を着てもらう！　小さいからピッタリだろう。

　しばらくして、ジネットが両手いっぱいの服を持って戻ってくる。

「凄く子供っぽいものしか残っていませんでしたが……」

「あぁ、それでいい。むしろ、そうでなくては」

　ふりふりのロリっ子っぽい衣服がずらりと並ぶ。

　……さぁ、ゲームを始めようか。

「まずは小手調べだ。エステラ、世界で一番長いトンネルは、どこからどこまで繫がっているか知ってるか？」

「え？　……いきなり難しい問題だね…………一番長いとなると…………」

「早くしろよぉ」

「うるさいなぁ！　今考えてるんだよ！」

「あと十秒……九、八……」

「え!?　えっ!?　ん～……あ～、ダメだ、降参！　地理は苦手なんだよ。正解は何？」

「『入り口』から『出口』までだ」

「そんなの当たり前じゃないか!?」

「なら、そう答えればよかったろ？　ほい、ジネット。エステラにその可愛らしいぼんぼりのついた髪飾りをつけてやれ」

「はい！」

　心なしか嬉しそうに、ジネットがエステラの髪の毛を結ってやる。

　三歳くらいの女の子がするような、頭の上で髪の束が「ぴょん！」と跳ねた髪型だ。左右に一つずつ。うん。可愛いじゃねぇか、ツインテール。

「ヤシロの手口は分かった！　次は負けないからね！」

　あぁ、うんうん。

　そういうことを言うヤツに限って泥沼に嵌るんだよなぁ。

「エステラ。キリンは知ってるか？」

「あの首の長いヤツでしょ？」

「その首だが、なんであんなに長いか分かるか？」

「え？　高いところの葉っぱを食べるためでしょ？」

「葉っぱを食べない子供の頃から長いじゃねぇか」

「あっ！　……それも、そうだね。…………じゃあ、なんで？」

「遺伝だ」

「そりゃそうだろうさっ！」

「だから、そう思うなら答えろって。はい、ジネット。このふりふりの可愛らしいワンピースを着せてやれ」

「はい！」

「ヤシロッ！　もう一問っ！」

「黒猫が子供を五匹産んだんだが、一匹だけ真っ白い毛をしたヤツがいたんだ。……なぜだと思う？」

「え～っと…………白猫の母親が、ミルクが出ないから黒猫にお願いした！」

「……は？」

「その『こいつなに言ってんだ』みたいな目やめてよ!?　分かったよ、悪かったよ、分かんないよ！　なんでさ!?」

「遺伝だ」

「もういいよ、遺伝！　もう一問っ！」

「エステラの胸が真っ平らなのは？」

「遺伝だよ！　……うるさいよっ！」

　ギャーギャーと騒がしく、単純な引っかけ問題に面白ほど引っかかりまくるエステラ。

　半面、生き生きとした表情でエステラを可愛らしく着せ替えさせているジネット。エステラの着せ替えが楽しいらしい。

　問題を繰り返すうちに、エステラは真っ赤なふりふりのワンピースを着て、先の丸っこい靴に足首までの靴下を穿き、ネコの顔を模した大きなカバンを背負っていた。髪型はぴょんぴょん跳ねるツインテール。どう見てもロリっ子だ。

　そんな状況にもかかわらず、エステラは意地になっているようで、自分がどんな格好をさせられているのか気付いていない。……そろそろ仕上げかな。

「じゃあ、今度はチャレンジ問題だ。ジネット。筆とインクはあるか？」

「え？　あ、はい！　持ってきます」

　ぱたぱたと、ジネットが厨房へ向かう。

　その間に出題だ。

「これから、『俺とジネットには読めるが、お前には絶対読めない文字を書く』。そいつが読めればお前の勝ちだ。ただし、『誰かに助けを求めない』、『書物などのいかなる道具も使わない』ってのが条件だ」

「へ？　ふっ……いいだろう。受けて立つよ！」

　エステラの顔が、「そんなの簡単じゃないか。この街には『強制翻訳魔法』がかけられているんだよ？」とでも言いたそうな表情を浮かべている。

　勝ちを確信し、力強い笑みを見せるエステラ。

　そこへジネットが筆とインクを持って戻ってくる。それを受け取り──

「じゃあ、自力で読んでみろ」

　言いながら、俺はエステラのおでこに『ぺったんこ』と書いた。

「ちょっ!?　どこに書いてるのさ!?」

「ジネット、読めるか？」

「え？　あ、はい……読め、ます…………口には、出来ませんけども……」

「だそうだ。エステラ、読んでみろ」

「ジネットちゃん、鏡あるかい？」

「おいおい、『いかなる道具も使わない』ってルールだろう？」

「じゃあ、読めるわけないじゃないかっ！」

　むぅっ！　と、悔しそうに頰を膨らませるエステラ。いい感じで頭に血が上っているようだ。

「お前の負けだ、エステラ。腕を磨いて出直してくるんだな」

　あえて不遜な態度で言ってやる。

　悔しそうに奥歯を嚙み締めるエステラ。だが、負けを認めたのか……

「分かった。今日のところは引き下がるよ……けどね！　これで終わりじゃないからね！　絶対リベンジしてやるから、覚悟しておくんだねっ！」

　俺を指さし、高らかに宣言した後、エステラは颯爽と陽だまり亭を出ていった。




　──完璧なロリっ子スタイルで。おでこに『ぺったんこ』と書かれた状態で。




「あいつ……いつ気付くかな、自分の格好に」

「へ……？　………………はっ!?　エステラさん、そのままの格好で帰っちゃいましたねっ!?　大変ですっ！」

「……ぷっくく…………明日、あいつがどんな顔してここに来るのか……今から楽しみ過ぎる…………ぷーくすくす！」

「ヤ、ヤシロさんっ、笑っちゃ可哀想ですよ」

「何を言う。お前だってノリノリで着せ替えしてたくせに」

「あぅう…………なんだか罪悪感が…………わ、わたしっ、今から追いかけてきますっ！」




　大慌てでジネットが店を飛び出していく。

　大通り辺りまで行ってから気付くと面白いんだけどなぁ……




　まぁ、結局はアレだな。

　ジネットもエステラも、メチャクチャ騙されやすいってことだ。




　俺は一人、誰もいなくなった陽だまり亭で祝杯の紅茶を啜った。
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